
資
料
紹
介

春
日
若
宮
お
ん
祭
の
近
世
田
楽
頭
役
記
録
『観
音
院
頭
屋
棟
梁
日
記
』
及
び
『
庁
中
漫
録
』
田
楽
頭
役
記
事
の
紹
介

』
Φ
ω
Φ
●
「
O
＝
＝
③
吟
Φ
「
宙
■
ω

福
原
敏
男

解
説

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
奈
良
市
春
日
大
社
若
宮
社
の
祭
礼
（
通
称
お
ん
祭
）
に
催
さ
れ

る
芸
能
や
競
技
を
勤
め
る
頭
役
組
織
に
関
す
る
史
料
紹
介
・
研
究
を
発
表
し
て
き

（1
）
た
。
特
に
、
流
鏑
馬
と
馬
長
を
裏
で
支
え
る
祭
祀
組
織
、
頭
役
勤
仕
の
次
第
（
そ
れ

が
記
さ
れ
た
時
代
に
は
守
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
頭
役
勤
仕
の
あ
る
べ
き
姿
）

に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
お
ん
祭
に
演
じ
ら
れ
る
諸
芸
能
の
頭
役
の
中
心
は
、

興
福
寺
学
侶
（
室
町
時
代
に
は
別
当
や
衆
徒
が
田
楽
頭
を
勤
仕
す
る
例
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
）
が
毎
年
交
替
し
て
勤
仕
す
る
田
楽
頭
で
あ
り
、
そ
の
組
織
は
お
ん
祭

が
始
ま
っ
た
保
延
二
年
（
一
二
二
六
）
か
ら
近
世
幕
末
ま
で
続
き
、
流
鏑
馬
頭
人
で

あ
る
願
主
人
と
な
ら
ぶ
お
ん
祭
の
主
役
な
の
で
あ
る
。
田
楽
頭
は
頭
役
の
名
称
で
も

あ
る
と
同
時
に
、
田
楽
頭
人
そ
の
人
自
体
を
も
さ
す
。

　
　
　
　
　
　
（
2
）

　

『若
宮
祭
礼
記
』
に
よ
れ
ば
、
お
ん
祭
が
始
ま
っ
た
保
延
二
年
か
ら
す
で
に
田
楽

が
参
加
し
て
お
り
、
同
一
四
年
ま
で
は
「
田
楽
二
村
」
の
記
述
、
そ
の
後
「
田
楽
二

座
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら
田
楽
の
二
集
団
が
参
勤
し
た
の
で
あ
る
。

同
書
保
延
二
年
・
久
安
五
年
（
二
四
九
）
条
に
よ
る
と
、
す
で
に
興
福
寺
の
僧
綱

ま
た
は
巳
講
の
僧
か
ら
二
人
が
選
ば
れ
て
田
楽
頭
を
勤
仕
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

二
座
の

田
楽
座
を
維
持
・
監
督
す
る
の
で
二
人
の
頭
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ

の

頭
屋
が
一
座
ず
つ
の
田
楽
を
分
担
し
て
差
配
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）

　
中
世
に
お
け
る
お
ん
祭
田
楽
頭
の
先
行
研
究
と
し
て
、
伊
藤
磯
十
郎
、
近
江
昌
司
、

　
　
　
（
∪
　
　
　
　

（
6
）
　
　
　
　
（
7
）

鈴
木
良
一
、
遠
藤
基
郎
、
安
田
次
郎
諸
氏
の
蓄
積
が
あ
る
。
ま
た
、
奈
良
田
楽
座
に

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

関
し
て
も
、
能
勢
朝
次
氏
に
よ
る
研
究
を
嗜
矢
と
し
て
、
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　
中
世
の
田
楽
頭
勤
仕
の
史
料
と
し
て
は
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
・
『
経
覚
私
要

⑨
』
・
『
多
聞
院
日
記
』
な
ど
の
諸
日
記
が
あ
り
、
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第

　
（
9
）

二

巻
（
田
楽
・
猿
楽
）
に
、
『
春
日
若
宮
御
祭
田
楽
頭
役
日
記
』
と
し
て
長
禄
四

年
・
寛
正
四
年
・
永
正
一
七
年
分
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
近
世
田
楽
頭
の
記
録
と
し
て
は
、
田
楽
の
演
者
、
芸
能
者
側
の
史
料
が
知
ら
れ
て

お

り
、
前
掲
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
二
巻
に
は
現
在
も
祭
礼
に
出
勤
し
て

い

る
大
和
郡
山
の
伊
藤
家
伝
来
の
史
料
が
『
春
日
若
宮
御
祭
出
勤
田
楽
座
記
録
』
と

総
称
さ
れ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
『
春
日
若
宮
祭
礼
　
田
楽
勤
務
式
順

実
記
』
（
一
八
世
紀
末
）
は
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
山
路
興
造
氏
の
解
題
に
よ
る
と
、

伊
藤
家
に
は
天
保
二
年
（
一
八
四
〇
）
の
『
春
日
若
宮
祭
礼
田
楽
記
録
　
田
楽
役

人
頭
坊
ニ
テ
之
次
第
』
な
る
史
料
も
伝
来
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
筆
者
未
見
で
あ

11
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る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　

近
世
の
田
楽
頭
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
高
野
辰
之
氏
と
伊
藤
磯
十
郎
氏
の
著
作

で
あ
り
、
特
に
後
者
は
伝
来
の
記
録
を
渉
猟
さ
れ
的
確
な
分
析
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
史
料
の
性
格
上
、
近
世
都
市
奈
良
町
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
都
市

祭
礼
と
し
て
の
お
ん
祭
」
を
描
き
出
す
視
点
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

　

最

近
、
幡
鎌
一
弘
氏
は
餅
飯
殿
町
大
宿
所
の
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
運
営
記
録

　
　
　
　
　
　
　
く
1
2
）

を
紹
介
・
研
究
さ
れ
、
こ
の
史
料
が
祭
礼
研
究
に
資
す
の
み
で
は
な
く
、
近
世
都
市

奈
良
町
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
お
ん
祭
は
奈
良
町
を
研
究
す
る
た
め
の
一

素
材
と
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　
以
上
の

研
究
史
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
奈
良
県
立
図
書
館
所
蔵
『
観
音
院
頭
屋
棟

梁
日
記
』
一
冊
と
（
請
求
番
号
一
八
八
・
二
四
五
－
三
九
）
、
及
び
『
庁
中
漫
録
』

三
四

の

「春
日
若
宮
祭
礼
記
」
よ
り
田
楽
頭
記
事
の
抜
粋
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
。

　

『観
音
院
頭
屋
棟
梁
日
記
』
は
天
保
二
年
（
一
入
四
〇
）
、
興
福
寺
の
子
院
観

音
院

の
栄
憲
が
田
楽
頭
役
を
勤
め
る
に
際
し
て
筆
写
し
た
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
に
お

け
る
田
楽
頭
勤
仕
の
実
態
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
記
録
で
あ
る
。
体
裁
は
冊
子

本
、
一
〇
七
丁
、
縦
二
四
・
五
、
横
一
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
前
半
部
が
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
頭
役
勤
仕
日
程
、
後
半
部

が
祭
礼
に
関
す
る
諸
文
書
（
主
に
廻
章
）
書
式
で
あ
る
。

　
本
書

と
関
係
の
深
い
史
料
が
、
前
掲
伊
藤
氏
『
田
楽
史
の
研
究
』
に
附
録
第
十
五

『頭
屋
棟
梁
日
記
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
頭
屋
棟
梁
日
記
』
に
は
、
「
頭
屋

に
関
す
る
人
数
」
、
「
諸
下
行
米
の
覚
」
、
「
諸
書
物
の
覚
」
が
摘
記
さ
れ
紹
介
さ
れ
て

い

る
の
み
で
あ
る
が
、
『
観
音
院
頭
屋
棟
梁
日
記
』
と
酷
似
し
て
い
る
。
『
観
音
院
頭

屋
棟
梁
日
記
』
に
は
朱
で
訂
正
、
後
注
な
ど
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

栄
憲
が
『
頭
屋
棟
梁
日
記
』
な
い
し
、
そ
の
祖
本
に
註
を
施
し
、
訂
正
を
加
え
た
可

能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　
ま
た
、
『
庁
中
漫
録
』
は
奈
良
奉
行
所
与
力
の
玉
井
定
時
（
一
六
四
六
～
一
七
二

〇
）
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
著
述
・
写
本
で
あ
り
、
現
在
も
御
子
孫
の
玉
井
家
の
所
蔵

で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
を
理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
近
世
の
田
楽
頭
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お

き
た
い
。

　
平
安
末
期
に
田
楽
な
ど
の
専
業
芸
能
者
が
出
現
し
、
京
都
や
奈
良
の
大
寺
を
本
所

と
す
る
芸
能
座
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
芸
能
を
興
行
す
る
権
利
で

あ
る
上
演
権
と
で
も
い
う
べ
き
楽
頭
職
が
成
立
し
、
そ
れ
は
元
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座

が
属
す
る
本
所
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
芸
能
座
の
座
頭
（
職
業
芸

能
者
）
が
楽
頭
職
を
寺
社
よ
り
獲
得
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

芸
能
集
団
の
存
立
基
盤
の
確
立
を
促
す
要
件
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
お
ん
祭
に
お
い
て
は
幕
末
ま
で
興
福
寺
側
が
楽
頭
職
を
掌
握
し
、
別
会

五
師
よ
り
差
定
さ
れ
た
田
楽
頭
が
楽
頭
を
兼
ね
、
田
楽
座
を
監
督
・
統
轄
し
、
公
式

の

給
録
と
し
て
新
調
の
田
楽
装
束
を
田
楽
座
に
与
え
た
。
こ
の
儀
式
、
「
装
束
給

（賜
・
渡
）
」
は
形
式
的
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
興
福
寺
と
い
う
本
所
に
対
す
る
田

楽
座
の
隷
属
性
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
れ
が
幕
末
ま
で
続
い
た
要
因
と
し
て
、
奈
良

田
楽
座
が
形
成
さ
れ
た
環
境
が
古
代
国
家
の
残
影
を
色
濃
く
残
す
興
福
寺
組
織
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

田
楽
頭
と
、
楽
頭
職
を
掌
握
し
て
い
る
楽
頭
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
楽
頭

法
師
と
し
て
田
楽
頭
の
代
理
人
を
た
て
た
。
つ
ま
り
、
田
楽
座
の
長
で
あ
る
一
臨

法
師
と
田
楽
頭
の
代
理
で
あ
る
楽
頭
法
師
（
御
幣
持
ち
）
が
存
在
し
た
。

　

こ
の
春
日
田
楽
独
特
の
頭
屋
と
楽
頭
の
あ
り
方
が
、
大
和
東
部
高
原
（
東
山
中
）

の
村
落
祭
祀
に
反
映
し
て
い
る
。
柳
生
で
は
、
祭
り
の
ト
ー
ヤ
に
決
ま
る
こ
と
を

「
ガ

ト
ウ
に
あ
た
っ
た
」
と
呼
ん
で
い
た
。
大
柳
生
で
は
、
八
月
一
七
日
の
太
鼓
踊

り
が
「
ガ
ト
ウ
踊
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
踊
り
は
、
一
年
間
自
宅
で
「
明

神
さ
ん
」
を
祀
り
、
秋
祭
り
の
ト
ー
ヤ
と
な
る
者
へ
の
奉
納
の
踊
り
で
、
現
在
の
ト

ー
ヤ
は
近
世
文
書
で
は
楽
頭
と
記
さ
れ
、
か
つ
て
は
ガ
ト
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ト

ー
ヤ
は
、
お
渡
り
衆
・
渡
御
衆
を
自
宅
に
泊
め
、
も
て
な
し
、
集
団
で
潔
斎
し
、
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ー
ヤ
か
ら
宮
へ
渡
り
、
田
楽
を
奉
納
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
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田
楽
衆
社
参
の
先
頭
に
は
御
幣
を
持
っ
た
ト
ー
ヤ
が
先
導
す
る
例
も
あ
る
。
以
上

の

よ
う
に
、
ト
ー
ヤ
が
田
楽
奉
納
の
ス
ポ
ン
サ
ー
た
る
田
楽
頭
と
一
座
の
楽
頭
の
双

方
を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
春
日
田
楽
の
頭
役
組
織
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、

春

日
の
場
合
は
規
模
が
大
き
い
た
め
、
田
楽
頭
の
代
理
と
し
て
楽
頭
法
師
を
立
て
た

の

で
あ
ろ
う
。

　

田
楽
頭
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
装
束
給
を
行
う
坊
舎
（
こ
れ
を
田
楽
頭
屋
と
呼
ぶ
）
を

選
ん

だ
。
本
来
は
田
楽
頭
の
自
坊
、
ま
た
は
関
係
の
深
い
興
福
寺
院
坊
を
選
ん
だ
。

田
楽
頭
に
と
っ
て
は
、
装
束
給
と
、
田
楽
法
師
が
与
え
ら
れ
た
装
束
を
着
し
て
演
じ

る
頭
屋
能
か
ら
な
る
頭
屋
式
こ
そ
お
ん
祭
の
最
高
潮
で
あ
り
、
『
観
音
院
頭
屋
棟
梁

日
記
』
が
最
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
事
項
な
の
で
あ
る
。
田
楽
頭
を
勤
仕
し
て
も
、

衆
人
環
視
す
る
祭
礼
の
表
舞
台
に
お
い
て
は
特
に
目
立
つ
役
割
は
な
く
、
頭
屋
式
こ

そ
一
世
一
代
の
晴
れ
舞
台
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
近
江
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
若
宮
祭
礼
記
』
久
安
四
年
（
＝
四
八
）

九

月
一
七
日
条
に
「
御
祭
馬
長
共
雑
色
八
人
、
井
田
楽
十
人
、
装
束
各
様
之
色
々

令

調
奉
給
、
即
弁
公
達
二
人
僧
綱
屋
　
御
着
物
給
」
と
あ
り
、
僧
綱
屋
に
お
け
る

「御
着
物
給
」
は
平
安
末
に
は
す
で
に
確
認
で
き
る
。

　
中
世
の
田
楽
頭
は
、
田
楽
法
師
へ
の
纏
頭
を
は
じ
め
、
祭
場
の
舗
設
や
饗
宴
な
ど

祭
礼
に
関
わ
る
一
切
の
費
用
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
祭
事
の
主
宰
者
、
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

済
的
負
担
者
で
あ
る
。
安
田
次
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
半
ば
に
大
乗
院

尋
尊
が
田
楽
頭
を
勤
め
た
時
の
田
楽
装
束
代
や
作
事
料
・
饗
宴
な
ど
へ
の
支
出
は
約

三
七
〇

貫
文
で
あ
り
、
こ
の
散
財
は
当
時
の
尋
尊
の
、
最
少
の
年
間
現
金
収
入
を
上

回
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
興
福
寺
の
政
治
的
・
経
済
的
な
衰
退
に
伴
っ
て
、
出
費
節
約
の
た
め
一
五
世
紀
後

半
か
ら
、
一
ヶ
所
の
頭
屋
に
田
楽
両
楽
頭
、
両
座
が
出
仕
し
、
共
に
装
束
を
給
る
事

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

例
が
出
て
く
る
と
い
う
。

　
室
町
中
期
以
降
の
田
楽
頭
は
門
跡
別
当
か
ら
、
衆
徒
に
至
る
ま
で
広
い
範
囲
か
ら

補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
衆
徒
の
手
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
田
楽

頭
も
彼
ら
の
意
の
ま
ま
に
動
い
た
の
で
あ
る
。
近
世
に
入
る
と
、
「
田
楽
は
衆
中
の

催
」
（
『
中
臣
祐
範
記
』
慶
長
一
九
年
〈
一
六
一
四
〉
一
一
月
二
一
日
条
）
と
、
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

衆
徒
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
。

　
近
世
に
お
い
て
は
、
興
福
寺
か
ら
の
下
行
米
に
よ
っ
て
田
楽
頭
が
維
持
さ
れ
た
の

で

あ
る
。
一
七
～
一
八
世
紀
の
『
庁
中
漫
録
』
に
は
「
田
楽
頭
屋
坊
乃
下
行
弐
百
六

十

二
石
八
斗
弐
升
な
り
、
興
福
寺
乃
唐
院
よ
り
出
る
也
」
と
あ
り
、
明
治
三
年
二

八
七

〇
）
の
『
春
日
社
若
宮
祭
図
解
』
に
お
い
て
も
、
「
就
祭
礼
租
税
倉
．
リ
下
行
之

事
」
と
し
て
「
田
楽
座
頭
役
儀
式
料
　
二
六
二
石
八
斗
二
升
」
と
あ
り
、
近
世
を
通

じ
て
田
楽
頭
へ
の
下
行
米
（
本
座
・
新
座
両
座
分
）
が
一
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ち
な
み
に
、
『
春
日
社
若
宮
祭
図
解
』
に
よ
る
と
、
お
ん
祭
全
体
の
合
計
で
は

玄
米
四
三
一
石
八
斗
三
升
二
合
が
興
福
寺
か
ら
下
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
明
治
初
年

で

は
お
ん
祭
全
体
の
支
出
に
占
め
る
田
楽
頭
の
割
合
は
約
六
割
を
占
め
る
。
同
史
料

に
よ
る
と
、
楽
人
参
勤
料
が
百
石
、
他
の
諸
芸
能
者
の
参
勤
料
が
数
石
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
田
楽
頭
へ
の
下
行
米
は
圧
倒
的
に
多
い
。

　
と
こ
ろ
で
頭
屋
が
一
ヶ
所
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
田
楽
頭
は
二
人
差
定
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
還
頭
と
い
う
制
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
還
頭
と
は
、
田

楽
頭
の
既
経
験
者
が
再
び
差
定
・
補
任
さ
れ
、
は
じ
め
て
差
定
さ
れ
た
田
楽
頭
（
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

頭

人
）
と
組
み
、
正
頭
人
の
顧
問
役
、
師
範
役
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
『
学
侶
集
会

　
（
2
1
）

評
定
』
に
よ
る
と
、
還
頭
に
は
正
頭
人
よ
り
田
楽
装
束
と
料
米
一
〇
石
が
遣
わ
さ
れ

る
。
顧
問
料
、
師
範
料
な
の
で
あ
ろ
う
。
経
済
的
に
二
頭
屋
の
維
持
が
難
し
く
な
っ

た
時
、
還
頭
と
い
う
制
が
成
立
し
、
表
面
的
に
は
田
楽
頭
二
人
が
差
定
さ
れ
、
そ
の

一
人
を
還
頭
で
補
い
、
実
質
は
一
頭
人
（
正
頭
人
）
と
な
り
、
饗
宴
な
ど
の
回
数
も

減
り
、
費
用
が
節
減
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
す
で
に
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
頭
屋
の
史
料
が
見
え
始
め
る

が
、
後
掲
の
『
庁
中
漫
録
』
で
は
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
よ
り
田
楽
頭
が
一
院

と
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
、
実
質
的
一
頭
屋
が
制
度
化
、
公
認
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の

で

あ
ろ
う
。
『
若
宮
御
神
事
諸
例
』
に
引
用
さ
れ
る
「
胤
周
記
」
に
よ
る
と
、
寛
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文
一
二
年
の
頃
よ
り
還
頭
の
制
が
で
き
た
と
し
て
い
る
。
田
楽
頭
屋
が
実
質
的
に
一

ヶ

所
に

な
っ
た
こ
と
と
、
還
頭
と
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

　
『
春
日
大
宮
若
宮
御
祭
礼
図
』
の
挿
図
に
「
田
楽
法
師
能
之
図
」
が
あ
り
、
楽
頭

（
田
楽
頭
の
代
理
で
御
幣
を
守
護
す
る
）
と
幣
持
が
二
人
ず
つ
見
物
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
一
つ
の
頭
屋
に
田
楽
両
座
が
参
勤
し
て
い
る
。
七
〇
・
七
一
頁
の
『
春
日
神

幸
図
』
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
の
装
束
給
図
で
も
同
様
で
、
「
田
楽
新
座
本

座
装
束
渡
」
と
記
さ
れ
る
。
一
つ
の
頭
坊
で
新
座
・
本
座
両
方
の
「
装
束
給
」
が
行

わ
れ
て
い
る
。
六
六
・
六
七
頁
の
同
「
頭
屋
能
図
」
に
お
い
て
も
両
座
の
楽
頭
と
幣

持
ち
は
前
図
と
同
じ
場
所
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
一
つ
の
頭
坊
で
田
楽
能

が
演

じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
八
・
六
九
頁
の
『
春
日
祭
礼
興
福
行
事
』
（
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
「
田
楽
能
図
」
に
も
両
座
の
楽
頭
・
幣
持
が
描
か
れ
、
同

「装
束
給
図
」
手
前
に
本
座
一
三
人
、
向
こ
う
に
新
座
一
三
人
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
資
料
で
も
両
座
は
同
一
の
頭
坊
に
出
仕
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
観
音
院
の
栄
憲
は
、
興
福
寺
第
二
六
代
法
印
大
僧
都
で
、
観
音
院
中
務
卿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

兵
部
卿

と
も
称
し
、
衆
徒
の
別
所
刑
部
（
刑
部
光
映
）
の
男
で
あ
る
。

　
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
三
月
一
二
日
法
師
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
四
月

二
二

日
大
法
師
に
叙
せ
ら
れ
、
天
保
一
〇
年
一
〇
月
三
日
擬
得
業
、
同
＝
年
二

月
二
五
日
擬
講
、
同
一
三
年
四
月
一
五
日
権
律
師
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
六
月

二

日
律
師
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
正
月
一
六
日
権
少
都
、
嘉
永
四
年
入
月
九
日

権
大
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
天
保
一
四
年
か
ら
嘉
永
二
年
ま
で
五
師
を
勤
め
、
安
政

元
年
（
一
八
五
四
）
一
〇
月
二
六
日
法
師
大
僧
都
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
一
〇

月
維
摩
会
講
師
、
文
久
三
年
一
二
月
維
摩
会
探
題
に
宣
下
さ
れ
て
い
る
。
天
保
二

年
＝
月
二
五
日
、
擬
講
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
栄
憲
の
田
楽
頭
屋
式
前
日
で
あ
る

の

で
、
お
ん
祭
の
田
楽
頭
勤
仕
に
伴
う
転
任
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
最
後
に
『
観
音
院
頭
屋
棟
梁
日
記
』
の
前
半
部
の
要
点
を
以
下
に
摘
記
し
て
お
こ

・
つ
。9

月
頃
　
頭
屋
よ
り
棟
梁
二
五
人
、
御
幣
手
伝
い
の
衆
と
し
て
四
、
五
人
を
依
頼
す

る
。9

月
吉
日
　
頭
屋
役
人
と
内
々
の
も
の
が
仁
王
経
の
祈
祷
を
す
る
。

10

月
初
亥
日
（
月
三
亥
の
時
は
中
亥
）
天
川
弁
財
天
へ
代
参
し
て
奉
納
す
る
。
御
師

よ
り
頭
屋
へ
奉
納
品
が
献
ぜ
ら
れ
る
。

10

月
末
　
手
伝
い
の
衆
に
対
し
二
、
三
度
饗
宴
を
催
す
が
、
近
年
は
省
略
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

10

月
下
旬
　
頭
屋
よ
り
例
年
の
祈
祷
で
あ
る
大
般
若
経
転
読
の
相
談
を
す
る
。

10

月
　
田
楽
の
笛
と
笠
を
一
条
院
と
大
乗
院
に
依
頼
し
、
承
諾
す
る
と
頭
人
は
竹
葉

一
荷
を
献
上
し
、
金
銭
の
場
合
は
青
銅
二
〇
疋
を
頭
人
が
直
接
持
参
す
る
。
日
出
山

　
　
　
　
　
　
　
し
も
べ

対
馬
守
に
対
し
、
下
部
を
使
者
と
し
て
太
刀
二
本
、
小
刀
二
本
を
奉
納
す
る
。

11

月
朔
日
　
田
楽
法
師
の
両
座
惣
代
の
二
人
が
楽
器
を
持
参
す
る
。
楽
器
を
請
け
取

り
中
門
へ
置
く
。
対
屋
に
お
い
て
田
楽
両
惣
代
に
祝
酒
を
出
す
。
腰
差
と
し
て
両
惣

代
に
三
〇
疋
ず
つ
、
新
・
本
両
座
へ
六
百
文
を
遣
わ
す
。
客
殿
の
下
座
へ
屏
風
を

立
て

て

手
伝
い
の
衆
と
対
面
す
る
「
御
目
見
へ
」
と
い
う
儀
礼
を
行
う
。
こ
の
時
、

田

楽
法
師
は
広
縁
よ
り
客
殿
へ
上
げ
な
い
。
対
面
の
時
は
盃
事
が
あ
る
。
御
幣
衆
へ

も
酒
を
進
上
す
る
。
御
幣
紙
を
瑳
る
。
染
紙
を
経
師
へ
遣
わ
す
。

11

月
3
日
頃
　
経
師
が
御
幣
の
残
り
の
染
紙
を
受
け
取
り
に
来
る
。

11

月
3
・
4
日
頃
　
日
出
山
対
馬
守
が
小
切
を
持
参
し
、
悦
酒
を
出
す
。
汲
方
よ
り

小
切
持
参
の
時
は
意
趣
書
を
添
え
る
。
頭
屋
か
ら
も
例
年
の
通
り
意
趣
書
を
出
す
。

11

月
吉
日
　
大
般
若
経
転
読
の
祈
祷
が
あ
る
。
経
は
別
会
の
五
師
に
申
し
入
れ
、
唐

院
（
興
福
寺
関
係
の
共
用
使
用
物
を
納
め
る
公
物
庫
）
で
借
用
す
る
。
祈
祷
の
前
日
、

頭
屋
で

は
奥
の
間
に
十
六
善
神
を
飾
り
、
洗
米
と
神
酒
を
供
え
て
灯
明
を
あ
げ
る
。

そ
れ
以
前
に
木
札
を
新
調
し
、
祈
祷
に
関
す
る
一
山
廻
章
を
認
め
て
お
く
。
服
者
や

新
入
は
別
廻
章
で
知
ら
せ
る
。
唐
院
奉
行
が
祈
祷
に
来
た
時
は
、
日
中
に
飯
振
舞
い

を
す
る
こ
と
を
廻
章
で
通
達
す
る
。
頭
屋
の
稚
児
に
も
使
者
を
遣
わ
す
。
祈
祷
の
表

向
き
の
客
は
一
山
・
頭
屋
児
・
唐
院
奉
行
で
あ
る
。
当
日
の
祈
祷
導
師
は
棟
梁
の
役
、

究
願

は
還
頭
、
散
華
は
頭
屋
の
役
で
あ
る
。
早
朝
、
木
屋
を
石
取
り
に
遣
わ
し
、
中
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門
に
調
え
ら
れ
た
大
工
と
木
挽
の
手
水
桶
に
石
を
入
れ
る
。
同
じ
く
早
朝
、
市
（
巫

女
）
が
祓
い
に
来
る
。
祓
い
の
礼
と
し
て
白
紙
、
白
米
を
台
に
の
せ
て
遣
わ
す
。
こ

れ

を
中
門
の
手
水
桶
に
差
し
置
く
。
使
者
一
人
を
大
工
二
人
、
木
挽
一
人
（
こ
の
三

人

は
春
日
座
に
属
し
て
い
る
も
の
に
限
る
）
に
対
し
て
遣
わ
し
、
別
火
の
た
め
に
用

意
す
る
道
具
を
通
知
す
る
。
大
工
・
木
挽
へ
の
渡
し
物
の
一
覧
。
春
日
座
大
工
へ
の

下
行
米
は
片
座
で
一
石
、
両
座
で
二
石
、
木
挽
の
下
行
米
は
三
斗
で
あ
る
。
当
日
の

表
方
の
献
立
は
式
三
献
、
初
献
と
二
献
の
間
に
、
神
酒
と
洗
米
を
差
し
出
す
。
そ
の

順

は
棟
梁
・
還
頭
・
頭
人
、
上
か
ら
下
の
順
で
あ
る
。
当
日
の
料
理
方
を
板
元
と
惣

奉
行
に
申
し
つ
け
る
。
ほ
か
に
板
元
を
一
人
雇
い
入
れ
、
釜
屋
と
屋
根
一
人
ず
つ
が

手
伝
い
に
来
る
。
祈
祷
が
済
ん
だ
昼
後
、
釜
屋
が
門
の
大
注
連
、
御
幣
の
長
注
連
、

惣
奉
行
へ
遣
わ
す
小
注
連
の
三
種
の
注
連
を
作
る
。
事
前
に
紙
を
三
束
用
意
し
、
日

雇
い
を
一
人
釜
屋
へ
遣
わ
す
。
一
山
方
と
公
物
方
の
道
具
を
借
用
師
よ
り
借
り
入
れ

る
件
に
つ
い
て
は
、
頭
人
が
別
会
五
師
に
申
し
入
れ
る
。
御
幣
串
の
塗
足
は
頭
屋
出

入
り
の
塗
屋
へ
申
し
つ
け
る
。

11

月
7
・
8
日
頃
　
御
幣
串
を
塗
り
に
来
る
。
蔵
に
塗
師
鉢
大
小
四
つ
を
貸
し
て
依

頼
す
る
。
御
幣
串
は
二
六
日
の
祭
礼
当
日
、
田
楽
両
座
へ
献
入
す
る
。

11

月
中
旬
　
楽
頭
（
田
楽
頭
の
代
理
）
が
定
ま
る
と
、
頭
屋
よ
り
別
会
五
師
へ
田
楽

交
名
を
侍
羽
織
袴
の
装
束
で
持
参
す
る
。
衆
中
に
相
談
し
て
、
学
侶
会
合
の
件
を
、

衆
中
・
沙
汰
衆
・
供
目
代
へ
は
別
廻
章
、
法
用
僧
へ
は
内
廻
章
で
通
知
す
る
。
一
腹

法
印
よ
り
未
新
入
ま
で
、
五
〇
～
六
〇
人
を
招
い
て
饗
宴
を
行
う
。
承
仕
・
唐
院
・

新
坊
の

奉
行
の
四
人
を
廻
章
を
も
っ
て
招
い
て
振
舞
う
。
頭
屋
方
か
ら
は
御
幣
掛

絹
・
山
上
詣
費
用
・
白
五
條
・
御
児
長
絹
紐
・
晒
布
・
御
児
足
袋
・
ト
ン
ボ
ウ
・
大

串
柿
・
ム
カ
ゴ
ザ
シ
を
、
惣
奉
行
か
ら
は
大
盛
菓
子
・
中
盛
菓
子
・
盛
菓
子
小
折
・

盛

菓
子
足
無
・
亀
笠
・
積
交
・
鳳
型
井
桔
梗
型
・
香
入
・
盃
台
・
チ
キ
リ
・
木

色
・
ツ
ラ
ノ
笠
・
楽
器
彩
色
・
御
幣
傘
・
金
入
誓
・
田
楽
扇
子
・
田
楽
傘
・
御
児

末
広
・
饅
頭
・
蜜
柑
・
積
交
・
キ
ヌ
カ
ツ
ギ
を
用
意
す
る
。
大
折
饅
頭
・
蜜
柑
・
積

交
・
キ
ヌ
カ
ツ
ギ
の
盛
り
方
が
記
さ
れ
る
。

11

月
1
7
・
1
8
日
頃
　
借
り
物
師
が
参
り
、
祭
礼
道
具
を
借
用
す
る
。
御
師
と
神
人
を

呼
び
に
遣
わ
し
、
二
六
日
の
御
児
出
迎
え
の
儀
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
申
し
つ
け
る
。

例
年
、
坂
木
治
郎
太
夫
の
と
こ
ろ
の
秘
仏
を
借
用
し
て
い
る
の
で
依
頼
す
る
。
二
四

日
早
朝
の
絃
捻
り
の
た
め
、
三
、
四
人
ほ
ど
の
人
員
を
確
保
す
る
。

11

月
1
7
日
　
衆
中
よ
り
仕
丁
を
使
者
と
し
て
頭
屋
に
書
状
を
遣
わ
す
。
使
者
に
酒
肴

を
出
し
て
迎
え
、
腰
差
と
し
て
青
銅
を
遣
わ
し
、
衆
中
へ
返
書
を
託
す
。
稚
児
の
供

の
件
を
七
～
八
人
の
仕
丁
に
依
頼
す
る
。

11

月
1
9
日
　
明
日
よ
り
「
精
進
入
」
な
の
で
頭
屋
へ
行
っ
て
手
伝
う
。

11

月
2
0
日
　
近
年
は
一
山
方
三
読
師
・
跡
学
・
役
僧
・
頭
屋
役
人
・
法
縁
の
み
が

「
精
進
入
」
を
勤
め
る
。
頭
屋
の
児
二
人
や
唐
院
奉
行
は
前
掲
の
祈
祷
の
通
り
に
振

舞
う
。
稚
児
へ
も
使
者
を
遣
わ
す
。
注
連
を
大
門
・
惣
奉
行
へ
遣
わ
す
前
日
に
作
る
。

一
山
方
の
座
敷
は
客
殿
の
中
程
よ
り
仕
切
り
、
次
の
間
と
区
別
す
る
。
表
方
の
献
立
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

二
の

汁
は
肴
部
屋
の
肴
師
よ
り
出
す
。
夕
飯
後
、
「
服
者
と
孕
ま
し
男
は
明
日
よ
り

頭
屋
へ
出
入
り
禁
止
」
を
末
々
の
者
に
ま
で
惣
奉
行
に
通
達
さ
せ
る
。

11

月
2
1
日
　
早
朝
、
市
（
巫
女
）
が
祓
に
来
る
。
今
日
か
ら
二
七
日
ま
で
毎
日
来
る
。

市
に
願
米
を
与
え
る
。
市
の
祓
後
、
内
一
文
字
、
外
一
文
字
ど
ち
ら
か
を
頭
屋
が
決

め
、
大
門
に
注
連
を
張
る
。
坂
木
治
郎
太
夫
に
廻
章
を
出
す
。
二
六
日
に
奉
行
が
仮

屋

を
所
持
す
る
旨
、
代
官
よ
り
唐
院
奉
行
と
新
坊
承
仕
へ
手
紙
で
依
頼
す
る
。
釜
屋

が
ア

メ
シ
マ
キ
を
作
る
。
屋
根
屋
が
献
部
屋
を
作
り
に
来
る
。

11

月
2
2
日
　
御
幣
傘
・
田
楽
笠
・
島
台
等
を
広
縁
に
飾
る
こ
と
を
奉
行
が
下
知
す

る
。
台
に
関
し
て
は
、
奉
行
が
法
縁
の
内
の
人
に
事
前
に
頼
ん
で
お
く
。

11

月
2
3
日
　
早
朝
よ
り
諸
役
人
全
員
が
頭
屋
に
詰
め
る
。

11

月
2
5
日
　
「
装
束
包
み
」
と
「
馬
場
還
」
の
件
に
つ
い
て
の
廻
章
を
唐
院
が
出
し
、

役
僧
が
一
山
・
御
児
に
通
達
す
る
。
こ
の
日
か
ら
法
縁
中
詰
衆
は
頭
屋
に
詰
め
る
。

次

の

間
に
銭
箱
・
音
信
帳
・
杉
原
紙
一
帖
・
硯
箱
等
を
事
前
に
調
え
て
出
し
て
お

く
。
昼
後
早
々
、
頭
屋
へ
参
り
御
幣
部
屋
を
調
え
て
お
く
。
依
頼
し
て
お
い
た
御
幣

部
屋
衆

は
出
仕
す
る
。
田
楽
両
座
と
惣
代
両
人
は
番
届
け
に
来
る
。
対
屋
に
お
い
て
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悦
酒
を
差
し
出
す
。
惣
奉
行
が
挨
拶
し
、
田
楽
惣
代
は
交
名
を
明
日
持
参
す
る
こ
と

を
惣
奉
行
へ
申
し
渡
す
。
経
師
が
染
紙
を
持
参
し
、
対
屋
に
お
い
て
惣
奉
行
が
受
け

取

る
。
三
種
の
酒
肴
を
出
す
。
御
幣
部
屋
を
調
え
た
ら
、
別
火
師
に
申
し
付
け
て

「
シ
タ
タ
メ
」
等
を
済
ま
せ
、
御
幣
部
屋
の
火
の
用
心
等
を
申
し
付
け
る
。

11

月
2
5
日
夜
　
頭
屋
よ
り
御
幣
衆
を
迎
え
に
来
る
。
頭
屋
へ
参
り
、
「
別
火
シ
タ
タ

メ
」
等
を
済
ま
せ
た
御
幣
部
屋
で
御
幣
を
裁
ち
始
め
る
。
同
夜
、
丑
刻
よ
り
荒
神
供

を
勤
め
る
。
二
四
～
二
六
日
の
三
日
間
、
従
僧
が
荒
神
供
を
勤
め
る
。
御
幣
裁
ち
が

始
ま
る
と
、
役
井
門
の
作
事
に
取
り
か
か
る
旨
を
惣
奉
行
が
指
示
す
る
。

11

月
2
4
日
　
早
朝
、
「
心
見
（
試
み
）
の
赤
飯
」
を
ヘ
ギ
の
足
打
折
敷
に
の
せ
、
市

が
儀
悔

を
し
、
惣
奉
行
が
御
幣
部
屋
へ
持
参
す
る
。
早
朝
、
経
師
が
箔
置
き
に
来
、

別
火
に
て
「
シ
タ
タ
メ
」
等
を
す
る
。
本
日
よ
り
西
大
寺
の
愛
染
明
王
の
開
帳
が
あ

る
の
で
、
二
六
～
二
八
日
間
は
捧
物
と
し
て
青
銅
三
〇
疋
を
送
る
。
早
朝
、
経
師
方

よ
り
絃
捻
り
三
、
四
人
が
来
、
奉
行
仮
屋
で
絃
を
捻
る
。
頭
人
が
一
山
院
方
へ
、
二

六
・
二
七
日
の
出
仕
を
依
頼
し
に
行
く
。
頭
人
が
直
接
、
警
固
の
件
を
奉
行
所
へ
依

頼

し
に
行
く
。
大
玄
関
よ
り
入
り
、
使
者
間
で
取
次
ぎ
を
介
し
て
、
二
六
日
の
祭
礼

の

田
楽
頭
役
勤
仕
の
た
め
、
警
固
の
役
人
を
卯
の
刻
に
差
し
出
し
て
く
れ
る
よ
う
、

口

上
で
奉
行
に
申
し
入
れ
る
。
午
後
二
時
頃
、
新
・
本
両
田
楽
座
の
惣
代
が
交
名
を

持
参
す
る
。
対
屋
に
て
悦
酒
を
出
し
、
惣
奉
行
が
挨
拶
し
て
も
て
な
す
。
昼
後
、
御

飯
を
出
す
。
明
朝
の
春
日
大
宮
・
若
宮
両
社
へ
の
進
物
の
た
め
、
御
飯
を
中
門
に
出

し
て
お
く
。
御
飯
を
出
す
時
は
職
中
が
一
人
で
も
立
ち
合
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
時
、
還
頭
・
頭
坊
が
客
殿
に
出
仕
す
る
。
御
飯
を
出
す
と
き
惣
奉
行
は
幣
を
持

っ

て

先
へ
出
、
中
門
で
幣
を
御
飯
に
差
し
置
く
。
終
わ
る
と
献
方
よ
り
広
縁
へ
、
献

の
次
第
書
付
と
諸
役
人
の
書
付
帳
を
出
す
。
職
中
・
還
頭
・
頭
人
、
他
の
詰
衆
全
員

で
客
殿

に
お
い
て
夕
飯
を
と
る
。
前
夜
と
同
様
、
御
幣
衆
を
頭
屋
よ
り
迎
え
に
行
き
、

御
幣
部
屋
の
儀
礼
を
行
う
。

11

月
2
5
日
　
早
朝
、
大
宮
・
若
宮
へ
御
飯
・
酒
・
蜜
柑
・
大
串
柿
を
供
え
る
。
大
宮

方
へ
は
三
方
神
人
へ
、
若
宮
方
へ
は
拝
殿
惣
ノ
市
巫
女
へ
の
書
状
を
付
け
る
。
書
状

は

升
に
挟
ん
で
献
方
が
持
参
す
る
。
大
乗
院
・
一
条
院
両
門
主
へ
、
杉
重
入
料
理
・

盃
台
・
亀
笠
小
折
・
大
盛
菓
子
・
樽
を
献
上
す
る
。
奈
良
町
奉
行
所
へ
は
杉
重
入
料

理
・
盃
台
・
積
交
・
盛
菓
子
中
折
・
指
樽
を
献
上
す
る
。
院
家
方
へ
は
重
箱
入
料

理
・
菓
子
・
錫
を
献
上
す
る
。
一
山
一
鵬
法
印
の
み
は
出
仕
す
る
。
楽
頭
は
幣
を
持

参
す
る
。
二
五
～
二
七
日
ま
で
観
音
堂
の
鐘
を
撞
く
。
惣
奉
行
へ
酒
・
切
素
麺
・
赤

飯
・
菓
子
を
送
る
。
両
門
主
よ
り
頭
坊
へ
使
者
が
下
っ
て
一
献
が
あ
り
、
挨
拶
は
結

衆
の
内
で
す
る
。
院
家
か
ら
も
使
者
が
来
、
三
種
で
も
て
な
す
。
挨
拶
は
奏
者
に
申

し
付
け
る
。
御
幣
が
出
来
た
ら
安
置
す
る
。
客
殿
・
妻
戸
口
の
両
方
へ
御
幣
紙
で
御

簾
を
括
り
上
げ
る
紐
を
付
け
て
お
く
。
今
日
入
用
の
物
、
稚
児
方
の
入
用
物
、
白
布

の
事
、
惣
奉
行
へ
渡
す
物
、
客
殿
の
懸
物
の
事
、
中
門
の
飾
り
事
が
記
さ
れ
る
。

　

田
楽
両
座
が
来
る
と
、
惣
奉
行
へ
交
寸
日
記
を
渡
す
。
田
楽
法
師
四
、
五
人
が
客

殿
で

田
楽
装
束
を
拝
見
し
、
お
祝
い
を
述
べ
て
装
束
を
包
ん
で
対
屋
へ
戻
る
（
装
束

つ
つ
み

裏
）
。
装
束
を
長
持
に
し
ま
っ
て
、
対
屋
で
一
献
が
あ
り
、
役
井
門
よ
り
退
出
す
る
。

午
の
貝
で
頭
坊
へ
一
山
寺
僧
が
出
仕
す
る
。
雇
僧
が
催
促
役
と
な
る
。
献
の
時
、
表

方
加
行
以
上
の
者
は
客
殿
へ
、
白
衣
の
衆
は
対
屋
へ
着
く
。
一
山
が
揃
う
と
献
を
出

す
。
雇
僧
二
人
が
客
殿
下
座
の
広
縁
で
給
仕
す
る
。
献
立
方
は
惣
奉
行
へ
下
知
す
る
。

献
の
儀
で
は
目
上
よ
り
次
第
に
挨
拶
す
る
。
客
殿
の
一
献
が
終
わ
っ
た
頃
、
対
屋
の

初
献
を
出
す
。
例
年
、
本
日
は
六
方
の
集
会
な
の
で
、
午
時
に
か
か
る
と
次
の
間
を

宴
席
と
す
る
。
三
献
終
わ
る
と
、
全
員
客
殿
で
飯
に
移
る
。
終
わ
る
と
、
中
門
で
皆

に

礼
物
を
致
し
、
奏
者
に
持
っ
て
い
か
せ
る
。
暮
頃
、
田
楽
新
・
本
両
座
に
米
を
渡

す
。
頭
坊
玄
関
で
、
惣
奉
行
・
頭
屋
・
代
官
立
ち
会
い
の
も
と
計
り
、
田
楽
両
座
惣

代
が
請
け
取
り
に
来
る
。

11

月
2
6
日
　
朝
七
ツ
頃
、
雇
僧
は
頭
屋
へ
参
勤
し
奥
の
間
に
燭
台
・
火
鉢
・
煙
草
盆

を
用
意
す
る
。
稚
児
が
や
っ
て
く
る
と
、
雇
僧
は
役
井
門
よ
り
入
れ
、
乗
物
に
の
せ
、

手
を
取
っ
て
客
殿
上
座
よ
り
奥
の
間
へ
通
す
。
別
火
で
沸
か
し
た
茶
を
進
上
す
る
。

惣
奉
行
へ
申
し
付
け
、
供
の
者
に
支
度
さ
せ
る
。
菓
子
部
屋
へ
申
し
付
け
、
稚
児
に

菓
子
を
進
上
す
る
。
稚
児
に
足
袋
・
長
絹
・
末
広
・
入
醤
を
渡
す
。
六
ツ
時
以
前
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に
稚
児
の
装
束
を
つ
け
る
。
雇
僧
も
装
束
を
つ
け
る
。
雨
天
な
ら
ば
中
門
で
田
楽
能

が
演

じ
ら
れ
る
。
白
衣
衆
中
は
広
縁
に
て
南
向
き
に
出
仕
す
る
。
六
ツ
時
頃
、
奉
行

所
か

ら
警
固
の
衆
が
頭
坊
に
来
る
。
広
庭
飾
り
の
図
。
広
庭
飾
り
は
惣
奉
行
の
手
配

で

あ
る
。
六
ツ
時
寺
僧
衆
が
出
仕
す
る
。
雇
僧
は
客
殿
の
下
座
に
居
る
。
用
事
が
あ

る
時
は
仕
丁
を
呼
ん
で
言
い
つ
け
る
。
衆
徒
が
出
仕
す
る
以
前
に
は
仕
丁
が
役
井
門

の

外
に

立

ち
並
ぶ
。
衆
徒
が
出
仕
す
る
以
前
、
惣
奉
行
よ
り
田
楽
へ
挨
拶
を
す
る
。

早
朝
、
田
楽
よ
り
献
を
請
け
取
り
に
来
る
。
赤
飯
・
雑
煮
を
漆
鉢
に
入
れ
、
酒
を
瓶

子
に
入
れ
、
彼
の
方
よ
り
桶
を
持
参
し
た
な
ら
、
切
炭
・
酒
・
赤
飯
を
献
方
よ
り
渡

す
。
五
師
・
還
頭
役
が
客
殿
へ
出
仕
す
る
の
を
見
て
、
衆
徒
は
対
屋
へ
出
仕
す
る
。

中
門
白
衣
の
衆
も
対
屋
へ
出
仕
す
る
。
衆
徒
が
中
門
へ
出
仕
し
た
ら
稚
児
を
出
す
。

一
人

の

雇
僧
が
客
殿
よ
り
屏
風
を
開
け
て
稚
児
を
出
す
。
雇
僧
一
人
は
奥
の
間
に

居

て
、
小
さ
い
稚
児
が
先
に
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
稚
児
の
手
を
引
い
て
出
、
烏
帽

子

を
直
し
、
屏
風
を
し
ま
い
、
雇
僧
二
人
は
客
殿
の
下
に
着
座
す
る
。
稚
児
が
出

た

後
、
田
楽
法
師
が
出
仕
す
る
よ
う
に
雇
僧
が
指
示
す
る
。
田
楽
両
座
は
、
本
座
を

前
、
新
座
を
後
に
役
井
門
よ
り
「
打
入
」
を
行
い
、
床
木
に
腰
掛
け
る
。
両
座
の
田

楽
法
師
上
三
人
ほ
ど
が
「
庭
の
献
」
の
配
膳
を
し
、
三
献
の
儀
を
行
う
。
惣
奉
行
は

役
井
門
に
立
っ
て
い
る
。
「
庭
の
献
」
が
終
わ
る
と
、
「
装
束
給
」
の
儀
に
移
る
。
終

わ
る
と
田
楽
法
師
が
立
ち
合
い
祝
言
が
あ
り
、
客
殿
の
御
簾
を
下
げ
、
献
の
儀
が
あ

る
。
稚
児
の
献
に
雇
僧
が
付
く
。
奉
行
仮
屋
・
同
心
・
警
固
・
供
者
に
も
昼
飯
・
酒

肴
を
出
す
。
宝
生
座
の
猿
楽
六
人
が
来
、
三
献
で
饗
応
す
る
。
退
出
の
折
に
は
褒
美

の
脇
差
と
し
て
五
〇
疋
を
惣
奉
行
か
ら
遣
わ
す
。
一
献
が
済
む
と
、
中
門
へ
御
簾
を

上
げ
て

笛
を
吹
き
、
頭
屋
能
を
始
め
る
。
猿
楽
へ
能
番
組
を
要
求
し
、
こ
れ
を
強
杉

原
紙

に
認
め
、
客
殿
・
対
屋
・
奉
行
仮
屋
へ
届
け
る
。
盃
台
を
二
台
出
す
。
客
殿
の

御
簾
が
上
る
と
、
客
殿
・
中
門
方
・
対
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
菓
子
を
出
す
。
能
二
番
・
狂

言
が
終
わ
る
と
、
二
人
の
稚
児
を
妻
戸
に
出
す
。
稚
児
の
長
絹
を
田
楽
が
取
っ
て
、

中
門
へ
饅
頭
を
放
ら
せ
る
。
人
形
三
ツ
膳
と
召
出
し
を
出
す
。
田
楽
法
師
へ
花
（
鬼

杉
原
紙
を
三
つ
に
折
っ
て
百
疋
と
書
く
）
を
遣
わ
す
。
田
楽
両
座
の
一
・
二
閲
を

呼
び
出
し
、
五
師
と
盃
事
が
あ
り
、
謡
が
二
二
二
番
あ
る
。
本
来
、
能
五
番
・
狂
言

三
番
で
あ
る
が
、
近
年
は
能
一
番
・
狂
言
二
番
で
あ
る
。
能
狂
言
が
終
わ
り
、
中
門

よ
り
の
饅
頭
放
り
が
済
む
と
召
出
し
に
移
る
。
田
楽
両
座
の
盃
事
が
終
わ
っ
て
退
出

す
る
と
、
祝
言
が
始
ま
る
。
稚
児
を
奥
の
間
で
休
息
さ
せ
る
。
大
折
・
盃
台
等
を
片

付
け
る
。
客
殿
妻
戸
口
の
大
御
簾
を
手
繰
り
上
げ
る
。
田
楽
両
座
が
進
む
と
稚
児
が

出
る
。
還
頭
と
頭
人
両
人
が
妻
戸
口
前
へ
出
仕
し
て
手
水
を
つ
か
う
。
田
楽
法
師
も

手
水
を
つ
か
い
、
終
わ
る
と
小
姓
が
御
幣
を
出
し
田
楽
法
師
に
渡
す
。
田
楽
は
祝

詞
・
「
打
人
」
を
行
い
退
出
す
る
。
続
い
て
衆
徒
・
警
固
も
退
出
す
る
。
客
殿
の
御

簾

を
下
げ
さ
せ
る
。
稚
児
に
装
束
を
付
け
さ
せ
、
客
殿
に
出
す
。
五
師
衆
や
年
寄
衆

が
来
る
か
ら
で
あ
る
。
春
日
大
宮
で
は
正
面
の
掛
木
に
稚
児
が
立
ち
奉
幣
の
み
、
若

宮
で
は
御
殿
の
前
に
立
ち
神
楽
奉
納
と
奉
幣
が
あ
る
。
夜
に
な
る
と
、
高
張
り
箱
提

灯
を
持
た
せ
て
宵
宮
詣
で
を
す
る
。
終
わ
る
と
、
頭
屋
の
役
井
門
か
ら
帰
り
、
客
殿

の
妻
戸
口

よ
り
上
り
、
装
束
を
脱
が
せ
、
乗
物
を
客
殿
の
縁
ま
で
昇
き
上
げ
さ
せ
、

稚
児

を
乗
せ
て
帰
す
。
雇
僧
は
明
日
の
稚
児
の
船
と
包
裏
頭
を
作
る
。
惣
奉
行
宅
へ

酒
と
赤
飯
を
届
け
る
。
御
幣
の
前
に
行
灯
を
灯
し
、
火
の
用
心
を
別
火
師
に
申
し
付

け
る
。

11

月
2
7
日
　
朝
六
ツ
過
ぎ
に
雇
僧
・
棟
梁
は
頭
屋
へ
出
仕
す
る
。
稚
児
も
出
仕
し
、

昨
日
の
装
束
を
付
け
る
。
仕
丁
が
出
仕
す
る
と
一
献
を
出
さ
せ
る
。
馬
長
の
稚
児
を

出
す
。
田
楽
法
師
が
役
井
門
か
ら
対
屋
へ
通
る
。
本
座
は
中
門
、
新
座
は
対
屋
へ
着

く
。
惣
奉
行
が
挨
拶
し
て
二
献
を
出
し
、
田
楽
は
宿
坊
へ
ひ
き
と
る
。
そ
の
間
に
棟

梁
・
還
頭
・
頭
人
が
幣
を
出
し
て
行
水
す
る
。
田
楽
が
再
び
出
仕
し
、
近
所
の
五
師

へ
の

出
仕
を
依
頼
す
る
。
寺
僧
衆
が
出
仕
し
た
ら
御
幣
を
出
す
。
還
頭
と
頭
人
は
客

殿
に

出
仕
し
、
田
楽
法
師
が
進
む
と
稚
児
を
出
す
。
稚
児
が
客
殿
に
出
仕
す
る
と
御

幣
を
出
し
、
田
楽
法
師
へ
渡
す
。
田
楽
は
御
幣
を
妻
戸
口
真
中
へ
置
き
、
祝
詞
と

「打
入
」
を
行
う
。
田
楽
が
御
幣
を
請
け
取
り
退
出
す
る
と
、
大
門
の
注
連
を
外
し
、

服
忌

を
解
く
。
寺
僧
衆
が
揃
う
と
一
献
。
今
日
六
方
衆
は
祭
礼
の
「
下
の
渡
り
」
に

参
勤
す
る
。
客
殿
の
御
簾
を
上
げ
、
広
縁
に
盃
台
と
打
銚
子
を
飾
る
。
「
下
の
渡
り
」
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を
見
せ
る
た
め
稚
児
の
供
廻
り
の
準
備
を
さ
せ
る
。
惣
奉
行
宅
へ
酒
・
赤
飯
を
届

け
る
。
「
下
の
渡
り
」
が
済
む
ま
で
の
間
、
稚
児
を
あ
や
す
た
め
大
折
の
蜜
柑
を
与

え
る
。
門
木
の
足
打
に
赤
飯
を
入
れ
て
、
俄
悔
を
し
て
客
殿
の
妻
戸
ロ
へ
出
し
置

く
。
楽
頭
・
幣
持
ち
は
東
金
堂
へ
出
仕
す
る
。
「
下
の
渡
り
」
が
始
ま
る
と
稚
児
に

装
束
を
付
け
さ
せ
る
。
終
わ
る
と
、
稚
児
の
供
の
仕
丁
が
来
る
の
で
一
献
が
あ
る
。

稚
児
が
「
松
の
下
の
儀
」
の
間
ぐ
ず
ら
な
い
よ
う
に
、
氷
砂
糖
・
蜜
柑
を
用
意
し

て

お
く
。
一
献
が
終
わ
る
と
、
稚
児
の
一
行
は
御
旅
所
の
東
の
仮
屋
に
向
か
う
。

行
列
を
組
み
影
向
の
松
の
下
へ
赴
く
。
寺
僧
衆
の
座
の
西
へ
稚
児
の
座
と
し
て
床

木
を
置
き
、
雇
僧
が
そ
の
両
側
に
付
く
。
松
の
下
上
段
の
真
中
よ
り
西
は
衆
中
、

東

は
一
山
の
寺
僧
が
立
つ
。
上
段
の
前
の
床
木
に
稚
児
を
掛
け
さ
せ
、
雇
僧
が
両

側
に

立

つ
。

「松
の
下
の
儀
」
が
終
わ
る
と
、
行
列
を
組
み
直
し
馬
場
を
通
り
還
る
。

客
殿
で
祭
礼
役

人
全
員
に
夕
食
・
酒
を
出
す
。
六
方
中
は
引
き
続
き
流
鏑
馬
に
出

仕
す
る
の
で
先
に
次
の
間
で
夕
食
を
出
す
。
板
元
（
食
事
係
）
も
酒
宴
に
移
る
。

11

月
2
8
日
　
朝
五
ツ
時
に
頭
屋
へ
行
き
後
片
付
け
を
し
、
役
人
へ
の
祝
儀
物
の
用

意
を
す
る
。
稚
児
・
棟
梁
・
御
幣
部
屋
衆
中
・
交
名
・
雇
僧
・
御
幣
出
し
・
台
奉

行
・
田
楽
宿
坊
へ
の
祝
儀
物
の
一
覧
。
秘
仏
の
礼
と
し
て
金
百
疋
を
御
師
に
託
す
。

晴
れ
て
い
た
ら
、
後
日
能
の
口
切
と
し
て
の
酒
と
下
行
米
を
惣
奉
行
へ
遣
わ
す
。

御
旅
所
へ
小
休
幕
所
を
設
け
る
。
能
が
終
わ
る
と
、
田
楽
法
師
の
「
庭
の
献
」
の

儀
が

あ
る
。
1
1
月
2
9
日
　
竹
葉
一
荷
を
持
参
し
て
両
門
跡
に
挨
拶
す
る
。
別
火

師
・
肴
師
・
素
麺
方
・
飯
方
・
釜
屋
・
惣
奉
行
・
別
火
師
の
手
伝
い
へ
の
返
却
品

一
覧
。
米
・
酒
の
覚
。
頭
屋
人
数
割
。
諸
下
行
米
の
覚
。
諸
書
物
の
覚
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
、
幡
鎌
一
弘
・
岡
本
彰
夫
・
大
宮
守
友
・
山
本
光
正
氏
に

御
教
授
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）

註（
1
）
　
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
九
五
年

（
2
）
　
千
鳥
家
文
書
。
『
神
道
大
系
』
春
日
（
永
島
福
太
郎
氏
校
注
　
一
九
八
五
年
）
所
収

（
3
）
　
『
田
楽
史
の
研
究
』
稿
本
一
九
五
〇
年
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
六
年

（
4
）
　
「
奈
良
田
楽
頭
役
考
」
『
国
史
学
』
六
七
　
一
九
五
六
年
。
「
奈
良
田
楽
座
に
つ
い
て
1
附
、

　
　
装
束
給
の
こ
と
」
『
天
理
大
学
学
報
』
四
七
　
一
九
六
六
年

（
5
）
　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
ー
あ
る
門
閥
貴
族
の
没
落
の
記
録
』
そ
し
え
て
　
一
九
八
三
年

（
6
）
　
「
中
世
に
お
け
る
扶
助
的
贈
与
と
収
取
ー
ト
ブ
ラ
ヒ
（
訪
）
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『
歴
史
学
研

　
　
究
』
六
三
六
　
一
九
九
二
年

（
7
）
　
「
祭
礼
を
め
ぐ
る
負
担
と
贈
与
」
『
歴
史
学
研
究
』
六
五
二
　
一
九
九
三
年

（
8
）
　
「
田
楽
放
」
『
能
楽
源
流
考
』
岩
波
書
店
　
一
九
三
八
年

（
9
）
　
芸
能
史
研
究
会
編
　
三
一
書
房
　
一
九
七
四
年

（
1
0
）
　
安
田
氏
　
註
（
7
）

（
1
1
）
　
前
掲
「
田
楽
史
の
研
究
」

（
1
2
）
　
「
天
理
図
書
館
所
蔵
『
大
宿
所
日
帳
』
」
『
ビ
ブ
リ
ア
一
〇
五
』
一
九
九
六
年
。
「
江
戸
時

　
　
代
の
春
日
若
宮
御
祭
と
願
主
人
」
（
奈
良
民
俗
談
話
会
発
表
資
料
）
　
一
九
九
六
年

（
1
3
）
　
林
屋
辰
三
郎
氏
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
　
一
九
六
〇
年

（1
4
）
　
近
江
氏
　
註
（
4
）

（
1
5
）
　
鹿
谷
勲
氏
「
大
和
東
山
中
の
祭
り
と
芸
能
ー
田
楽
芸
を
中
心
と
し
た
事
例
と
考
察
1
」

　
　
『
民
俗
文
化
分
布
圏
論
』
名
著
出
版
　
一
九
九
三
年

（
1
6
）
　
近
江
氏
　
註
（
4
）

（
1
7
）
　
安
田
氏
　
註
（
7
）

（
1
8
）
　
近
江
氏
　
註
（
4
）

（
1
9
）
　
同
右

（
2
0
）
　
伊
藤
氏
　
註
（
3
）

（
2
1
）
　
同
右

（
2
2
）
　
同
右

（
2
3
）
　
こ
の
部
分
は
幡
鎌
一
弘
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
出
典
は
奈
良
県
立
図
書
館
蔵
『
奈
良
行
政

　

文
書
明
七
／
A
／
「
八
ー
二
』
等
で
あ
る
。
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凡
例

　
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
（
通
用
）
漢
字
を
用
い
た
。

　
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
与
（
と
）
・
λ
（
よ
り
）
・
者
（
は
）
・
而
（
て
Y

　
江
（
え
）
等
は
そ
の
ま
ま
に
残
し
て
い
る
。

一　
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

一

、
史
料
中
の
誤
字
や
く
ず
し
字
に
朱
丸
が
記
さ
れ
、
右
横
に
本
史
料
の
記
主
以
外
の
者
の
筆
跡

　
で
訂
正
文
字
や
読
解
文
字
が
朱
丸
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
訂
正
・

　
読
解
文
字
の
み
を
記
し
た
。
朱
丸
の
註
記
は
原
則
的
に
省
略
し
た
。

一
、

文
中
（
）
は
す
べ
て
福
原
の
註
で
あ
る
。

一　
奈
良
県
立
図
書
館
印
は
省
略
し
た
。

一　
図
版
の
方
向
は
見
や
す
い
よ
う
に
適
宜
変
更
し
た
。

　
　
　
　
観
音
院

頭
屋
棟
梁
日
記

栄
憲

9
月

9
月

天
保
十
一
子
年
十
一
月

一

、
素
袴
拾
具

　
　
右
者
慈
昭
院
再
返
頭
役
之
節
以
会
合
料
新

　
　
調

一

、
九
月
頃
頭
屋
頭
坊
λ
棟
梁
御
頼
有
之
、
致

　
　
承
知
候
ハ
・
勝
手
次
第
二
御
幣
手
伝
之
衆
頼

　
　
置
也
、
尤
御
幣
部
屋
之
衆
ハ
五
人
頼
置
也

　
　
乍
併
近
年
者
四
人
相
頼
ミ
棟
梁
共
五
人
二
而

　
　
仕
舞
也
、
何
レ
ニ
而
モ
不
苦
事

一
、

同
月
吉
日
相
勘
へ
祈
祷
仁
王
経
執
行
有
之

　
　
事
誠
二
是
ハ
内
讃
之
祈
祷
頭
屋
役
人
弁

（表
紙
）

－o
月
亥
日

　

御
縁
斗
リ
、
是
ハ
近
年
随
意
略
之

一
、

十
月
亥
ノ
子
沙
汰
之
、
亥
日
三
ツ
有
之
時
ハ
中
ノ

　

亥
日
、
弐
ツ
ノ
時
ハ
初
ノ
亥
也
、
例
年
天
ノ
川
弁

　

才
天
江
代
参
奉
納
物
等
有
之
、
尤
頭
屋
人
参

　

詣
致
ス
共
不
苦
、
乍
併
近
年
ハ
何
レ
モ
皆
く

　

代
参
也

　
　

奉
納
物
覚

一

、
銀
八
匁

一

、
同
八
匁

一

、
同
拾
弐
匁

一
、

青
銅
弐
十
疋

一
、

米
壱
斗
弐
升

一
、

同
五
升

一
、

同
壱
斗

御
開
帳
料

御
湯
料

御
百
味
供
物
料

御
神
楽
料

福
桶
ニ
ツ
料

供
造
作
料

造
作
料

　

〆
弐
斗
七
升
各
分
相
渡
事

一
、

同
五
升

　

但
シ
此
五
升
ハ
為
祝
儀
遣
ス
由
、
是
ハ
頭
人

　
存
寄
次
第
也

　

右
之
通
持
参
、
尤
米
者
各
分
例
年
御
礼
相

　

納
二
参
ル
節
、
初
尾
ト
一
所
二
相
渡
ス
、
銀
包
斗

　

持
参
ス
ル
事

　
　

御
師
λ
当
方
へ
被
献
物
覚

一
、

御
百
味
供
物
　
壱
箱

一
、

福
桶
　
　
　
　
弐
ツ

一
、

御
札
　
　
　
　
壱
枚

一

、
湯
笹
　
　
　
　
二
本

　

右
之
通
例
年
請
取
事
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一
、
亥
子
重
送
リ
方
御
同
学
五
師
役
者
中
、
頭

　
　
　
　
　
屋
役
人
御
縁
頭
屋
ノ
児
井
惣
奉
行
其
外

　
　
　
　
　

出
入
方
頭
人
心
次
第
被
相
送
事

－o

月
末
　
一
、
十
月
末
頃
二
頼
ノ
衆
二
度
も
三
度
も
振
舞
可

　
　
　
　
　

申
事
近
年
ハ
略
之
、
乍
併
頭
人
心
次
第
也

－o

月
下
旬
一
、
同
月
下
旬
之
頃
二
頭
坊
ヨ
リ
例
年
ノ
祈
祷

　
　
　
　
　
転
読
大
般
若
経
被
致
執
行
度
旨
相

　
　
　
　
　

談
有
之
事

－o

月
　
　
、
同
月
田
楽
笛
之
笠
之
儀
、
御
頼
申
上
ル
事

　
　
　
　
　
但
一
門
様
御
門
宗
ナ
ラ
バ
一
門
様
へ
、
大
門
様
御

　
　
　
　
　
門
宗
ナ
ラ
バ
大
門
様
へ
、
内
く
御
同
学
ヲ
以
御
頼

　
　
　
　
　
申
上
ル
事
、
御
聞
済
之
上
例
之
通
竹
葉
壱

　
　
　
　
　
荷
献
上
也
、
尤
料
物
ナ
ラ
バ
青
銅
二
十
疋
頭
人
直

　
　
　
　
　
参
御
礼
被
申
上
ル
事

－o

月
　
　
一
、
同
月
勝
手
二
日
出
山
対
馬
守
へ
例
年
之
通
物
タ

　
　
　
　
　
チ

ニ
本
小
刀
弐
本
奉
納
有
之
様
申
遣
ス
、
奉

　
　
　
　
　
畏
候
旨
返
答
也
、
尤
申
遣
ス
事
下
部
二
而
モ
ロ

　
　
　
　
　
上
二
而
申
遣
シ
置
也
、
尤
近
年
ハ
小
刀
四
本
奉

　
　
　
　
　
納
可
致
様
申
遣
ス
事

11

月
－
日
一
、
十
一
月
朔
日
田
楽
初
入
二
付
両
座
惣
代
両
人

　
　
　
　
　
楽
器
等
持
参
ス
、
請
取
直
様
中
門
へ
直
二

　
　
　
　
　
置
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
煙
草
）

　
　
　
一
、
田
楽
両
人
対
屋
二
而
例
之
通
リ
多
葉
粉

　
　
　
　
　
盆
・
悦
酒
等
出
ス
、
尤
多
葉
粉
盆
ハ
無
足
也

　
　
　
　
　
　
　
献
立

　
　
　
一
、
吸
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

　
　
　
　
　
但
大
三
角
切
豆
腐
弐
ツ
切
五
分
土
器
ニ
モ

　
　
リ
九
寸
片
木
ニ
ノ
セ
出
ス

　
　
　
　
　
（
銚
子
）

　

酒

塗
テ
ヤ
ウ
シ

　

肴
　
三
種
見
合

　
右
之
通
出
ス
惣
奉
行
挨
拶
ニ
モ
テ
ナ
ス
、
下
部
モ
玄
関
ニ
テ
酒
出
ス
也

、
田
楽
悦
酒
相
済
腰
指
ト
シ
テ
一
二
十
疋
宛

　

新
本
両
座
へ
、
以
上
六
百
文
遣
ス
也

一

、
例
之
通
御
目
見
ヘ
ト
申
相
頼
之
、
対
面
致
遣

　
　
ス
也
、
左
モ
無
ハ
其
侭
二
捨
置
事
也
、
相
頼
者

　

客
殿
之
下

座
へ
屏
風
ヲ
敷
対
面
ス
ル
也
、
尤

　

下
座
程
宜

シ
、
田
楽
広
縁
λ
客
殿
へ
上
ケ
ヌ
様

　
　
二
致
ス
事
也
、
旧
席
不
可
事

一

、
対
面
之
節
例
之
通
盃
有
之
事

献
　
立

注
聰
〉
ー

三

宝
　
　
　
盃
五
分
土
器
三
枚
乗
セ
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
氷
豆
腐

松
竹
梅

　
　
　
　
　
　
　
椎
　
茸

　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
　
　
三
宝
　
見
　
柑
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人
　
参

　
　
　
　
　
　

焼
湯
葉

　
　
　
酒
塗
　
チ
ヤ
ウ
シ

一

、
今
日
悦
二
御
出
之
衆
中
江
も
三
角
切
吸
モ

　

の

三
種
二
而
酒
出
ス
也
、
尤
夕
飯
モ
差
出
ス

　

也
、
此
外
馳
走
者
頭
人
之
心
次
第
也

　
　
　
　
　
　
　
（
撚
）

一

、
勝
手
二
御
幣
紙
ヨ
リ
置
事

一

、
御
幣
紙
　
壱
束

　

但
し
紙
数
六
百
枚
也

一

、
白
妙
ニ
タ
イ
分
　
　
百
廿
枚

　
　

但
し
片
座
之
時
ハ
六
拾
枚
也

一

、
金
剛
ニ
タ
イ
分
　
　
百
廿
枚

　
　
但
同
断

一

、
御
幣
紙
上
中
下
之
段
ニ
ヨ
リ
置
事

一

、
上
百
五
拾
枚
斗
、
但
し
是
ハ
白
タ
エ
之
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鉢
）

一
、

中
百
枚
斗
、
但
し
カ
ウ
立
梅
ハ
チ
其
外
之
用

一

、
下
百
廿
枚
斗
、
但
染
紙
両
座
分

　

右
之
通
ヨ
リ
置
事

　
　
　

染
紙
渡
ス
覚

一
、

御
幣
紙
　
　
　
百
弐
拾
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
括
）

　

但
し
片
座
二
付
六
十
枚
宛
ニ
タ
ク
・
リ
シ
テ
置
ス

　
　
也
、
内
片
座
分
五
十
七
枚
ツ
・
帰
ル

一
、

外
二
二
通
リ
分
　
八
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
極
）

　
　
但
し
是
ハ
棟
梁
之
頼
也
、
依
而
弐
通
リ
キ
ハ
マ
リ

　
　
タ
ル
事
ニ
ハ
非
ス
頼
次
第
也
、
乍
併
二
通
分
ニ
テ

　
　
ヨ
シ

張
紙
書
入

　
　
　
一
、
染
紙
百
廿
枚
之
処
無
量
寿
院
節
λ
片
座

　
　
　
　
二
付
拾
枚
宛
増
し
相
頼
故
聞
届
遣
ス
、
尤
十

　
　
　

枚
宛
ニ
ク
・
リ
ニ
シ
テ
遣
ス
故
上
廿
枚
也

　
　
　

右
之
通
経
師
江
相
渡
ス
事

　
　
　
コ
ノ
間
貼
紙

　
　
「
弐
通
分
　
廿
枚

　
　
　
　

是
ハ
随
分
近
年
相
頼
遣
ス

　
　
　
　

外
二

　
　
　
一
、
拾
弐
枚

　
　
　
　
　
是
ハ
棟
梁
も
頼
之
分
相
渡
ス

　
　
　
　
　
〆
数
百
五
拾
弐
枚
相
渡
ス

　
　
　
一
、
金
ノ
丸

　
　
「
割
馴
一

11

月
3
日
一
、
同
月
三
日
頃
二
経
師
御
幣
紙
染
紙
請
取
二
参
ル

　
　
　
　
　
其
節
青
物
壱
台
差
出
御
念
入
候
趣
挨

　
　
　
　
　
拶
致
対
屋
江
通
例
之
通
悦
酒
差
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
献
　
立

　
　
　
　
　
　
吸
も
の
　
三
角
切
豆
腐

　
　
　
　
　
　
肴
　
　
　
三
種
見
合

　
　
　
　
　
右
之
通
差
出
ス
、
挨
拶
等
惣
奉
行
江
代
官
λ

　
　
　
　
　
可
致
事
、
悦
酒
相
済
御
幣
紙
染
紙
前
書

　
　
　
　
　
之
通
相
渡
也
、
経
師
西
之
坊

　
　
　
　
　
平
岡
清
左
衛
門
両
宛
也
、
依
而
拾
年
替
リ
請

　
　
　
　
　
取
二
可
参
也

11

月
詞
日
　
、
同
月
三
日
・
四
日
頃
日
出
山
対
馬
守
小
切
持
参
致

　
　
　
　
　
ス
、
例
之
通
悦
酒
差
出
ス
、
献
立
経
師
江
差

　
　
　
　
　
出
ス
ト
同
様
也
、
尤
汲
方
λ
小
切
持
参
之
節
意

」L
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11
月

　
　
趣
書
添
差
出
事
、
右
二
付
頭
坊
λ
モ
例
年

　
　
之
通
意
趣
書
差
出
ス
、
案
文
両
様
共
奥
二

　
　
記
ス

一
、

当
月
吉
日
次
第
祈
祷
転
読
大
般
若
経
執

　
　
行
有
之
事

一
、

祈
祷
之
前
日
頭
屋
へ
参
リ
明
日
之
奥
ノ
間

　
　
く
飾
）

　
　
カ
サ
リ
様
其
外
得
而
校
合
シ
テ
手
伝
可
申

　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飾
）

一
、

前
日
二
奥
ノ
間
三
ア
十
六
善
神
カ
サ
リ
置
也
、
尤

　
　
供
物
洗
米
神
酒
燈
明
也
、
洗
米
神
酒
者
五
分

　
　
土
器
ニ
テ
片
木
ノ
足
打
ニ
テ
乗
セ
上
ル
事

一

、
木
札
新
調
前
辺
こ
申
付
置
事
、
尤
認
様
ハ

　

奥
二
記
ス

一
、

大
般
若
経
ハ
別
会
へ
申
入
唐
院
二
而
借
用

一

、
一
山
廻
章
前
辺
二
認
置
事

　

但
し
服
者
ハ
別
廻
章
と
し
会
執
行
有
之

　

時
ハ
新
入
未
番
迄
ハ
内
讃
二
而
別
廻
章
也
、
廻
章

　

案
文
奥
二
記
ス

一

、
唐
院
奉
行
例
年
祈
祷
之
節
、
日
中
飯
振
舞

　

申
事
例
年
廻
章
ヲ
以
振
事
、
廻
章
案
文
奥

　
　
二
記
ス

一

、
頭
屋
之
児
江
も
使
を
以
申
進
ス
事

一
、

表
向
ノ
客
者
一
山
井
頭
屋
児
唐
院
奉
行
也
、
其

　

外
内
容
頭
人
心
次
第

一
、

当
日
祈
祷
導
師
棟
梁
之
役
也
、
兇
願
ハ
還

　

頭
・
散
花
ハ
頭
坊
ノ
役
也
、
尤
祈
祷
始
ト
中
門
御

　

幣
串
作
二
始
ト
同
様
也
、
祈
祷
発
願
初
候
節

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、 　

　
二
中
門
始
メ
可
申
由
下
知
可
致
事

　
　
　
中
門
調
物

一
、

御
幣
串
　
　
　
弐
四
寸
二
本

　
　
　
　
　
　
（
節
無
）

　
　

但
吉
野
フ
シ
ナ
シ
能
ぺ
吟
味
可
致
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薦
）

　
　

壱
本
ハ
替
木
也
、
但
シ
荒
コ
モ
ニ
巻
置
也

一
、

カ
キ
板

　

但
寸
法
長
サ
三
尺
二
寸
、
幅
壱
尺
弐
寸
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
分
）

　
　
テ
モ
三
寸
ニ
テ
モ
、
厚
サ
壱
寸
六
ブ
或
ハ
弐
寸
、
尤
二
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
精
）

　
　
ハ
新
調
二
枚
ハ
古
物
ヲ
シ
ラ
ゲ
用
ル
也

一
、

穴
木
　
　
　
　
　
　
四
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
査

　

但
寸
法
長
サ
三
尺
二
寸
、
幅
二
寸
五
歩
厚
サ
壱
寸

、
粘
版
板
　
　
　
　
　
弐
枚

　

但
長
サ
壱
尺
八
寸
或
ハ
弐
尺
、
幅
四
寸
五
分
或
ハ
五
寸

　

或
ハ
五
寸
、
厚
サ
壱
寸
也

一
、

物
サ
シ
　
　
　
　
四
本

　

但
是
ハ
呉
服
尺
也
、
幅
五
歩
、
厚
サ
三
ブ
余

　

竹
ノ
ヘ
ラ

挟
竹

御
幣
ホ
イ
ロ

御
幣
傘
柄

児
床
木

足
駄

　

但
寸
法
長
サ
八
寸
弐
分
、

　

ト
ノ
ヒ
ロ
ミ
三
寸
三
寸
二
分
、

　

サ

四
寸
八
分
、
但
カ
ケ
分
黒
ヌ
リ
也

一
、

高
足
横
カ
ミ

一

、
太
鼓
ノ
バ
チ

拾
本
斗

五
拾
本
斗

壱
ツ

弐
本

二
脚

二
足

　
　
　
前
ノ
ヒ
ロ
ミ
三
寸
六
分
、
ア

（
マ

マ

）　
　
　
　
（
歯
）

　
　
　
　
　
ハ
ノ
ヒ
ロ
ミ
五
寸
三
分
、

　
　
　
　
（
塗
）

四

本
二
十
本

惣
高
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一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

御
幣
小
刀
柄
　
　
四
本

此
外
楽
器
損
シ
之
節
何
二
不
依
致
繕
事

大
工
両
座
御
幣
方
下
行
之
内
二
而
可
致
事

早
朝
木
屋
へ
石
取
二
遣
ス
事

是
ハ
中
門
大
工
木
挽
之
手
水
桶
二
入
レ
置
事

早
朝
市
祓
二
来
ル
、
尤
前
日
二
申
遣
シ
置
也

尤
祓
之
節
半
紙
壱
帖
白
米
壱
升
台
ニ
ノ
セ

遣
ス
也

　
　
　
　
　
　
　
（
差
）

是
モ
中
門
手
水
桶
ヘ
サ
シ
置
事

下
部
壱
人
大
工
・
木
挽
方
小
遣
二
付
置
事

　
　
渡

シ
物
覚

手
桶
　
　
　
　
壱
ツ

　
（
瓶
）

土

ビ
ン
　
　
　
壱
ツ

ス

ヤ
キ
フ
ロ
　
壱
ツ

ス

ヤ
キ
火
鉢
　
弐
ツ

右
別
火
也

　
　
渡
シ
切
道
具
ノ
覚

荒
コ
モ
　
　
　
壱
枚

薄
縁
　
　
　
　
壱
枚

莚
　
　
　
　
　
壱
枚

渋
椀
　
　
　
　
壱
具

　
但
シ
三
ツ
椀
也

木
皿
　
　
　
　
一

板
打
敷

茶
碗

キ
セ
ル

（煙
草
）

多
葉
粉

一一壱
本

壱
両

　

右
之
通
大
工
両
人
・
木
挽
壱
人
江
渡
シ
切
也

一
、

大

工
・
木
挽
春
日
座
λ
外
不
可
事

　

但
片
座
下
行
米
壱
石
両
座
分
二
石
也
、
木
挽

　
下
行
米
三
斗
也

、
当
日
表
方
献
立
ノ
事

　
　

献
立

　
　

大
根

　
　
人
参

あ
へ
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
若
チ
サ

　
　
　
椎
茸
　
　
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
此
葉
と
う
ふ

チ

ヤ

ツ

　
　
　
　
く
り

　
　
　
　
生
か

　
　
　
　
青
身

　
　
　
白
あ
へ
　
　
飯

　
　
　
　
こ
う
茸

チ

ヤ
ツ

　
　
　
　
ゆ
り
ね

　
　
香
も
の

　
　
　
　
　
（
湯
葉
）

　
　
　
　
上
ケ
ゆ
は

春
寒
　
　
長
い
も

　
　
　
　
松
茸

　
　
　
（
麩
）

　
　
　
　
ふ

　
　
　
　
草
た
け

　
　
　
　
小
鳥

茶
碗
む
し
皮
牛
房

　
　
　
　
く
り

　
　
　
　
ゆ
り
ね

　
　
　
　
青
み
セ
リ

　
　
　
　
　
（
銚
子
）

中
酒
　
　
塗
チ
ャ
ウ
シ
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湯
葉

　

肴
‥
一
二
種
　
く
わ
ゐ

　
　
　
　
　
人
参

　

但
シ
重
箱
ニ
テ
片
ノ
足
打
乗
セ
ル

　
　

弐
献
目

　

吸
も
の

　

神
酒
井
洗
米

　
　

三
献
目

　

平
汐

　
　
　
ま
ん
ち
う

引
菓
子
み
か
ん

　
　
　
こ
ん
ふ

一

、
中
酒
初
献
相
済
二
献
目
ノ
間
二
神
酒
洗
米

　

差

出
ス
、
右
者
棟
梁
・
還
頭
・
頭
人
、
夫
λ
上
λ
次
第

　

二

末
迄
イ
タ
・
リ
、
尤
服
者
不
可
事

一
、

今
日
料
理
方
板
元
惣
奉
行
二
申
付
也
、
尤
外

　

二

板
先
壱
人
雇
置
事

一
、

釜
屋
壱
人
、
屋
根
壱
人
手
伝
二
参
ル
也

一
、

祈
祷
相
済
昼
後
釜
屋
シ
メ
抗
ル
也
、
尤
モ
門

　

ノ
大
シ
メ
・
御
幣
ノ
長
シ
メ
也
、
惣
奉
行
へ
遣
ス
小
シ

　

メ
共
以
上
三
ツ
推
ル
也
、
わ
ら
三
束
前
辺
二
用
意
致

　

シ
置
事
、
尤
手
伝
二
日
雇
方
一
人
釜
屋
方
へ
遣

　

ス

事

一
、

一
山
方
道
具
借
用
之
儀
、
追
而
借
用
師
λ
御
頼

　

可
申
上
候
間
借
用
被
仰
付
ル
様
、
障
ル
ニ
頭
人
頼
二

　

可
参
ル
事

一
、

公
物
方
借
用
物
同
断
別
会
伍
師
へ
兼
而
頼

11
月
弼
日

11
月
中
旬

置
事
也
、
借
用
状
案
文
奥
二
記
ス

　
　
　
公
物
方
借
用
物
覚

一
、

金
屏
風

一
、

大
台
子

一

、
弐
間
床

一
、

壱
間
床

一
、

役
井
門
柱

一
、

番
所

一
、

水
留
大
桶

壱壱二二三九壱
ツツツ本脚脚通

　

右
外
馬
長
方
委
細
ハ
奥
二
記
ス
也
、
何
こ
て
も
入

　

用
物
借
り
状
二
而
借
用
之
事

一

、
御
幣
串
塗
足
ハ
頭
坊
出
入
之
塗
屋
へ
申
付
ル

　

事
、
他
へ
出
ぬ
る
事
不
叶
事

、

同
月
七
・
八
日
頃
λ
御
幣
串
ヌ
リ
ニ
参
ル
、
玄
蔵
二
塗
師

　

鉢
大
小
四

ツ

借

シ
御
依
頼
置
、
右
者
廿
六
日
田
楽
両
座

　
　
へ
献
入
シ
遣
ス
入
物
ノ
用
也
、
尤
塗
師
屋
へ
渡
物
ノ
覚

一

、
莚

一
、

小
竹

一
、

ふ
き
ん

一
、

ス

ヤ
キ
火
鉢

一
、

マ
ナ
板

一

、
半
紙

弐二壱二拾拾
帖　　　本枚

　

右
之
通
相
渡
ス
也

、
同
月
中
旬
二
楽
頭
定
ル
ト
交
合
名
ヲ
別
会
五

　

師
へ
頭
屋
λ
侍
羽
織
袴
二
而
為
持
遣
ス
事
無

　

失
念
様
可
聞
付
事
、
書
様
者
奥
二
記
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
○
ナ
ト
へ
相
談
ノ
学
侶
会
合
可
有
沙
汰
職
中

一
、

同
中
旬
二
吉
日
次
第
内
、
職
中
○
ナ
ト
へ
沙
汰
ノ
衆
供
目
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代
ハ
別
廻
章
、
法
用
僧
ハ
別
廻
章
ヘ
ハ
不
叶
、
内
衆

　

廻
章
一
腹
法
印
ヨ
リ
末
新
入
迄
呼
、
頭
人
分
別
次

　

第
五
十
人
モ
六
十
人
モ
呼
、
饗
食
ナ
ト
モ
入
、
自
然
頭
人

　

ト
ラ
サ
レ
ハ
内
ノ
廻
章
ノ
ロ
ニ
自
然
御
音
信
堅
被
下

　

間
敷
候
ト
可
書
、
職
中
別
廻
章
ノ
方
ニ
ハ
不
書

　

膓
分
ハ
出
仕
不
叶
、
承
仕
唐
院
新
坊
ノ
奉
行
四

　

人
廻
章
二
而
振
舞
、
寺
僧
同
』
9
0
ニ
モ
テ
ナ
ス
、
扱
振

　

舞
ハ
ニ
ノ
膳
・
三
ノ
膳
・
四
膳
マ
テ
沙
汰
ス
、
イ
カ
ホ
ト
其
膳

　

揖
ス
、
芸
能
モ
有
之
、
何
レ
モ
頭
人
次
第
頭
屋
ニ
ヨ
ル
、

　

定
事
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
サ
レ
ト
モ
中
段
後
段
ハ
有
無

　

二

有
之
事

　
　
　

右
之
通
会
合
其
沙
汰
在
之
候
得
共
近
年
ハ

　
　
　

略
之
、
依
会
合
料
ト
シ
テ
金
五
両
公
物
唐

　
　
　

院
へ
差
出
ス
事
、
乍
併
為
覚
悟
廻
章
等
奥
二

　
　
　

記
ス

　
　
　

頭
屋
方
用
意
物
覚

一

、
御
幣
掛
絹
　
　
二
巻

　
　
　

此
代

一
、

山
上
詣
　
　
　
三
疋

　
　
　

此
代

一
、

白
五
條
　
　
　
三
條

　
　
　

此
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
頭
）

　
　

但
内
二
條
者
御
児
ク
ワ
ト
ウ
方

　
　

壱
條
ハ
当
人
ノ
用

一
、

御
児
長
絹
紐
　
二
掛

　
　
　

此
代

一

、
晒
布
　
　
　
　
四
疋

　
　

但

し
六
丈
物
ナ
ラ
バ
三
疋
也

一
、

御
児
足
袋
　
　
二
足

　
　

但
赤
紐

　
　
　

此
外
馬
長
用
意
物
奥
二
記
ス

、
ト
ン
ボ
ウ
　
　
ニ
百
本
斗

　

但
シ
重
銀
二
朱
也
、
金
百
本
・
銀
百
本
凡
二
百
本
斗

　

也
、
上
ハ
紙
金
下
赤
紙
二
枚
也
、
幅
三
分
三
ツ
折
九
分

　

長
サ

ニ
寸
五
分
也

　

如
左
　　　　承

一
、

大
串
柿
　
　
　
五
抱

　

右
者
前
辺
柿
ノ
有
時
分
二
申
付
置
也
、
尤
寸

　

方
ハ
奥
二
印
シ
有
之

、
ム
カ
コ
ザ
シ
　
百
本
斗

　

右
ハ
豆
腐
ヲ
ニ
分
四
方
程
ノ
キ
リ
コ
ニ
切
テ
竹
ノ
串

　
　
ニ
サ
シ
置
也
、
前
辺
六
月
時
分
二
搭
置
事

　
　
　
　

惣
奉
行
λ
調
進
物
覚

、
大
盛
菓
子
　
　
二
答

　
　

但
足
二
重
く
り
右
ハ
両
門
様
献
上
也

一
、

中
盛
菓
子
　
　
壱
答

　
　

但
奉
行
所
江
相
送
リ

一
、

盛
菓
子
小
折
　
時
之
人
数

　
　

但
足
折
一
山
方

一
、

同
足
ナ
シ
　
　
廿
六
答

　
　

但

田
楽
方

一
、

亀
笠
　
　
　
　
時
之
人
数

　

右
ハ
両
門
様
献
上
井
一
山
方
尤
頭
屋
以
上
斗
也
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尤
盛
立
高
サ
五
服
二
而
二
尺
壱
寸
也

、
積
交
　
　
　
　
時
之
人
数

　
　
右
奉
行
所
井
一
山
頭
屋
以
下
之
衆
斗
也

　
　
盛
立
高
サ
六
服
二
而
壱
尺
五
寸
也

、
鳳
形
井
桔
梗
形

　
　
右
ハ
惣
奉
行
λ
吉
野
紙
前
辺
二
受
取

　
　
乗
ル
、
但
吉
野
紙
三
帖
相
渡
也

　
　
　
　
請
取
物
渡
覚

一
、

香
入
　
　
　
　
弐
百
五
十
斗

　
　
右
者
西
屋
清
治
郎
へ
申
付
、
是
ハ
清
治
郎
キ

　
　
ハ
マ
リ
タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
勝
手
知
リ
タ
ル
故
申
付
也

　
　
但
下
行
米
白
米
壱
斗
六
升
遣
ス
事

一

、
盃
台

　

右
者
両

門
様
井
頭
屋
ノ
児
両
人
・
一
山
一
膓
法

　

印
・
読
師
中
ハ
五
ツ
人
形
也
、
其
外
奉
行
所

　
　
井
一
山
方
三
ツ
人
形
也
、
時
之
人
数
通
申
付
ル
也

　
　
（
千
切
）

一

、
チ
キ
リ
　
　
　
　
弐
膳

　
　

但
代
三
十
目
之
請
取
也

、

木
色
　
　
　
　
　
弐
膳

　
　

右
ハ
廿
六
日
中
門
対
屋
出
ス
用
也

一

、
ツ
ラ
ノ
笠

　
　

但

シ
代
三
十
匁
ノ
請
取
也

　
　
　
　
（
彩
色
）

一
、

楽
器
サ
イ
シ
キ

　
　

但
下
行
米

一
、

御
幣
傘
　
　
　
　
　
二
本

一
、

金
入

誓

　
　
　
　
　
二
筋

　

右
ハ
御
児
用
代
二
匁

一
、

田
楽
扇
子
　
　
　
　
三
十
本

　
　

内
二
本
ハ
金
ノ
丸
、
二
本
ハ
銀
ノ
丸
、
金
ノ
丸
ハ
地
赤
、
銀

　
　
　
ノ
丸
ハ
地
此
色
也
、
残
二
十
六
本
ハ
地
白
二
松
竹
梅

　
　
　
二
鶴
亀
也
、
モ
ヨ
ウ
也
、
右
田
楽
両
座
分

一

、
田
楽
傘
　
　
　
　
　
三
拾
本

　
　

代
六
十
匁
也

一
、

御
児
末
広
　
　
　
　
二
本

　
　

大
折
之
覚

一

、
饅
頭
　
　
　
　
　
　
四
答

一
、

蜜
柑
壱

色
　
　
　
二
答

一
、

積
交
　
　
　
　
　
　
二
答

一
、

キ
ヌ
カ
ツ
キ

　
　

大
折
饅
頭
盛
様
之
事

　
　

饅
頭
中
巻
わ
ら
四
方
江
五
分
ヲ
置
、
土
ヲ
入
其

　
　

上
江
す
り
ぬ
る
を
入
テ
、
四
方
λ
笠
紙
二
而
包
、
但
シ

　
　

壱
合
二
ま
ん
ち
う
弐
拾
五
宛
、
下
二
五
分
土
器
敷
、
串

　
　

二

而
留
ル
、
ま
ん
ち
う
壱
ツ
付
二
分
宛
二
申
付
ル

　
　
　
　
　

同
蜜
柑
盛
様
之
事

　
　

四
方
立
ノ
竹
串
ヲ
立
、
是
ニ
ウ
ガ
ん
拾
弐
さ
し
、
亦
蜜

　
　

柑

ヲ
六
ツ
宛
串
ニ
サ
シ
、
尤
中
江
杉
葉
コ
マ
カ
ニ

　
　

切
入
テ

糸
ニ
テ
シ
メ
ル
、
積
仕
舞
テ
蜜
柑
ノ
葉
ヲ

　
　

サ

シ
コ
ム
、
商
立
御
幣
部
屋
ニ
テ
出
来
ル
也

　
　
　

但
壱
合
二
付
ウ
カ
ン
数
三
百
八
十
九
入
ル
也

　
　
　
　
　

積
交
盛
様
之
事

　
　

下
5
蜜
柑
弐
通
リ
三
段
横
二
六
ツ
並
ヒ
四
方
此

　
　

通

リ
、
但
シ
キ
ヌ
カ
ツ
キ
四
通
リ
ニ
段
様
二
七
ツ
八
ツ
大

　
　

小
有
之
、
四
本
蜜
柑
キ
ヌ
カ
ツ
キ
右
盛
様
二
応
ス
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上
ノ
処
ニ
テ
ミ
カ
ン
十
三
芋
大
小
七
十
種
、
尤
ミ
カ
ン

　
　
　
　
　
　
ノ
処
ハ
蜜
柑
ノ
葉
ヲ
サ
ス
、
串
ノ
所
ハ
杉
葉
ヲ
サ
ス
也

　
　
　
　
　
　

但
壱
答
二
付
蜜
柑
百
入
十
六
、
芋
凡
三
百
五
十
入

　
　
　
　
　
　
　
〆
入
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
キ
ヌ
カ
ヅ
キ
壱
巴
盛
様
之
事

　
　
　
　
　
　
高
サ
横
惣
躰
ミ
カ
ン
一
色
ト
同
断
也
、
四
方
ノ
程
二
芋
大

　
　
　
　
　
　
キ
ナ
ノ
ヲ
揃
、
十
八
・
九
程
亦
横
二
芋
大
小
十
計
差
込
ツ
こ
・
、

　
　
　
　
　
　
上
ル
、
仕
舞
二
杉
葉
指
置
也

　
　
　
　
　
　
右
之
通
リ
前
辺
二
児
供
仕
丁
盛
二
参
ル
事

　
　
　
　
　
　
乍
併
近
年
勝
手
次
第
請
取
也

　
ロ

ー－

月
7
1
日
一
、
同
月
十
七
・
八
日
頃
λ
借
リ
物
師
参
リ
道
具
借
用
之

　
　
　
　
　
事

　
　
　
一
、
同
月
十
七
・
八
日
頃
λ
御
師
神
人
呼
二
遣
シ
来
ル
、
廿
六
日

　
　
　
　
　
御
児
出
迎
之
儀
無
相
違
出
迎
候
様
申
付
ル
、
但
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秘
仏
）

　
　
　
　
　
例
年
治
郎
太
夫
二
而
ヒ
ブ
ツ
借
用
致
候
二
付
借
用
之

　
　
　
　
　
儀
頼
入
ル
也
、
井
廿
四
日
早
朝
絃
ヒ
ネ
リ
三
・
四
人
斗
可

　
　
　
　
　
参
旨
申
付
ル
、
尤
ヒ
ブ
ツ
借
用
致
状
左
二
記
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
一
、
唐
織
　
　
　
　
　
　
　
弐

　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
一
、
摺
薄
　
　
　
　
　
　
　
弐

　
　
　
一
、
腰
明
　
　
　
　
　
　
弐

　
　
　
　
　
　
右
之
通
今
度
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之

　
　
　
　
　
　
儀
、
被
致
勤
仕
候
二
付
借
用
被
申
度
候
間

　
　
　
　
　
　
此
者
へ
御
渡
可
被
下
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
院
内

　
　
　
　
　
　
　
月
日
　
　
　
　
　
　
　
何
某

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
判

　
　
　
　
　
　

坂
木
治
郎
太
夫
殿

　
　
　
　
　
右
之
通
相
認
メ
廿
四
・
五
日
比
二
御
師
向
故
二
遣

　
　
　
　
　
ス
也

11

月
1
7
日
一
、
十
七
日
衆
中
λ
書
状
来
ル
、
頭
屋
指
ハ
頭
坊
出
入

　
　
　
　
　
之
仕
丁
へ
申
付
ル
、
尤
持
参
之
節
吸
物
酒
肴
三
種

　
　
　
　
　
二
而
出
ス
、
相
済
腰
指
ト
シ
テ
青
銅
弐
十
疋
遣
之
、
尤

　
　
　
　
　
衆
中
江
書
状
返
書
認
置
遣
也
、
案
文
奥
二

　
　
　
　
　
記
ス

　
　
　
一
、
児
供
之
儀
仕
丁
頼
二
参
ル
、
但
シ
、
七
・
入
人
斗
申
付
ル
、

　
　
　
　
　
人
心
次
第
何
人
三
ア
モ
不
苦
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

11

月
1
9
日
　
、
十
九
日
明
日
精
進
入
二
付
頭
屋
へ
参
リ
何
テ
篤
与

　
　
　
　
　
相
調
手
伝
申
事

11

月
2
0
日
一
、
廿
日
精
進
入
二
付
近
年
者
一
山
方
之
読
師
・
跡
学

　
　
　
　
　
役
僧
・
頭
屋
・
役
人
・
法
縁
斗
也
、
其
外
頭
屋
之
児

　
　
　
　
　
両
人
井
唐
院
奉
行
祈
祷
之
通
振
舞
事

　
　
　
一
、
一
山
方
廻
章
三
口
已
前
二
出
ス
事
、
但
シ
是
ハ
シ
シ

　
　
　
　
　
会
服
者
有
之
共
無
二
別
廻
請

　
　
　
一
、
御
児
江
モ
使
ヲ
以
申
遣
ス
事

　
　
　
一
、
唐
院
奉
行
方
廻
章
奥
二
記
ス

　
　
　
一
、
シ
メ
大
門
井
惣
奉
行
江
遣
ス
、
前
日
持
置
事

　
　
　
　
　
尤
右
ハ
祈
祷
之
日
釜
屋
推
ル
シ
メ
也

　
　
　
　
、
当
日
昼
後
早
く
頭
屋
へ
参
シ
〆
推
置
事
、
委

　
　
　
　
　
細
ハ
御
幣
記
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仕
切
）

　
　
　
一
、
今
日
一
山
方
座
敷
ハ
客
殿
中
程
ヨ
リ
シ
キ
リ
次

　
　
　
　
　
ノ
間
ト
壱
所
二
致
也
、
尤
表
方
献
立
左
二
記

　
　
　
　
　
　
　
献
立

頭

27



国立歴史民俗博物館研究報告

　第76集　1998年3月

11
月
2
1
日

　
　
　
　
正
月
　
　
　
　
　
ス
マ
シ

チ
ヤ

ツ

　
　
　
　
牛
募
　
　
汁
　
こ
ん
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
椒

　
　
　
　
上
ケ
ゆ
は

平
皿
　
　
山
ノ
芋

　
　
　
　
シ
バ
竹

　
　
引
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
シ
茶
碗
ニ
モ
リ

　
　
　

ニ

ノ
汁
ね
ぶ
か
　
土
器
フ
タ
配
前
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
寸
片
ニ
テ
カ
ヨ
ゥ

　
　
　

茶
碗
　
　
小
鳥

　
　
　
　
　
　
　
水
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
銚
子
）

　
　
　
中
酒
　
塗
て
う
し

　
　
　

肴
三
種
　
但
重
箱
片
木
ノ

　
　
　
　
　
　
　
足
打
二
乗
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ミ
か
ん

　
　
　
引
菓
子
　
ま
ん
ち
う

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ふ

　
　
　
　
以
上

一
、

ニ

ノ
汁
者
肴
部
屋
肴
師
λ
出
ス
也

一

、
夕
飯
モ
相
済
候
而
服
者
井
ハ
ラ
マ
シ
男
明
日
λ
出
入
無

　
　
　
　
　
（
停
）

　

之
様
堅

ク
亭
止
可
致
旨
末
く
ノ
者
共
迄
申
渡

　

ノ
様
惣
奉
行
へ
申
付
ル
事

一
、

廿
一
日
早
朝
市
祓
二
来
ル
、
前
日
二
も
申
遣
シ
置

　

事
、
尤
今
日
λ
廿
七
日
迄
市
毎
日
来
ル
、
頼
飯
等
出
ス

　
事

一

、
市
祓
相
済
大
門
江
シ
メ
張
事

　

但
内
一
文
字
・
外
一
文
字
両
様
二
張
也
、
是
ハ
頭
人

　
心
次
第

一
、

板
本
廻
章
出
事
、
認
メ
様
奥
二
記
ス

一
、

唐
院
奉
行
井
新
坊
承
仕
へ
廿
六
日
奉
行
仮

　
　
　
　
　
リ
屋
所
持
之
義
、
代
官
λ
以
手
紙
頼
遣
ス
事

　
　
　
一
、
釜
屋
ア
メ
シ
マ
キ
抗
へ
参
ル
事

　
　
　
一
、
ア
メ
シ
マ
キ
餅
米
白
米
弐
斗
内
別
火
方
餅
三
升

　
　
　
　
　
斗
取
リ
置
也

　
　
　
一
、
屋
根
屋
、
献
部
屋
推
二
参
ル
事

11

月
2
2
日
一
、
廿
二
日
御
幣
傘
田
楽
傘
井
嶋
台
等
広
縁
へ

　
　
　
　
　
（
飾
）

　
　
　
　
　
カ
サ
ル
事
台
奉
行
之
下
知
也
、
尤
モ
台
奉
行
法

　
　
　
　
　
縁
之
内
前
辺
二
頼
置
事

11

月
2
3
日
一
、
廿
三
日
早
朝
λ
諸
役
人
不
残
相
詰
ル
事

11

月
2
5
日
一
、
廿
五
日
装
束
包
井
馬
場
還
之
廻
章
一
山
相

　
　
　
　
　
胸
ル
事
、
是
レ
ハ
役
僧
之
役
也

　
　
　
一
、
御
児
江
も
使
者
を
以
申
遣
ス
事

　
　
　
一
、
唐
院
奉
行
廻
章
出
ス
事

　
　
　
一
、
廿
五
日
装
束
包
廻
章
斗
使
を
以
相
触
也

　
　
　
一
、
今
日
λ
法
縁
中
詰
衆
被
相
詰
ル
事
、
尤
次
之

　
　
　
　
　
間
へ
銭
箱
・
音
信
帳
井
杉
原
壱
帖
・
硯
箱
等
前

　
　
　
　
　
辺
二
調
へ
置
出
ス
置
事

　
　
　
一
、
昼
後
早
ミ
頭
屋
江
参
リ
御
幣
部
屋
調
置
事

　
　
　
　
　
尤
頼
置
候
御
幣
部
屋
之
衆
何
モ
御
出
也
、
御
幣

　
　
　
　
　
部
屋
調
様
委
細
御
幣
記
二
有
之

　
　
　
　
、
田
楽
両
座
惣
代
両
人
番
届
二
参
而
例
年
之
通
対

　
　
　
　
　
屋
二
お
ゐ
て
悦
酒
差
出
ス
、
尤
惣
奉
行
挨
拶
致

　
　
　
　

事
、
尤
明
日
例
之
通
交
名
持
参
可
致
旨
惣
奉
行

　
　
　
　
　
へ
向
ケ
申
渡
也

　
　
　
一
、
経
師
染
紙
持
参
致
ス
対
屋
へ
通
シ
惣
奉
行

　
　
　
　

出
合
請
取
、
例
之
通
リ
吸
物
三
角
切
豆
腐
肴
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
　

種
二
而
酒
出
ス
也
、
其
節
二
明
日
互
刻
二
不
被
成
様
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早
朝
λ
御
出
可
有
之
旨
、
惣
奉
行
を
以
申
入
置

　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
片
カ
バ
五
・
ク
ツ
マ
キ
弐
枚
・
ト
ン
ホ
壱
枚
・
チ
ヤ
キ
ン
壱
枚

　
　
　
　
　
都
合
五
拾
七
枚

　
　
　
一
、
今
日
二
持
参
二
限
リ
タ
ル
事
ニ
ア
ラ
ス
、
例
年
廿
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
括
）

　
　
　
　
　
日
迄
二
持
参
有
之
事
、
但
し
五
拾
七
枚
ツ
・
ニ
ク
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
二
抱

　
　
　
一
、
御
幣
部
屋
調
候
ハ
・
別
火
師
申
付
、
シ
タ
・
メ
等
相

　
　
　
　
　
済
御
幣
部
屋
火
之
用
心
等
者
勿
論
万
事
二

　
　
　
　
　
心
付
、
尤
今
晩
刻
限
之
儀
例
刻
後
夜
二
何
レ

　
　
　
　
　
モ
案
内
可
致
旨
堅
ク
別
火
師
へ
申
付
ル
事

　
　
　
一
、
同
夜
詣
、
夜
二
頭
屋
λ
迎
来
、
頭
屋
へ
参
リ
別
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裁
）

　
　
　
　
　
シ
タ
・
メ
等
相
済
御
幣
部
屋
二
入
、
御
幣
タ
チ

　
　
　
　
　
始
ル
事
委
細
ハ
御
幣
記
二
有
之

　
　
　
一
、
同
夜
丑
之
刻
λ
荒
神
供
勤
ル
、
尤
廿
四
日
・
五
日
・
六
日

　
　
　
　
　
三
日
之
間
従
僧
之
役
也
、
前
辺
二
従
僧
へ
申
付

　
　
　
　
　
置
事

　
　
　
一
、
御
幣
部
屋
始
ル
ト
役
井
門
二
取
掛
リ
申
度

　
　
　
　
　
旨
惣
奉
行
λ
相
窺
事
、
差
支
等
無
之
候
勝

　
　
　
　
　
手
二
取
掛
リ
可
申
旨
申
付
ル
、
尤
伺
候
ス
パ
下

　
　
　
　
　
知
可
致
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
剥
）

11

月
2
4
日
一
、
廿
四
日
早
朝
心
見
ノ
赤
飯
ヘ
キ
足
打
ニ
ノ
セ
市
ノ

　
　
　
　
　
俄
悔
ヲ
サ
シ
、
惣
奉
行
御
幣
部
屋
へ
持

　
　
　
　
　
参
致
事

　
　
　
一
、
早
朝
二
経
師
薄
置
二
参
ル
、
別
火
ニ
テ
シ
タ
・
メ

　
　
　
　
　
等
為
致
候
事

　
　
　
　
　
　

経
師
へ
渡
シ
物
覚

　
　
（
箔
）

一
、

金
薄
　
　
　
五
拾
枚

　
　

両
座
之
時
ハ
片
座
廿
五
枚

一
、

銀
箔
　
　
　
五
拾
枚

　
　
同
断

一

、
筆
　
　
　
　
弐
対

　
　
同
断

一

、
吉
野
紙
　
　
弐
帖

　
　
同
断

　

右
之
通
相
渡
ス
、
尤
近
年
ハ
重
銀
箔
ハ
不
相

　

渡
、
経
師
よ
り
持
参
依
薄
代
拾
六
匁
五
分

　

惣
奉
行
江
向
相
渡
ス
事

、

例
年
今
日
西
大
寺
愛
染
明
王
開
帳
之
儀
、
唐

　

院
主
持
坊
へ
向
頼
遣
ス
事
、
尤
廿
六
日
・
七
日
・
八
日
分

　

捧
物
ト
シ
テ
青
銅
三
拾
疋
書
状
ヲ
添
相
送
ル
事

　

案
文
奥
二
記
ス

、

早
朝
λ
御
師
方
λ
弦
ヒ
ネ
リ
三
・
四
人
斗
来
、
尤
奉

　

行
仮
屋
二
而
絃
推
事

、

一
山
院
ミ
江
明
後
廿
六
・
七
日
両
日
御
出
仕
可
被
下

　

旨
頭
人
頼
二
可
参
事

、

今

日
中
二
例
之
通
奉
行
所
江
警
固
之
儀

　

頼
参
ル
事
大
玄
関
λ
上
リ
使
者
間
へ
通
、
取
次

　

ヲ
以
申
入
、
明
後
廿
六
日
若
宮
祭
礼
田
楽
頭

　

役
之
儀
二
付
、
例
年
之
通
警
固
御
差
出
し
可

　

被
下
候
旨
口
上
二
而
申
入
、
尤
刻
限
相
尋
候
ハ
・
卯

　

之
刻
と
申
置
也
、
頭
人
直
参
可
致
事

一
、

昼
後
入
ツ

時
頃
、
田
楽
新
・
本
両
座
惣
代
交

　

名
持
参
申
、
例
之
通
対
屋
二
て
悦
酒
等
出
し
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挨
拶
等
惣
奉
行
モ
テ
ナ
ス
、
其
節
交
名
カ
ヘ
セ

　
　
ト
申
上
候
、
近
年
者
廿
五
日
交
寸
日
記
ト
壱
所

　
　
ニ
カ
ヘ
シ
遣
ス

一
、

昼
後
御
飯
出
し
是
ハ
明
朝
社
頭
λ
両
社
へ
備

　

進
物
今
日
中
門
迄
出
し
置
事

一

、
御
飯
出
ス
時
職
中
無
之
テ
ハ
不
可
、
壱
人
二
而
モ
御

　

出
仕
有
之
候
ハ
・
御
飯
出
ス
、
尤
職
中
還
頭
・
頭
坊

　

客
殿
へ
出
仕
有
之
事

　
　

但
し
頭
坊
ハ
素
絹
也

　

右
御
飯
出
ス
時
ハ
惣
奉
行
幣
ヲ
持
先
へ
出
、
中

　

門
三
ア
其
幣
ヲ
御
飯
二
差
置
事

一

、
御
飯
出
し
相
済
ト
其
侭
献
方
λ
広
縁
へ
献
之

　

次
第
書
付
丼
諸
役
人
之
書
付
帳
事

　

右
書
付
前
辺
二
認
メ
置
献
方
へ
相
渡
置
事
、
書

　

様
奥
二
記
ス

一
、

悉
相
済
職
中
井
還
頭
人
其
外
結
衆
不

　

残
客
殿
二
而
夕
飯
出
ス
事

　
　
　

献
　
立

　
　

み
か
ん
　
　
大
こ
ん

　
チ

ヤ
ツ
槍
椎
茸
　
汁
詩
㍉

　
　
　
　
　
　
（紅
謬

　
　
　
　
　
　
し
た
し
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯

　
チ
ヤ
ツ

　
　
　
　
　
　
人
参

　
　
　
　
　
　

香
も
の

　
引
而

　
　
　
　
　
　
　
長
い
も

　
　
　
三
ツ
目
　
水
な

　
　
　
　
　
　
　
つ
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
唐
か
ら
し
み
そ

　
　
　
三
ツ
目

　
　
　
　
　
　
　
風
呂
ふ
き
大
こ
ん

　
　
　
　
　
　
中
酒
ぬ
り
て
う
し

　
　
　
　

　
　
宝
物
　
両
側
ー

　
　
　
　
　
　
肴
三
種
　
見
合

　
　
　
　
　
　
但
重
箱
片
木
足
打
ニ
ノ
セ
ル

　
　
　
一
、
御
幣
部
屋
方
相
済
前
夜
通
火
之
用
心
井

　
　
　
　
　
刻
限
等
別
火
師
江
申
付
事
、
委
細
者
御
幣
記
二

　
　
　
　
　
有
之

　
　
　
一
、
同
夜
後
夜
二
頭
屋
λ
迎
二
来
御
幣
部
屋
之

　
　
　
　
　
次
第
前
夜
之
通
委
細
者
御
幣
記
二
有
之

11

月
2
5
日
一
、
廿
五
日
早
朝
社
頭
へ
備
進
物
左
之
通

　
　
　
一
、
御
飯
　
壱
　
一
、
吉
酒
　
五
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
ハ
斗
渡
し
也

　
　
　
　
　
　
但
し
赤
飯
壱
石
也

　
　
　
一
、
蜜
柑
　
百
　
一
、
ノ
ウ
レ
ン
昆
布
　
五
東

　
　
　
一
、
大
串
柿
三
わ

　
　
　
　
　

但
し
長
串
四
尺
五
寸
柿
真
中
二
六
ツ
、
両
ハ
シ
ニ
弐
ツ

　
　
　
　
　

宛
五
把
ニ
テ
五
十
本
也

　
　
　
　
　
　

右
者
大
宮
方

　
　
　
一
、
御
飯
　
壱
　
　
一
、
吉
酒
　
弐
斗

　
　
　
　
　

但
し
赤
飯
五
斗
入
　
前
同
断

　
　
　
一
、
蜜
柑
　
五
拾
　
一
、
ノ
ウ
レ
ン
昆
布
　
三
束

　
　
　
一
、
大
串
柿
　
弐
把

　
　
　
　
　

但
し
寸
法
大
宮
方
同
断

　
　
　
　

右
之
通

リ
両
社
へ
備
進
、
大
宮
方
ハ
三
方
神
人

　
　
　
　

江
書
状
付
候
也
、
若
宮
方
拝
殿
惣
ノ
市
江
付
ル

　
　
　
　

也
、
右
書
状
ハ
升
二
挟
、
例
年
献
方
持
参
可
致
事
書

　
　
　
　

状
認
メ
様
奥
二
記
ス
、
尤
早
朝
二
備
進
ス
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両
御
門
主
献
上
物

一

、
御
杉
重
　
壱
組

　
　
　
　

但
笠
弐
重

ク
リ

　
　
　
　
　
水
仙
五
枚

　

壱
重
目

　
　
　
　
　
煎
慈
仙
五

　
　
　
　

但
杉
葉
敷
也

　
　
　
　
　
　
　
（
素
麺
力
）

　

弐
重
目
　
切
ツ
ウ
メ
ン

　
　
　
　

但
重
ノ
隅
二
切
ツ
メ
ル
、
長
百
目
ナ
ラ
バ
五
把
ツ
・

　
　
　
　

六
十
目
ナ
ラ
バ
五
把
ツ
・

　

三

重
目
赤
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敷
）

　
　
　
　

但
南
天
シ
ク

一

、
御
盃
台
　
　
壱
膳

　
　

但
五
ツ
人
形
也

一

、
亀
笠
小
折
　
壱
答

一

、
大
盛
菓
子
　
壱
答

一
、

御
樽
　
　
　
壱
荷

　

右
之
通
両

門
様
献
上
、
尤
新
御
所
有
之
時
ハ
今

　

壱
通

リ
献
上
、
一
門
様
方
御
盃
台
之
器

　

金
壱
枚
、
大
門
様
ハ
重
銀
二
枚
、
右
器
奉
書
二
而

　

包
、
使
者
ヲ
以
献
上
也
、
尤
使
者
ハ
奏
者
之
内

　

申
付
ル
、
書
状
案
文
奥
二
記
ス

、

両
門
様
御
次
之
衆
江
八
寸
重
箱
壱
重
、
御
番
堺

　

重
二
而
一
重
相
送
ル
、
尤
是
ハ
頭
人
御
門
家
方

　

斗
リ
也
、
他
門
ハ
不
入
ス
也

　
　
　

奉
行
所
方
送
リ
物

一

、
杉
重
　
一
組
　
一
、
盃
台
　
一
膳

　

但
壱
重
く
り
足
　
　
タ
・
シ
一
ニ
ツ
人
形

　
　

盛
様
両
門
同
断

一
、

積
交
　
小
折
一
答
　
一
、
盛
菓
子
中
折
　
一
答

一
、

指
樽
　
一
荷

　

右
之
通
使
者
奏
者
ヲ
以
相
送
ル
、
目
録
添
案

　

奥
二
記
ス

　
　
　
　

院
家
方

一
、

重
箱
二
而
献
上
之
通

　
　
　
　
　
水
セ
ン
五

　

上
一
重

　
　
　
　
　
上
ケ
豆
腐
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
把
）

　

中
壱
重
　
切
ソ
ウ
メ
ン
五
ワ

　

下
壱
重
　
赤
飯

　

外

　

壱
重
菓
子
　
昆
布
二

　
　
　
　
　
　
松
風
壱

　
　
　
　
　
　
ほ
う
ろ
く
壱

　
　
　
　
　
　
ま
ん
十

　
　
　
　
　
　
ミ
か
ん
壱

　
　

錫
　
壱
対

右
之
通
重
箱
四
重
入
レ
台
ニ
ノ
セ
相
送
ル
、
尤
無
住

ナ
ラ
バ
不
入
、
児
躰
等
も
有
之
候
ハ
・
相
送
ル
事

　
　
　
　
　

唐
院
住
持
坊
方

　

壱
献
　
　
　
　
　
壱
通
リ

　
　

是
ハ
一
山
客
殿
江
遣
ス
通
リ
也
、
外
二
長
柄
て
う
し

　
　

ひ

さ
げ
共
書
状
案
文
奥
二
記
ス

一
、

一
山
一
鵬
法
印
斗
リ
ハ
今
日
御
出
仕
相
見
合
、
御
出

　

仕
無
之
候
ハ
・
一
献
壱
通
リ
相
送
ル
事
唐
院
同

　

時
、
尤
書
状
無
之

、

一
山
井
出
入
方
祝
儀
来
ル
方
へ
重
贈
リ
可
致
事
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一
、

楽
頭
幣
持
参
ス
ル
、
半
紙
半
帖
わ
ら
し
代
弐
百

　

文
惣
奉
行
へ
向
相
渡
ス
、
右
者
元
入
心
ノ
也

一
、

中
番
掃
除
者
共
門
番
・
観
音
鐘
ツ
キ
今
日
λ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捏
）

　

廿
七
日
迄
三
ケ
日
之
間
昼
飯
支
度
二
参
ル
、
毎
日
ツ
ク

　

ネ
壱
ツ
宛
遣
ス
事

　
　
　

惣
奉
行
江
之
送
物

一
、

酒
　
　
　
弐
升

　
　

但
樽
入

一
、

切
素
麺
　
五
把

一
、

赤
飯
　
　
壱
重

　
　
　

但
堺
重
二
而

一
、

菓
子
　
ま
ん
ち
う

　
　
　
　
小
落
か
ん

　
　
　
　
ミ
カ
ん

　
　
　
　
め
か
し
ね

　
　
　
　
こ
ん
ふ

　

右
之
通
元

〆
λ
惣
奉
行
宅
江
持
セ
遣
ス

一
、

両
御
門
主
様
λ
御
使
者
被
下
次
ノ
間
江
通
シ
何

　

之
通
壱
献
壱
通

リ
遣
ス
、
尤
挨
拶
等
結
衆
之
内
二
而

　

致
候
也
、
下
部
江
モ
玄
関
二
而
酒
出
ス
、
跡
二
而
ツ
ク
ネ

　

壱
ツ

宛
遣
ス

事

一
、

院
家
λ
使
者
来
ル
、
是
ハ
対
屋
二
而
三
角
切
吸
物

　

肴
三
種
二
而
出
ス
、
尤
挨
拶
等
奏
者
二
申
付
ル
事

一
、

御
幣
出
来
次
第
安
置
ス
、
委
細
者
御
幣
記
二
有
之

　

事

一
、

客
殿
妻
戸
ロ

ミ
ス
ノ
両
方
江
御
幣
紙
三
ア
ミ
ス

　

ク
・
リ
上
ル
ビ
モ
付
テ
置
也
、
是
ハ
廿
六
・
七
日
御
幣
出

　
　
　
（
御
簾
）

　

ス

時
ミ
ス
ヲ
ク
・
リ
上
ル
タ
メ
也

一

、
白
布

一

、
杉
原

一
、

杉
原

一
、

杉
原

今

日
入
用
物
覚

、

田
楽
装
束
・
長
持
弐
指
、

、

ツ
ラ
ノ
笠
、
但
田
楽
両
座
分

、

扇
子

、

高
足

、

足
駄

、

太
鼓

、
同
援

、

ヘ
ン

サ
・
ラ

　
　
　
　
　
御
児
方

、

ア

カ
メ

、

同
サ
ケ
帯

、

長

絹
但
し
紐
井
ボ
タ
ン
赤
也

、

裏
頭
袈
裟

、

金
末
広

、

入
醤

ノ
金
紙

、

同
金
銀
水
引
右
入
書
用

、

足
袋
但
赤
紐
也

但

し
六
丈
物
ナ
ラ
バ
三
疋
壱
丈
四
尺
　
　
四
疋

尤
奈
良
晒
幅
二
而
キ
ハ
ム
ル
事

是
ハ
大
宮
若
宮
ヒ
サ
ツ
キ
用
　
　
　
四
帖

是
ハ
廿
六
日
社
頭
二
而
田
楽
二
給
ル
弐
帖

田
楽
鼻
紙
用
但
し
壱
人
分
六
枚
　
　
　
　
四
帖

ツ

・
両
座
分
廿
六
折
遣
ス

　
　
　
　
　
　
　
右
ハ
前
辺
二
改
置
事

　
右
者
御
児
方
今
日
勝
手
二
雇
僧
江
渡
し

　
置
事

　
　
　
　
　
白
布
立
様
之
事

、
ヒ
サ
ツ
キ

弐
拾
四

三
十

本

四

本
弐
足

弐
拾
弐
十

本

拾
弐弐百弐弐弐弐弐弐

足把枚本條具筋具
三
丈
宛
四
ツ
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是
ハ
大
宮
弐
ツ
、
若
宮
へ
弐
ツ
、
廿
六
日
社
頭
江
上
ル
用

一

、
高
足
布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
丈
五
尺
四
ツ

　
　

但
シ
田
楽
方
両
座
分

一

、
手
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
尺
五
寸
四
ツ

　
　

右
者

田
楽
方
両
座
廿
六
・
七
日
両
日
御
幣
遣
ス
時
之
用
也

一

、
鉢
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
尺
宛
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
（
肩
）

　
　

是
ハ
御
児
カ
タ
車
廿
六
・
七
日
両
日
分
用

　

右
者
不
残
奈
良
晒
ニ
テ
可
極
事
、
依
而
立
ハ
ツ
シ
ノ
判

　

ノ
有
之
所
ヲ
不
失
様
致
置
事
、
自
然
故
障
有
之
時

　

奈
良
晒
ト
申
讃
拠
タ
メ
也

　
　
　
　

惣
奉
行
江
今
日
渡
物
左
之
通

一
、

ヒ
サ
ツ
キ
布
三
丈
宛

一
、

御
児
カ
タ
車
鉢
巻
四
尺
宛

一
、

手
拭
壱
尺
五
寸
宛

一
、

杉
原

一
、

杉
原

　
　

右
者
田
楽
二
給
ル
也

　

右
之
通
今
日
中
二
相
渡
ス
事

弐四四四四
帖帖ツツツ
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客
殿
懸
様
之
事

　／一
／同：

役頭
役

“1）－
　　4
謙 寸
　卍」

〇

四
枚

○
〃

○
〃

〇
四
枚

○
〃

○
〃

色
絹
出
腰
札衣

帯
扇
子

刀

王
扇
子

　
拾
五

　
拾
三

　
拾
三

　
弐
筋

拾
五
本

　
弐
本

但
金

ノ
丸
ア
リ
拾
五

鼻
紙
鼻
紙

但
金
丸
ア
リ
　
拾
五

刀
王

扇
子
　
　
二
本

包出札衣扇
絹腰　帯子

拾
五
本

　
弐
筋

　
拾
三

　
拾
三

　
拾
三

楽
頭
幣
持

袴
　
　
袴

袴
　
　
袴

楽
頭
幣
持

一
嶋
笛
平
・
…
…

指
貫
…
…
…
・
…

単
帷
…
・
…
…
…

強
帷
…
…
…
…
・

平

ノ
頭
上
絹
十
｝

笛
頭
上
絹
壱
筋

タ
ス
キ
弐
筋

カ
ナ
ゴ
シ
一
ツ

　
　
（
ゴ
）

カ
ナ
コ
シ
一
ツ

タ
ス
キ
弐
筋

笛
頭
上
絹
壱
筋

平

ノ
頭
同
十
二

強
帷
…
…
：

単
帷
…
…
：

指
貫
…
…
…

一
鵬
笛
平
・
・

：
…
平
水
干
十
二
笛
・
水
干
一
ツ

・

・

…
同
断

…
：
金
ノ
丸
六
ツ
・
平
七
具

…
：
十
三
具

一

座
鋪
二
向
テ
如
此
右
ハ
本
座
、

左

ハ
新
座

カ
サ
リ
様
何
レ
モ

同
前
装
束
タ
・
ミ
様
左
右
ダ

キ
合
セ
ス
ル
也
、
単
帷
金
ノ

丸
ハ
左
右
カ
マ
ワ
ズ
上
江
十

九
様
ニ
ス
ヘ
キ
也

…
・
…
十
三
具

…
・
…
金
ノ
丸
六
ツ
・
平
七
具

…
…
同
断

…
…
・
平
水
干
十
二
笛
・
水
干
壱
ツ
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中
門
カ
サ
リ
様
ノ
事

一
、

高
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
本

　
　

但
シ
両
座
分
也
、
尤
布
結
付
置
也
、
結
付
様
ハ
壱
丈
五
尺

　
　

ノ
布
ヲ
ニ
ツ
取
テ
ム
ス
ヒ
付
ル
也
、
両
方
ノ
ア
マ
リ
ヲ
ヨ
コ
ニ
ノ

　
　

置
也
、
右
片
座
斗
ナ
ラ
バ
左
斗
リ
ニ
置
也
、
乍
去
家
ノ
脇
手
ニ
ヨ
ル

　
　
也

一
、

足
駄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
足

　
　

但
両
座
分
也

　
太
鼓

一
、

　
　

但
唐
皮
両
座
分
也
、
ド
ウ
共

　

同
援

一
、

　
　

但
両
座
分
也
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
本

、

ベ

ン
サ
・
ラ
キ
　
　
　
　
　
　
　
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
（
妻
戸
）

　
　

如
左
客
殿
ノ
ツ
マ
ト
ロ
λ
カ
サ
リ
置
也

　

廿
五
日
之
貝
時
分
二
田
楽
両
座
来
、
役
井
門
λ
対

一
、

　

屋
へ
出
仕
ス
、
次
二
交
寸
日
記
惣
奉
行
江
向
金
中
啓
ニ

　

ノ
セ
相
渡
ス
、
尤
昨
日
之
交
名
愛
ニ
テ
壱
所
二
返
シ
遣

　

ス
、
其
後
田
楽
四
・
五
人
斗
リ
客
殿
江
入
テ
装
束
拝

　

見
別
儀
無
之
、
祝
着
申
候
得
者
、
惣
田
楽
伺
公
λ
装

　

束
包
之
本
ノ
対
屋
江
帰
ル
、
其
後
長
持
所
出
し
装

　

束
次
第
二
入
置
、
其
侭
次
ノ
間
二
入
置
事

　

田
楽
装
束
包
仕
舞
候
ハ
・
対
屋
二
而
一
献
惣
奉
行

一
、

　

モ
テ

ナ
ス
、
対
屋
金
屏
風
者
不
成
、
依
而
田
楽
広
縁
へ

　

出
仕
致
候
ハ
・
右
金
屏
風
ハ
シ
壱
枚
折
カ
ヘ
シ
置
也

　

尤
田
楽
一
献
方
一
山
方
寺
僧
同
前
二
出
ス
、
三
献
相
済

　

候
ハ
・
盛
菓
子
壱
ツ
遣
ス
、
但
シ
笠
無
之
也
、
下
部
共

　

江
も
ツ
ク
ネ
一
ツ
宛
遣
ス
、
何
テ
相
済
役
井
門
λ
退

　

出
致
ス
也
、
交
寸
日
記
奥
二
記
ス

一
、

今
日
λ
廿
七
日
迄
表
方
挨
拶
等
亭
主
バ
カ
マ
ハ
ス

　

雇
僧
之
手
配
、
尤
頭
人
装
束
今
日
斗
リ
素
絹

　
也

一
、

配
膳
小
性
今
日
者
何
モ
素
袴
也
、
明
日
明
後
日

　

両

日
者
直
置
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
）

一
、

午
之
貝
一
山
寺
僧
衆
御
出
有
之
、
互
刻
二
相
成
候

　
　
ハ
・
何
モ
被
催
促
致
ス
、
右
等
者
雇
僧
之
役
也

　

献
之
時
表
方
加
行
以
上
者
客
殿
、
白
衣
之
衆

　

者
何
レ
モ
対
屋
、
尤
客
殿
方
之
挨
拶
雇
僧

　

対
之
屋
方
ハ
御
幣
出
之
役
也

、

山
何
モ
揃
之
上
献
出
ス
也
、
此
時
雇
僧
両
人
客
殿

　

下
座
広
縁
二
付
居
也
、
尤
献
立
方
ハ
惣
奉
行
へ

　

下
知
可
致
事

　
　

初
献
　
献
土
器

ホ
ウ
ヲ
形
弐

ム

カ
ゴ
　
　
　
雑
煎

ホ
ウ
六
本
牛
募

　
　
　
カ
　

手
壱
盆
　
回

香鋼
浅
草
苔

蓮
根
　
五
本

大
根
芋焼
豆
腐

赤
飯

汁
徳
　
ち
ゃ
う
し
ク
ハ
ユ

肴
　
人
参
但
重
箱
片
木
足
打

弐
献
目
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桔
梗
力
．
フ
シ
外
。
土
器

　
　
　
　
壱
枚
ソ
ウ
メ
ン

　
　
　
素
麺

同
梅
干
　
　
　
サ
ウ
メ
ン

汁
徳

チ

ウ
シ
ヤ
ク

　
　
　
但
シ
カ
ラ
シ

引
添
　
昆
布
三
切
小
角

　
打
て
う
じ
ク
ハ
ユ

肴
　
　
里
い
も

　
同
断

三

献
目桔

梗
晶
シ

中
置
椎
茸
三

ム
キ
ク
ル
ミ

水
仙
　
置

同
キ
カ
ワ
　
煎
慈
仙
三

　
　

打
て
う
し
ク
ワ
ユ

　
　

肴
　
牛
募

　
　
　
　
　

同
断

一
、

右
之
通
出
ス
也
、
右
一
献
目
々
々
々
目
上
λ
次
第
挨
拶
致

　

ス

也
、
尤
三
献
相
済
盛
菓
子
引
替
此
時
小
折
足
打

　

上

λ
末
迄
引
候
、
其
侭
中
門
江
直
シ
置
也
、
是
ハ
台

　
　
　
　
（
カ
）

　

奉
行
之
役
也
、
尤
中
門
二
而
何
レ
モ
皆
二
札
ヲ

　

付
奏
者
二
而
院
、
江
相
送
ル
事

一

、
対
屋
方
献
出
様
客
殿
江
同
前
、
初
献
之
時
ハ
盃

　

献
土
器

三
ア
ハ
無
之
、
五
分
カ
ハ
ラ
ケ
右
盃
チ
ゴ
ウ
汁

　

也
、
其
外
同
前
、
客
殿
方
初
献
相
済
ヲ
相
見
、
対

　

屋

初
献
出
ス
也
、
尤
一
献
目
ー
二
挨
拶
御
幣
出

　

し
役
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
）

一
、

例
年
今
日
六
方
集
会
二
付
互
刻
二
相
成
候
ハ
・
次
ノ

　

間
ニ
テ
献
出
ス
、
尤
挨
拶
等
雇
僧
役
也

一
、

三

献
ト
モ
相
済
不
残
飯
出
ス
、
此
時
ハ
上
λ
末
白

　

衣
之
衆
迄
客
殿
也
、
挨
拶
等
ヤ
ハ
リ
雇
僧
手
配

　
也

　
　
　

献
立

　
　
　
　
し
た
し

　

チ

ヤ
ツ
　
人
参
　
　
　
　
汁
大
根
輪
切

　

チ

ヤ
ツ
　
カ
ラ
シ
ア
エ
　
飯

引
テ

　
　
　
　
　
　
（
蕪
）

　
　

三
ツ

目
か
ふ
ら
葛
引

　
　
　
　
　

香
物
　
　
　
重
引

　
　
　
　
　

中
酒
　
　
　
塗
て
う
し

　
　
　
　
　

宝
ノ
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
ち
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
ヤ

　
　
　
　
　
　
　

菓
子
　
こ
ん
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
ホ
ウ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
か
ん

　
　
　
　
　
　
　

肴
三
種

　
　
　
　
　
　
　
　

但
重
箱
片
木
足
打
二
乗
ル

一
、

夕
飯
相
済
寺
僧
衆
何
レ
モ
退
出

一
、

惣
仮
り
屋
廻
シ
ツ
ク
ネ
一
ツ
宛
中
分
以
下
へ
遣
ス

　

元
〆
方
取
斗
事
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一
、
暮
過
田
楽
新
・
本
両
座
江
米
相
渡
、
尤
玄
関
二

　
　
　
　

而
斗
リ
渡
ス
、
田
楽
座
惣
代
両
人
請
取
二
参
ル

　
　
　
　

右
惣
奉
行
・
頭
屋
・
代
官
立
合
二
而
為
斗
渡
ス
也

　
　
　
　
　
　

米
渡
之
覚

　
　
　
一
、
五
斗
俵
　
十
三
俵
　
一
、
四
斗
俵
　
壱
俵

　
　
　
　
　

右
者
本
座
方

　
　
　
　
、
六
斗
俵
　
十
三
俵
　
一
、
四
斗
俵
　
壱
俵

　
　
　
　
　

右
新
座
方

　
　
　
　
　
但
シ
右
者
会
所
升
也
、
本
升
直
し
両
座
分
都

　
　
　
　
　
合
七
石
五
斗
也
、
乍
併
近
年
ハ
略
之
、
三
俵
斗
リ
会

　
　
　
　
　
　
○
二
而
斗
リ
相
渡
ス
、
会
所
升
正
之
五
合
也
、
右
会
所
升

　
　
　
　
　
所
升
○
者
唐
院
二
在
之

　
　
　
一
、
御
児
入
審
裏
頭
勝
手
二
致
置
事
、
雇
僧
役

　
　
　
　
　
也

　
　
　
一
、
悉
相
済
篤
与
挟
合
致
、
火
之
用
心
等
何
λ
筆
進

　
　
　
　
　
付
申
事
肝
要
也

11

月
2
6
日
　
　
　
　
同
廿
六
日

　
　
　
一
、
朝
七
ツ
過
二
雇
僧
二
頭
屋
へ
被
参
、
奥
間
燭
台
・
火
鉢

　
　
　
　
　
（
煙
草
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肝
）

　
　
　
　
　
多
葉
粉
盆
出
セ
可
被
申
事
干
要
也

　
　
　
　
、
児
御
出
候
ハ
・
雇
僧
客
殿
様
迄
参
リ
役
井
門
λ

　
　
　
　
　
入
レ
、
乗
物
縁
之
上
ヘ
カ
キ
上
サ
セ
手
ヲ
ト
リ
客
殿
上

　
　
　
　
　
座
ヨ
リ
直
二
奥
ノ
間
二
通
シ
可
申
事

　
　
　
一
、
其
侭
別
火
二
茶
可
進
、
但
二
膳
足
打
也
、
雇
僧
心
得
也

　
　
　
一
、
惣
奉
行
二
申
付
供
之
者
支
度
為
致
、
扱
菓
子
部

　
　
　
　
　
屋
へ
申
付
御
児
菓
子
ヲ
進
候
ヘ
キ
雇
僧
役
也

　
　
　
一
、
御
児
足
袋
・
長
絹
・
末
広
入
書
相
渡
可
申
事
、
是
ハ

　
　
　
　
　
今
朝
二
不
限
勝
手
二
渡
し
置
也

　
　
　
　
、
六
ツ
以
前
二
御
児
装
束
サ
セ
長
絹
・
足
袋
余
末
広

　

入
審
ハ
水
引
ニ
テ
ニ
ケ
所
ヲ
結
也
、
左
右
能
見
テ
可
付

　

入
奮
ノ
ユ
ウ
メ
ル
、
ハ
シ
ノ
上
ノ
児
ハ
右
江
、
下
ノ
児
ハ
左
ノ
方

　
　
へ
行
様
可
付
也

一
、

入
書

ノ
下
ヲ
平
モ
ト
イ
・
ニ
テ
ク
・
リ
、
其
上
二
付
ル
也

一

、
雇
僧
モ
装
束
可
致
重
衣
金
中
啓
也
、
白
五
條
ハ

　

不
入
頭
屋
以
上

ナ
ラ
テ
ハ
不
叶
也
、
シ
・
ウ
モ
不
掛
也

一
、

六

ツ
時
分
頭
屋
へ
参
リ
何
角
筆
ヲ
付
今
日
二
諾

　

リ
様
挟
合
可
致
テ
肝
要
也

張
紙一、

廿
六
日
雨
下
二
付
中
門
二
而
田
楽
能
有
之
、
白
衣
衆

　
　
中
広
縁
二
而
南
向
出
仕

　
　
尊
慈
院
還
頭
役
之
節
、
円
明
院
依
所
願
被
申

　
　
ル
事

一
、

六
ツ

時
頃
二
奉
行
所
λ
警
固
来
ル
、
用
人
壱
人
・
与
力

　
　
壱
人
・
同
心
四
人
・
目
付
弐
人
、
其
外
供
者
共
役
井
門

　
　
λ
入
テ
、
用
人
・
与
力
ハ
奉
行
仮
リ
屋
へ
入
ル
也
、
同
心
ハ
何

　
　

レ
モ
前
ノ
床
ノ
上
二
居
也
、
尤
同
心
休
足
之
間
何

　
　
レ
ニ
テ
も
推
置
事
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殿客

広
庭
錺
リ
様

下
タ
ン

（段
）

下
タ
ン

掃
囲
口

　
　
　
　

如
左
錺
リ
置
惣
奉
行
之
手
配
也

　
　
　
　

惣

ノ
客
殿
広
庭
へ
掃
除
不
行
届
時
ハ
惣
奉

　
　
　
　

行
申
付
ケ
掃
除
為
致
候
事

一
、

六

ツ
唱
テ
少
ぺ
寺
僧
衆
御
出
之
、
雇
僧
之
内
客

　

殿

ノ
下
座
ニ
ナ
ヲ
リ
居
ル
也
、
用
向
ア
ラ
バ
仕
丁
ヲ

　

呼
出
し
使
フ
也
、
衆
徒
出
仕
以
前
ニ
ハ
仕
丁
役
井

　

門
ノ
外
二
立
居
ル
也

一

、
仕
丁
ヲ
呼
様
ハ
妻
戸
ロ
ノ
上
座
二
下
座
ノ
方
向
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
膝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
）

　
　
座
シ
、
扇
子
ヲ
下
二
置
、
手
ヲ
ヒ
サ
ノ
上
二
置
テ
、
仕
丁
マ
イ

　
　
レ
ト
呼
也
、
後
ニ
ハ
大
折
・
小
折
ヲ
置
故
上
座
江
不
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
め
ゆ
め
）

　
　
其
時
ニ
ハ
相
向
ニ
ス
ハ
リ
呼
也
、
努
、
手
ヲ
ツ
カ
ヘ
ル
事
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
悟
）

　
　
不
可
有
之
、
尤
雇
僧
之
覚
語
有
之
候
事

一
、

衆
等
出
仕
以
前
ハ
田
楽
江
之
催
促
ハ
惣
奉
行

　
　
よ
り
遣
ス
也
、
仕
丁
三
ア
ハ
無
之
、
惣
奉
行
二
申
付
、
度

　
　
々
田
楽
江
使
ヲ
可
出
事
、
雇
僧
之
手
配
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
カ
）

一
、

早
朝
田
楽
λ
献
請
取
二
参
ル
、
赤
飯
・
雑
煎
、
漆
鉢
ル

　

入
、
酒
瓶
子
入
、
カ
ノ
方
λ
桶
持
参
候
ハ
・
、
切
炭
弐
俵
・
酒

　
　
五
升
・
赤
飯
七
升
余
、
右
之
通
献
方
λ
相
渡
ス
、
尤
又
昼

　

九
ツ

過
二
被
相
渡
、
以
上
両
度
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
揃
）

一
、

法
師
原
宿
坊
江
ソ
ロ
ウ
ト
五
師
・
還
頭
・
頭
役
客
殿
江
出

　

仕
有
之
ヲ
見
テ
、
衆
徒
対
屋
江
出
仕
有
之
ト
、
中
門
白

　

衣
之
衆
対
屋
方
様
く
出
仕
也
、
尤
白
衣
之
衆
三
人
斗
早

　

朝
御
出
在
之
候
様
内
ぺ
頼
置
也
、
但
近
年
御
出
無

　

之
テ

ハ
不
可
、
早
朝
御
出
仕
有
之
様
、
近
所
之
五
師
ヲ

　

頼
置
也
、
衆
徒
出
仕
有
之
ト
仕
丁
モ
内
へ
入
ル
也
、
尤
五
師

　

壱
人

三
ア
モ
御
出
仕
ア
ラ
バ
始
ル
也

一
、

衆
徒
中
門
出
仕
有
之
候
ハ
・
御
児
ヲ
出
ス
、
雇
僧
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
）

　

人
客
殿
λ
屏
風
ヲ
ア
ケ
児
ヲ
可
出
、
壱
人
ハ
奥
之
間

　
　
　
　
　
　
（
小
）

　
　
二
居
テ
児
ノ
少
き
方
λ
不
可
出
、
扱
児
ノ
手
ヲ
引
而
出

　
　
　
　
　
（
烏
帽
子
）

　

テ

児
ノ
エ
モ
シ
ヲ
ナ
ヲ
シ
屏
風
ヲ
客
殿
方
ヨ
リ
仕
舞
、
ソ
レ

　

ヨ
リ
雇
僧
二
人
客
殿
ノ
下
二
着
座
ノ
居
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遅
）

一

、
御
児
出
候
テ
田
楽
出
仕
、
ヲ
ソ
ク
ハ
表
ニ
テ
妻
戸
ロ
ヨ
リ

　

仕
丁

ヲ
呼
何
度
モ
早
ミ
可
進
候
旨
申
遣
ス
、
雇
僧
之

　
心
得
也
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、

田
楽
両
座
共
役
井
門
λ
ス
こ
・
、
直
二
打
入
始
ル
也
、
尤
本

　

座
ハ
前
へ
進
ミ
、
新
座
ハ
後
よ
り
両
座
共
打
入
レ
、
相
済

　

両

側
江
床
木
二
掛
ル
、
其
侭
庭
ノ
献
也
、
此
時
法
師
原

　

両
座
共
上
三
人
斗
リ
、
惣
奉
行
ハ
十
徳
・
白
袴
・
頭
巾

　
　
　
　
　
　
（
帯
刀
）

　

ヲ
着
シ
、
タ
イ
ト
ウ
ニ
テ
役
井
門
二
立
居
ル
也
、
配
膳
法

　

師
原
λ
致
ス
也
、
尤
三
献
也

一
、

庭

ノ
献
相
済
其
侭
装
束
渡
し
也
、
交
名
客
殿

　

妻
戸
ロ
ノ
正
面
江
出
仕
在
之
ト
、
客
殿
縁
江
従
僧

　

モ

出
ル
也
、
尤
客
殿
江
御
出
仕
之
御
衆
中
両
三
人
交
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
紋
）

　

之
後
、
ロ
ヘ
ナ
ヲ
リ
交
名
エ
モ
ン
直
し
袈
裟
之
イ
キ

　

ヲ
カ
エ
シ
懐
中
λ
交
名
出
し
下
二
置
ト
装
束
楽
頭

　

幣
指
λ
田
楽
一
臨
λ
次
第
相
渡
ス
也
、
尤
装
束
出
ス

　

事
本
座
ハ
先
キ
座
敷
末
λ
、
新
座
ハ
後
テ
中
門
ノ

　

方
ヨ
リ
出
ス
也
、
尤
棟
梁
モ
付
テ
行
キ
、
其
年
之
交
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

二

引
合
装
束
出
ス
也
、
小
性
へ
相
渡
ス
小
性
ヨ
リ
従
僧
へ

　

相
渡
ス
也

一
、

装
束
出
ス
時
上
リ
客
殿
ヲ
受
テ
タ
キ
合
ス
ル
様
二

　

左
右
ヲ
能
見
テ
出
ス
也

一
、

従
僧
之
向
様
、
本
座
ノ
時
ハ
座
敷
ノ
末
よ
り
中
門

　

方
へ
向
テ
居
ル
也
、
新
座
ノ
時
ハ
中
門
ノ
縁
角
ヨ
リ

　

客
殿
ノ
方
ヲ
向
テ
居
ル
也
、
尤
包
詣
端
先
江
力
・
ル
様

　
　
二
持
ス
ル
也

一
、

装
束
渡
ス
時
、
一
藺
・
二
腹
迄
相
渡
し
候
所
二
而
笛

　

笠

ヲ
相
渡
ス
ナ
リ
、
亦
上
λ
末
迄
相
渡
候
テ
居
ル
ヘ
シ

　

装
束
請
取
ル
ト
庭
ニ
カ
サ
リ
在
之
、
高
足
・
下
駄
・
傘

　

不
残

田
楽
方
へ
取
ル
也
、
尤
両
座
共
同
シ
事
也

一
、

悉
請
取
ト
田
楽
立
合
祝
言
有
之
、
祝
言
終
テ
其
侭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
簾
）

　
　
雇
僧
λ
中
門
江
ミ
ス
ヲ
可
下
出
旨
申
行
也
、
尤
ミ
ス

　
　
下

ケ
ル
事
白
衣
之
役
也
、
ミ
ス
下
ル
ト
一
献
方
可
致
下

　
　
知
事

一
、

献
ノ
時
ハ
雇
僧
ハ
客
殿
ノ
末
二
付
居
ル
也
、
客
殿
一
献
始

　
　
ル
ト
衆
徒
中
門
ト
篤
分
二
次
之
間
二
て
一
献
出

　
　
ス
也
、
此
師
衆
中
方
ハ
直
垂
着
こ
申
付
御
替
リ
之

　
　
御
献
可
被
成
旨
申
遣
ス
也
、
次
ノ
間
方
ハ
御
幣
出
之

　
　
手
配
也
、
献
出
ス
事
客
殿
ト
同
断
也

　
　
　
　
　
客
殿
献
之
次
第

九

ツ
添
　
初
献
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
尺
弐
寸
也

土
器

　
　
　
　
同
　
　
　
同

煎
慈
仙
三
　
罐
三
讐
認

　
　
花
ほ
ろ

　
　
か
や
　
　
　
壱
文
縁
高

菓
子
　
ミ
カ
ん
　
　
赤
飯
　
　
　
盃
三
枚

　
　
昆
布
　
　
　
　
　
　
　
　
土
器

　
　
白
せ
つ
と
う

土
器

　
　
　
　
　
　
土
器
　
　
　
エ
ソ
六
本

あ
め
ち
ま
き
　
　
　
長
芋
六
本
　
漆
バ
リ
善

　

三
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
す
五
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
こ
さ
し

　
打
て
う
し

　
汁
徳

弐
献
目

大
和
片
木

　
ナ
リ

土
器
　
　
　
　
　
　
土
器
二
枚

桔
梗
カ
ラ
シ
　
　
サ
ウ
メ
ン

　
　
土
器

　
　
　
サ
ウ
メ
ン

同
　
　
　
　
　
　
　
　
同

同
梅
干
　
　
　
　
サ
ウ
メ
ン

右
弐
献
目
ハ

初
献
ノ
上
二
乗
ス
ル

　
　
　
　
　
ナ
リ
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チ
ウ
シ
ヤ
ク

　
　
汁
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
カ
ラ
シ
也

　
　
　
　
打
て
う
し

　
　
　
　
三
献
目

　
　
　
　
酒
斗
リ
　
　
打
て
う
し

一
、

児

ノ
壱
献
ニ
ハ
雇
僧
付
テ
行
、
膳
ヲ
ナ
ヲ
ス
、
先
ツ
立

　
　
　
　
　
　
　
　
（
据
）

　
　
退
ケ
、
扱
一
献
ス
エ
タ
ラ
バ
雇
僧
参
リ
児
二
一
献
ヲ
サ
セ

　
　
可
申
、
箸
ヲ
ヌ
ク
マ
テ
ノ
事
也
、
扱
帰
ル
時
不
残
シ
イ
テ

　
　
帰
ル
、
弐
献
目
ノ
時
モ
同
断

一
、

酒
出
タ
ラ
バ
別
火
二
札
付
タ
ル
銚
子
ニ
ク
ツ
エ
弐
ツ
持
セ
雇

　

僧
付
テ
児
盃
ヲ
ト
ラ
セ
、
扱
帰
テ
末
ヨ
リ
酒
ヲ
シ
イ
ル
也

　
　
セ
マ
キ
客
殿
ニ
テ
ハ
雇
僧
行
テ
両
方
ノ
児
ノ
盃
ヲ
仕

　

舞
、
客
衆
ニ
モ
両
方
ヲ
シ
イ
テ
帰
ル
也

一
、

奉
行
仮
リ
屋
之
方
も
此
間
二
一
献
出
ス
也
、
是
も
別
火

　

方
之
事
唐
院
・
新
坊
・
承
仕
取
持
也
、
挨
拶
等
職
中

　

之
内
λ
被
致
也
、
頭
人
モ
弐
・
三
度
挨
拶
二
参
ル
事
、
献

　

之
外
二
酒
肴
等
昼
飯
迄
モ
出
ス
、
別
火
方
二
而
用
意
可

　

致
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

一

、
同
心
休
足
之
間
ニ
テ
平
献
出
ス
也
、
尤
酒
肴
等
モ
モ
出

　
　
ス
也
、
取
持
ハ
御
出
入
方
ノ
町
家
ノ
モ
ノ
ト
モ
ニ
テ
モ
袴
ヲ
付

　

サ

セ

取
持
為
致
候
也
、
尤
中
飯
モ
出
ス
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

一
、

警
固
供
者
共
江
モ
中
飯
酒
肴
出
、
献
壱
之
ツ
ク
ネ

　

壱
宛
遣
ス
事

一
、

猿
楽
参
ル
、
何
レ
ノ
間
三
ア
モ
奉
献
出
ス
也
、
尤
人
数

　

六

人
参
ル
也
、
退
出
之
節
腰
指
五
拾
疋
遣
ス
事
、
惣

　

奉
行
λ
相
渡
ス
、
尤
宝
生
座
斗
リ
也

目献二
奉
献
之
次
第

　
　
　
　
　
　
大
根

桔
梗
牛
募
回
雑
煎
い
も

　
　
　
　
　
　
焼
と
う
ふ

　
　
　
　
赤
飯

同
　
矢
ハ
ズ

　
五
本

汁
徳
　
酒
塗
て
う
し

同
　
　
　
　
　
　
　
　
同

桔
梗
カ
ラ
シ
　
　
サ
ウ
メ
ン

　
　
　
　
　
　
外
ニ
シ
ル

　
　
　
　
　
　
土
器

　
土
器

　
サ
ウ
メ
ン

同
　
　
　
　
　
　
　
　
同

同
梅
干
　
　
　
　
サ
ウ
メ
ン

　
　
汁
徳
　
チ
ウ
シ
ヤ
ク
但
シ
カ
ラ
シ

　
　
酒
塗
て
う
し

　
　
肴
三
種

　
　
引
添
昆
布
三
角
切
小
角
ニ
ノ
セ
ル
也

　
　
三
献
目

　
　
酒
塗
て
う
し

　
　
　
　
ま
ん
ち
う

　
　
　
　
ミ
か
ん

　

菓
子
　
う
り
か
ん

　
　
　
　
巻
せ
ん
へ
い

　
　
　
　
昆
布

、

表
方
一
献
相
済
次
第
中
門
江
ミ
ス
上
テ
笛
申
也
、
ミ
ス

　

上

リ
次
第
能
可
始
由
、
法
師
原
江
表
三
ア
度
く
申
遣

　

ス
、
雇
僧
之
役
也

一

、
能
番
組
可
越
由
、
仕
丁
以
法
師
原
へ
申
遣
ス
、
承
知
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之
由
返
答
有
之
ハ
、
惣
奉
行
二
申
付
硯
紙
内
讃

　

λ
為
持
遣
ス
也

一
、

能
番
組
差
越
候
ハ
・
、
右
番
組
強
杉
原
二
相
認
メ
客

　

殿
・
対
之
屋
・
奉
行
仮
や
江
出
ス
也
、
客
殿
・
対
屋
江
者

　

直
垂
着
こ
為
持
遣
ス
、
奉
行
仮
屋
方
ハ
所
持
之
承

　

仕
江
相
渡
、
番
組
認
様
奥
二
記
ス

、
能
不
始
ト
モ
盃
台
出
ス
、
此
時
ハ
人
形
五
ツ
壱
膳
、
チ

　

キ
リ
・
亀
足
ト
弐
ツ
出
ス
也
、
雇
僧
付
行
テ
児
二
盃

　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

取
セ
、
盃
台
小
性
二
申
付
客
殿
ノ
上
座
λ
奥
之
間
へ
入
、
児
ノ

　

侍
二
渡
ス
也
、
チ
キ
リ
ハ
年
寄
衆
二
尋
之
カ
ハ
リ
客

　

殿
ニ
ヲ
キ
、
能
弐
番
済
ト
奥
之
間
江
入
レ
置
也

一
、

客
殿
ミ
ス
上
ル
ト
其
侭
大
折
出
ス
、
客
殿
方
饅
頭
二
答

　

蜜
柑
二
答
・
絹
カ
ツ
キ
弐
答
、
以
上
六
答
出
ス
也
、
中
門
方
饅

　
　
　
　
　
　
（
積
交
）

　

頭
壱
答
、
ツ
ミ
マ
セ
壱
答
、
以
上
弐
答
出
ス
、
対
屋
同

　

断
中
門
ト
寸
様
二
出
ス
也

一

、
客
殿
方
盃
台
出
候
ハ
・
、
中
門
・
対
屋
江
も
同
断
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彩
）

一
、

中
門
・
対
屋
ヘ
ハ
盃
台
壱
膳
・
木
色
壱
膳
・
半
サ
イ
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

壱
膳
、
肴
・
壱
里
塚
・
打
て
う
し
、
尤
中
門
・
対
屋
へ
小
性

　

壱
人
ツ
・
付
置
事

　
　
　
　
　
　
（
据
）

、

児
二
盃
ノ
台
ス
ヘ
タ
ラ
バ
、
児
ヲ
奥
ノ
間
へ
入
レ
別
火

　

師
二
申
付
食
可
進
ヘ
ク
也
、
雇
僧
壱
人
者
客
殿
二

　

残
リ
、
一
人
ハ
食
ク
致
ヘ
シ
、
必
客
殿
二
居
事
究
リ

　

タ
ル
事
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
児
客
殿
二
無
之
時
者
雇
僧
モ

　

客
殿
二
不
居
メ
テ
モ
不
苦
、
児
ノ
食
相
済
候
ハ
・
菓
子

　

部
屋
へ
申
付
菓
子
可
進
也
、
児
菓
子
等
相
済
候

　
　
ハ
・
客
殿
へ
出
ス
也

一
、

客
殿
寺
僧
衆
此
間
二
中
飯
出
ス
、
何
れ
も
奥
ノ
間

　
ニ
テ
別
火
師
ヨ
リ
出
ス
也

、

中
門
・
対
屋
方
ハ
次
ノ
間
ニ
テ
中
飯
台
所
λ
出
ス

　
也
　
　
　
献
　
立

　
　
　
　
み
カ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
柱

チ

ヤ
ツ
　
大
根
　
　
　
　
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ろ
し
大
根

　
　
　
　
人
参

　
　
　
　
椎
茸

中
置

チ

ヤ
ツ

引
テ
三
ツ
目 三

ツ
目

大
根
あ
け
と
う
ふ

正
月
牛
募

中
酒

　
　

飯

山
ノ
い
も

人
参
松
茸
水
な
四
方
物

塗
て
う
し

三
献

　
　
　

肴
　
　
　
　
　
三
種

　
　
　
　

重
箱
片
木
足
打
ニ
ノ
セ
ル

　
　
　
以
上

一
、

能
弐
番
・
狂
言
モ
相
済
候
ハ
・
、
児
ノ
長
絹
上
斗
リ
取

　

テ

右
之
手
三
扇
ト
持
ソ
へ
、
妻
戸
二
可
出
也
、
上
ノ

　

児
ハ
妻
戸
ロ
ノ
上
ノ
方
、
下
ノ
児
ハ
下
ノ
方
ナ
リ
、
両

　

方
同
時
二
可
出
也
、
エ
リ
ヲ
客
殿
方
ヘ
ス
ル
也

、

長
絹
田
楽
取
ル
ト
其
侭
中
門
へ
申
、
饅
頭
ホ
ラ
ス
ベ
シ

　

年
寄
衆
届
有
ラ
バ
今
壱
答
モ
ホ
ラ
ス
ベ
シ
、
此
時
ハ
小

　
（
姓
）

　

性
二
申
付
客
殿
ノ
ヲ
今
壱
答
も
中
門
江
遣
ス
也
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、
饅
頭
ホ
ウ
リ
仕
舞
ト
其
侭
召
出
し
也
、
此
時
ハ
人
形

　
　
三
ツ
一
膳
ト
召
出
し
ト
ヲ
出
ス
也
、
雇
僧
付
テ
行
テ
児
二

　
　
盆
ヲ
ト
ラ
セ
、
上
ノ
児
ハ
中
門
之
方
見
結
ヒ
、
三
・
四
人
モ
盃

　
　
サ
ス
ル
也
、
下
ノ
方
ハ
客
殿
ノ
年
寄
衆
へ
盃
サ
ス
ル
也
、
肴

　
　
必
一
口
出
シ
ヲ
ハ
サ
ム
ナ
リ
、
盃
ハ
児
ノ
方
ヨ
リ
ノ
ミ
遣
ス
也

　

年
寄
衆
盃
済
テ
年
寄
衆
へ
挨
拶
シ
テ
盃
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

奥
ノ
間
江
入
ル
也
、
召
出
シ
バ
不
入
レ
、
小
性
二
申
付
引
ス
ル
也

　

尤
盃
ハ
雇
僧
取
次
年
寄
衆
へ
遣
也
、
右
等
ハ
雇

　

僧
心
得
居
ル
事

、

見
ツ

ク
ロ
イ
テ
田
楽
江
花
遣
ス
、
是
ハ
鬼
杉
原
一
枚

　
　
三
ツ
ニ
折
テ
真
中
二
百
疋
ト
斗
リ
書
テ
金
中
啓

　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　
　
ニ
ノ
セ
テ
小
性
二
持
セ
遣
ス
、
二
度
モ
三
度
モ
遣
事
雇

　

僧
手
配
也

一

、
御
児
大
小
用
度
二
参
可
尋
、
万
事
筆
ヲ
付
ル
也

一
、

児
ノ
召
出
し
相
済
候
而
年
寄
衆
仰
二
依
テ
仕
丁

　

を
以
法
師
原
両
座
共
一
臨
二
鵬
二
可
参
旨
申

　

遣
ス
、
尤
両
座
参
江
ト
客
殿
妻
戸
ロ
ヨ
リ
ハ
イ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謡
）

　

五
師
ト
盃
有
之
、
尤
例
年
五
師
中
λ
ウ
タ
イ
所
届

　

有
之
、
田
楽
二
二
二
番
ウ
タ
フ
也
、
帰
リ
シ
ナ
ニ
大
折
田
楽

　

拝
領
頼
也
、
五
師
中
λ
被
遣
候
何
合
共
キ
ハ
マ
リ
タ
ル

　

事
二
非
ス
何
合
二
も
不
苦
也

一
、

能
番
組
ハ
五
番
、
狂
言
三
番
タ
リ
ト
イ
へ
共
近
年
ハ
能
壱

　

番
・
狂
言
弐
番
三
ア
仕
舞
也
、
尤
右
ハ
田
楽
λ
惣
奉
行

　
　
へ
向
テ
相
頼
也
、
相
頼
候
ハ
・
古
実
ヲ
以
差
ユ
ル
ス
事
也

、

能
壱
番
・
狂
言
弐
番
ニ
テ
差
ユ
ル
ス
ニ
者
花
遣
ス
事

　

能
壱
番
相
済
テ
遣
ス
、
亦
狂
言
壱
番
相
済
テ
遣

　

ス
、
以
上
両
度
遣
ス
斗
リ
、
尤
能
壱
番
・
狂
言
二
番
相
済

　
　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
テ
長
絹
ノ
上
、
斗
リ
遣
ス
事

一

、
能
始
ル
ト
壱
番
ミ
ミ
ニ
テ
早
ざ
可
進
旨
、
度
く
仕
丁
を

　
　
以
申
遣
ス
、
少
シ
モ
早
キ
様
二
可
致
事
雇
僧
之
心

　

得
也

一
、

能
狂
言
相
済
中
門
λ
饅
頭
ホ
ウ
リ
仕
舞
ト
其
侭

　

召
出
し
也
、
此
間
二
棟
梁
・
還
頭
・
頭
人
御
幣
出
し
、
行

　

水
可
致
事
、
尤
何
も
装
束
等
可
致
也

一
、

田
楽
両
座
共
召
出
シ
盃
等
相
済
退
出
ス
ル
ト
、
其
侭

　

祝
言
可
始
旨
法
師
原
へ
仕
丁
を
以
申
遣
ス
、
雇
僧

　

手
配
也

、

能
狂
言
迄
悉
相
済
候
ハ
・
御
児
ヲ
奥
ノ
間
へ
入
レ
休
足

　

サ
セ

可
申
事

一
、

祝
言
相
済
テ
其
侭
法
師
原
両
座
共
早
ぺ
可
進

　

旨
度
く
仕
丁
を
以
申
遣
ス
事

一
、

祝
言
相
済
ト
客
殿
・
中
門
・
対
屋
、
大
折
・
盃
台
等
不

　
　
　
（
姓
）

　

残
小
性
二
申
付
可
引
ス
旨
、
惣
奉
行
申
付
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

一
、

此
間
二
客
殿
妻
戸
ロ
ノ
ミ
ス
大
キ
成
小
性
二
申
付
上
ヘ

　

タ
グ
リ
上
ル
也
、
是
ハ
後
二
御
幣
出
ス
時
用
也

一
、

法
師
原
両
座
共
進
ミ
候
ハ
・
御
児
ヲ
出
ス
也
、
此
時
御

　
　
　
　
　
（
側
）

　

児
ヲ
縁
カ
バ
ノ
方
ヘ
ヨ
セ
置
也
、
御
幣
出
ス
時
ニ
カ
マ

　
　
ハ
ヌ
様
二
着
座
サ
ス
ル
也

、
法
師
原
進
ミ
候
ハ
・
還
頭
・
頭
人
出
仕
可
被
致
旨
申

　

入

ル
、
尤
還
頭
・
頭
人
、
両
人
共
客
殿
妻
戸
ロ
ノ
前
へ
出
仕

　

有
之

ト
、
此
時
客
殿
御
出
仕
之
衆
中
之
内
三
・
四
人
斗

　

リ
後
へ
行
テ
還
頭
・
々
人
ノ
手
水
ツ
カ
ウ
時
ウ
シ
ロ
ヨ

　

リ
被
致
セ
給
事

、
還
頭
・
頭
人
妻
戸
ロ
ノ
前
へ
出
仕
有
之
ト
、
其
侭
水
瓶
・
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（
姓
）

　

角
盤
小
性
二
持
セ
、
先
ツ
還
頭
ノ
前
ヘ
ナ
ヲ
ス
、
還
頭
手

　

水
ヲ
ツ
カ
ウ
ト
其
侭
田
楽
江
モ
銚
子
二
水
ヲ
入
レ
手
二
手

　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

拭

ヲ
結
ヒ
付
テ
小
性
二
為
持
、
客
殿
ノ
方
へ
ロ
ヲ
向
テ
縁
ニ

　

ナ
ヲ
ス
、
其
侭
法
師
原
右
之
水
二
而
手
水
ヲ
ツ
カ
イ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

ト
ノ
縁
ヘ
モ
ド
ス
ト
小
性
二
取
ス
ト
其
侭
御
幣
出
也

　

委
細
者
御
幣
記
二
有
之

一
、

御
幣
出
ス
時
、
諸
事
台
所
何
角
静
二
可
致
様

　

惣
奉
行
へ
申
付
ル
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祝
詞
）

一

、
御
幣
田
楽
請
取
ト
其
侭
ノ
ツ
ト
ウ
井
打
入
レ
モ
相

　

済
、
其
侭
二
而
田
楽
退
出
ス
ル
也
、
両
座
共
同
断

、

田
楽
両
座
共
御
幣
相
済
候
ハ
・
衆
徒
何
レ
も
退

　

出
也
、
中
門
モ
同
根
二
引
取
事

一
、

田
楽
退
出
ス
ル
ト
警
固
モ
引
取
ル
也
、
此
時
御
苦
労
之

　

趣
頭
人
挨
拶
ヲ
可
致
事

一

、
衆
徒
・
中
門
・
田
楽
等
引
取
ル
ト
、
其
侭
御
児
奥
ノ
間
へ
入
レ

　

別
火
師
二
申
付
食
可
進
、
雇
僧
同
食
可
致
也

一
、

何
レ
モ
退
出
有
ト
奏
者
二
申
付
客
殿
ノ
ミ
ス
ヲ

　

下

ケ
サ
セ
、
妻
戸
口
斗
リ
上
ケ
置
事

一
、

御
児
食
相
済
候
ハ
・
装
束
為
致
可
申
也
、
昼
ノ
通
リ
長

　

緒

ノ
下
斗
也
、
雇
僧
者
ミ
・
ウ
カ
ケ
・
色
袈
裟
也
、
客
殿

　

装
束
二
而
出
ル
也
、
尤
頭
屋
以
上
ハ
重
衣
白
五
條
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
姓
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

此
間
二
御
児
之
末
広
ヲ
小
性
二
持
セ
置
、
尤
小
性
ハ
直
垂

一
、　

帯
刀
也

、

惣
奉
行
二
申
付
供
廻
リ
成
リ
次
第
二
御
児
ヲ
客
殿
二
出

　
　
ス
也
、
五
師
衆
又
ハ
年
寄
衆
御
参
ル
故
、
随
分
道
早

　

カ
ラ
ヌ
様
申
付
ル
事
、
尤
道
筋
ハ
加
行
之
通
リ
、
乍
併
其

　

方
々
二
而
違
フ
事
也

一

、
大
宮
二
て
ハ
正
面
ノ
前
ノ
掛
木
二
児
ヲ
立
置
、
若
宮
ニ
テ
バ

　

カ
ハ
リ
束
ニ
テ
御
殿
ノ
前
二
立
居
ル
也
、
大
宮
三
ア
ハ
奉
幣

　

斗
リ
、
若
宮
ニ
テ
ハ
神
楽
・
奉
幣
可
進
事
、
尤
奥
院

　
　
ヘ
モ
参
詣
有
之
、
若
ヲ
ソ
キ
時
ハ
古
実
ト
シ
テ
フ
セ
拝
ミ

　

ニ

モ

不
苦
、
両
社
奉
幣
井
神
楽
料
前
辺
二
栴
へ
置

　

供
之
者
二
為
持
置
事
、
但
神
楽
料
鳥
目
拾
疋
、
奉

　

幣
料
両
社
二
而
拾
疋
、
以
上
弐
拾
疋
也

一
、

夜
二
入
候
ハ
・
高
張
箱
燈
灯
等
持
セ
遣
事

　
　

宵
宮
参
リ
供
廻
リ
左
二
記
ス

上
供
上
下
着
四
人
力
五
人

銅断
酊
侍
カ
タ
車
雇
僧
侍
下
部

還
頭

小

唾

　
但
児
之
末
広
持
ス
也

　
此
外
小
性
何
人
ニ
テ
も

　
不
苦
也

頭
坊

小

悔

還
頭
侍
下
部

外
二　
一
山
下
僧
衆
侍

　
　
　
　
　
　
下
部

△朱口悉

　
（
朱
）

　
口
　
御
児
侍
カ
タ
車
　
雇
僧
侍
下
部
　
床
木
持
　
頭
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肝
）

一
、

右
之
通
何
角
筆
ヲ
付
事
干
要
也

一
、

御
児
宵
宮
参
リ
λ
御
帰
リ
ニ
役
井
門
λ
客
殿
ノ
妻
戸

　

λ
入
、
奥
二
而
装
束
ヌ
ガ
セ
別
火
師
二
申
付
可
進
也
、
相
済

　

候
ハ
・
御
児
帰
ス
也
、
此
時
乗
物
ヲ
被
取
寄
客
殿
ノ
縁
ノ

　

上
ヘ
カ
キ
上
ケ
サ
セ
其
侭
二
而
御
児
ヲ
乗
セ
帰
ス
也
、
尤
侍
下

　

部
、
箱
チ
ヤ
チ
ン
ニ
テ
贈
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
屋
）

一

、
御
児
御
帰
之
節
、
菓
子
部
や
江
申
付
菓
子
包
マ
セ
乗
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物
入
レ
帰
ス
也

一
、

御
児
帰
リ
候
ハ
・
雇
僧
モ
休
足
シ
テ
明
日
ノ
児
ノ
船
裏
頭

　

推
置
事
、
雇
僧
之
役
也

、
勝
手
二
酒
弐
升
樽
入
・
赤
飯
壱
重
、
惣
奉
行
宅
江
為
持

　

遣
ス

也
、
尤
是
ハ
元
〆
方
ノ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
行
灯
）

一
、

悉
相
済
御
児
二
帰
リ
候
ハ
・
御
幣
前
ヘ
ア
ン
ト
ニ
火
ヲ
ト
モ

　
　
シ
置
キ
、
御
幣
方
何
角
火
ノ
用
心
別
火
師
二
堅
申
付

　

棟
梁
モ
退
出
也

、

頭
屋

λ
帰
リ
休
足

　
　
同
廿
七
日

一
、

朝
六
過
二
雇
僧
頭
屋
へ
被
参
、
奥
之
間
昨
日
之
通
認
メ

　

被
申
付
事

、

六
過
二
棟
梁
モ
頭
屋
へ
参
ル
也

、

御
児
御
出
候
ハ
・
昨
日
之
通
惣
奉
行
二
申
付
供
者
共

　

江
モ

認
サ
ス

ル
也

一
、

御
児
装
束
昨
日
ト
同
断
、
長
絹
下
斗
リ
也

一
、

田
楽
遅
ク
ハ
惣
奉
行
二
申
付
、
内
ペ
ニ
而
田
楽
方
何
度

　

も
申
遣
ス
事

一
、

仕
丁
参
リ
候
ハ
・
何
レ
ノ
間
二
而
モ
壱
献
出
サ
セ
ル
事

一
、

馬
長
ノ
児
出
ス
事
、
委
細
ハ
奥
二
記
ス

一
、

田
楽
役
井
門
λ
対
ノ
屋
中
門
へ
通
ル
也
、
尤
本
座
ハ
中

　

門
、
新
座
ハ
対
ノ
屋
也
、
田
楽
参
ル
其
侭
惣
奉
行
挨

　

拶

シ
テ
一
献
出
ス
也
、
尤
今
日
献
之
間
二
惣
奉
行
ト
盃

　

有
之
也

、

田
楽
一
献
之
間
二
棟
梁
・
還
頭
・
頭
人
御
幣
出
シ
、
昨

　

日
之
通
リ
行
水
可
致
置
事

、

田
楽
江
之
献
ハ
弐
献
也
、
何
角
相
済
田
楽
宿
坊
へ
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
取
ル
也
、
尤
供
共
江
モ
ツ
ク
ネ
壱
宛
遣
ス
也
、
尤
供
ノ
共
へ

　
　
も
ツ
ク
ネ
壱
ツ
宛
遣
ス
也
、
田
楽
宿
坊
江
引
取
ル
ト

　
　
手
桶
ニ
ツ
持
参
、
平
次
二
荷
ノ
酒
相
渡
ス
也

一
、

近
年
者
田
楽
宿
坊
へ
引
カ
ザ
ル
例
モ
有
之
、
若
引
取

　
　
候
ハ
・
御
幣
出
ス
時
出
仕
可
致
旨
何
度
ニ
テ
も
昨
日
之

　
　
通
仕
丁
ヲ
以
可
進
候
旨
申
遣
ス
也
、
雇
僧
之
手
配
也

一

、
田
楽
参
リ
候
ハ
・
昨
日
之
通
近
所
ノ
五
師
江
御
出
仕
在
之

　
　
様
二
人
ヲ
遣
ス
、
其
内
寺
僧
衆
モ
追
ぺ
御
出
仕
ア
ラ
バ
御
幣
出

　
　
ス
也
、
乍
併
五
師
御
出
仕
ナ
ク
ハ
不
叶
、
壱
人
二
而
も
御
出
仕
有

　
　
之
候
ハ
・
御
幣
出
ス
也

、

寺
僧
衆
井
五
師
御
出
仕
在
之
候
ハ
・
還
頭
・
々
人
、
昨
日
之

　

通
客
殿
へ
出
仕
ス
ル
也
、
田
楽
進
ミ
候
ハ
・
御
児
を
出
ス
也

　

尤
今
日
ハ
上
λ
白
衣
之
衆
迄
も
客
殿
へ
出
仕
也

一
、

田
楽
モ
進
ミ
客
殿
方
御
児
も
御
出
仕
ア
ラ
バ
御
幣
出

　
　
ス
也
、
委
細
御
幣
記
二
在
之
、
昨
日
ト
同
シ
事
也
、
尤
御
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
露
）

　

出
し
田
楽
へ
渡
候
、
其
侭
御
幣
之
前
之
ツ
ユ
ヲ
扇
ト

　

持
添
、
妻
戸
口
真
中
江
出
シ
置
也
、
両
座
共
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祝
詞
）

　

也
、
田
楽
御
幣
出
ス
ト
両
座
共
ノ
ツ
ト
ウ
打
入
レ
在
之

　

相
済
次
第
退
出
也

一
、

田
楽
御
幣
請
取
退
出
致
候
ハ
・
児
ヲ
奥
之
間
へ

　

入

レ
休
足
サ
ス
ル
也
、
奏
者
二
申
付
客
殿
ノ
ミ
ス
下
ケ

　
サ
セ
申
也

一
、

御
幣
出
而
其
侭
大
門
ノ
シ
メ
ヲ
取
ラ
セ
服
忌
有
之

　

衆
何
れ
モ
御
出
仕
之
趣
申
遣
ス
也

一
、

寺
僧
衆
御
揃
有
ラ
バ
壱
献
出
ス
也
、
尤
今
日
六
方
中
ハ

　

下
ノ
渡
リ
ニ
御
出
仕
故
遅
ク
候
ハ
・
、
次
ノ
間
二
而
前
へ

　

献

ヲ
出
ス
也
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献
之
次
第

口
設
也

汁
徳

　
　
　
　
　

酒
て
う
し

　
　
　
　
　

弐
献
目

　
　
　

汁
徳

　
　
　
　

酒
打
て
う
し

　
　

引
添

　
　
　
　

昆
布
三
角
切
小
角
二
乗
ル

　
　
　

三
献
目

　
　
　
　

酒
打
て
う
し

　
　
　
　
　
落
か
ん

　
　
　
　
　
ミ
カ
ん

　
　

菓
子
　
ま
ん
ち
う

　
　
　
　
　
巻
せ
ん
へ
い

　
　
　
　
　
昆
布

　
　
　
　
　
以
上

一
、

客
殿
ノ
献
相
済
ト
奏
者
二
申
付
ミ
ス
上
ケ
サ
セ
ル
事

　

ミ
ス
上
ル
ト
広
縁
盃
台
打
て
う
し
カ
サ
リ
置
事
惣
奉

　

行
心
得
居
ル
也

一

、
献
相
済
次
第
頭
屋
役
人
井
昨
日
之
御
出
仕
無
之
方
へ

　

今

日
表
二
而
頭
人
ト
盃
有
之
事

一

、
下
ノ
渡
リ
始
ル
ヲ
見
セ
ニ
遣
事
、
惣
奉
行
江
申
付

　

ル

事
井
御
児
ノ
供
廻
リ
調
へ
置
候
様
是
亦
申
付

　
ル
也

一
、

酒
弐
升
樽
入
・
赤
飯
壱
重
、
昨
日
之
通
リ
惣
奉
行

　

宅
江
元
〆
ヨ
リ
持
セ
遣
ス
事

一
、

下

ノ
渡
相
済
候
迄
御
児
ノ
ナ
ク
サ
ミ
ニ
大
折
ノ
蜜
か
ん

　

ヲ
客
殿
三
ア
ホ
ラ
セ
申
也
、
是
ハ
雇
僧
之
心
得
也

一
、

客
殿
献
相
済
後
、
門
木
ノ
足
打
二
赤
飯
ヲ
入
テ
俄

　

悔
サ

シ
テ
客
殿
ノ
縁
妻
戸
ロ
ノ
所
へ
出
置
也
、
尤
拝
見

　

ノ
者
二
載
カ
セ
ル
事

一
、

楽
頭
幣
持
東
金
堂
へ
出
仕
故
、
酒
弐
升
樽
入
・
白
飯

　
　
ツ
ク
ネ
遣
ス
也
、
元
〆
方
之
事

、
下
ノ
渡
リ
始
ル
ト
御
児
へ
食
可
進
、
大
小
用
能
サ
セ
テ
装

　

束
可
致
事
、
ア
コ
メ
・
サ
ゲ
帯
・
裏
頭
也
、
雇
僧
モ
装
束

　
致
置
也

、

下

ノ
渡
リ
相
済
ト
児
供
ノ
仕
丁
来
ル
、
其
侭
壱
献
サ
ス
ル

　
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
列
）

一
、

仕
丁
壱
献
之
間
供
廻
リ
広
縁
江
廻
し
置
、
行
烈
昨

　

日
ト
同
様
也

一
、

御
児
松
ノ
下
へ
出
仕
前
、
別
火
師
二
申
付
、
氷
砂
糖
・
蜜

　

柑
少
く

用
意
致
置
キ
、
松
ノ
下
江
持
参
シ
、
児
退
出
ヌ

　
　
ヨ
ウ
ニ
内
讃
二
而
可
進
也
、
尤
薬
も
少
く
持
参
ノ
児
目

　

ノ
無
事
有
之
時
用
意
也

一
、

仕
丁
壱
献
相
済
候
ハ
・
広
庭
江
廻
ル
、
御
児
出
ス
也
、
雇

　

僧
モ
今
日
者
打
掛
ケ
袈
裟
也
、
道
筋
早
カ
ラ
ヌ
様
参

　

ル
事
昨
日
ト
同
断
、
何
レ
ニ
而
も
穴
門
者
不
通
也
、
直
様

　
　
二
御
旅
へ
参
詣
也

、
御
旅
所
仮
屋
三
ア
ハ
床
木
取
寄
セ
腰
ヲ
掛
サ
セ
可

　

置
也
、
必
東
ノ
仮
屋
へ
可
行
也

一
、

何
レ
モ
寺
僧
勤
相
済
ト
、
如
始
行
烈
二
而
直
二
松
ノ
下
江
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行
也
、
寺
僧
衆
ノ
座
ノ
西
ノ
方
二
床
木
ヲ
取
寄
立
セ
、
雇
僧
ハ

　
　
両
脇
へ
付
居
也
、
尤
衆
徒
ノ
方
ヲ
見
合
裏
頭
可
致
事
也

一
、

奉
行
松
ノ
下
江
出
仕
在
之
ト
衆
中
ヨ
リ
、
児
二
御
出
仕
ア
レ

　
　
ト
仕
丁
ヲ
以
テ
申
来
ル
、
時
く
衆
中
与
見
合
セ
出
仕
ス
、
松
ノ
下

　
　
上
壇
ノ
真
中
よ
り
西
ハ
衆
中
、
東
ハ
一
山
寺
僧
衆
也
、
児
ヲ

　
　
上
リ
壇
ノ
前
二
床
木
ヲ
ナ
ヲ
シ
腰
掛
サ
セ
、
雇
僧
両
脇
二

　
　
立
居
ル
也
、
尤
児
ノ
侍
二
申
来
、
床
木
ウ
コ
カ
ヌ
様
二
侍
二
持
セ

　
　
置
也
、
児
モ
コ
ケ
ヌ
様
二
腰
ヲ
侍
二
持
セ
置
事
、
随
分
筆
ヲ

　
　
可
付
事

一

、
渡
リ
相
済
前
二
田
楽
松
ノ
下
進
ム
ト
、
渡
是
迄
ト
衆
中
λ

　
　
直
二
案
内
有
之
、
右
次
第
二
申
達
渡
相
済
候
ハ
・
、
如
始

　

行
烈
ニ
テ
馬
場
還
リ
山
ノ
上
菩
提
ハ
不
苦
寺
内
登

　

大
路

ノ
時
奉
行
直
二
御
旅
江
被
参
ル
故
、
其
供
ヲ
仕
丁
ノ

　
　
フ
ラ
ヌ
様
二
申
付
置
也
、
旦
ツ
見
合
可
行
兼
而
侍
共
江

　
も
申
置
也

一
、

馬
場
還
リ
も
昨
日
同
断
、
児
ヲ
直
二
奥
之
間
へ
入
装
束

　

取

ラ
セ
別
火
師
二
申
付
食
可
進
也
、
食
相
済
候
ハ
・
昨

　

日
之
通
菓
子
部
や
江
申
付
菓
子
ヲ
包
マ
セ
乗
物

　
　
二
入
レ
テ
御
児
ヲ
帰
ス
也
、
右
等
雇
僧
之
手
配
也

一

、
装
束
長
絹
ノ
下
ア
コ
メ
・
サ
ゲ
帯
・
金
末
広
・
裏
頭
袈

　

裟
・
入
書
皆
く
二
通
リ
雇
僧
ヨ
リ
請
取
ル
事

一
、

馬
場
還
リ
客
殿
三
ア
タ
飯
出
ス
也
、
此
時
上
ヨ
リ
役
人

　

モ

不
残
客
殿
出
ス
ル
也
、
尤
挨
拶
等
頭
人
可
致
事

一

、
夕
飯
ノ
上
こ
て
頭
人
ト
役
人
不
残
皆
ぺ
へ
盃
有
之
、
此
時

　

別
火
井
番
師
λ
水
ノ
物
出
也

　
　
　
　
　
（
流
鏑
馬
）

一
、

六
方
中
ハ
ヤ
ブ
サ
メ
ニ
御
出
仕
故
、
先
江
次
ノ
間
ニ
テ
タ
飯

　
出
ス
也

　
　
献
立

　
　
夏
ミ
か
ん
あ
け
麸

　
　
　
　
　
大
こ
ん

チ

ヤ
ツ
槍
　
椎
茸

　
　
　
　
く
り

　
　
　
　
生
ガ

香
物

　
　
　
　
松
た
け

平
皿
　
　
水
な

　
　
　
　
上
ケ
ふ

　
　
た
ぬ
き
し
る

汁
　
こ
ん
に
や
く

　
　
大
根
セ
チ
リ
ン

飯

引
而
　
　
大
壱
ッ
盛
ひ
り
よ
う
ず

　
　
茶
碗
　
き
ん
な
ん

　
　
　
　
　
〆
　
　
ジ

　
　
　
　
　
汁
牛
募

　
但
し
宿
し
ふ
た

引
菓
子

　
　
ま
ん
ぢ
う

　
　
ミ
カ
ん

　
但
し
二
重
打
紙
敷

中
酒
　
　
三
献
　
　
塗
て
う
し

　
　
　
　
く
わ
ゐ

肴
三
種
　
牛
薬

　
　
　
　
ゆ
は

　
外
二

　
　
　

水
の
も
の
　
肴
い
ろ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宴
）

一

、
無
滞
相
済
旨
三
ア
板
本
こ
も
酒
エ
ン
有
之
、
其
節
二

　

頭
坊
板
元
江
挨
拶
二
可
参
事
、
尤
足
無
之
盛
菓

　

子
餓
リ
有
之
候
ハ
・
板
元
へ
壱
宛
可
遣
ス
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宴
）

一
、

首
尾
能
相
済
客
殿
二
而
酒
エ
ン
有
之
、
此
時
惣
奉
行

　

其
外
役
人
共
不
残
呼
寄
セ
無
滞
相
済
ル
旨
、
酒
ヲ
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11
月
2
8
日

一
、

　
　
　
　
　
　
　
（
酩
酊
）

シ
イ
テ
何
れ
も
大
迷
躰
、
無
滞
相
済
目
出
度
退
畢

廿
入
日

朝
五
ツ
時
頭
屋
へ
参
リ
跡
片
付
井
諸
役
人
之
祝
儀
物

等
抗
之
事

　
　
御
児
祝
儀
物
之
覚

一

、
金
銀
極
彩
色
盃
台

一

、
同
台

一

、
チ
キ
リ

一
、

入

誓

一

、
金
末
広

一

、
ヒ
ジ
綿

一
、

吉
野
杉
原

一
、

竹
葉

一
、

積

人
形
五
ツ

人
形
三
ツ

但
シ
料
物
ナ
レ
ハ
金
百
疋
ト
或
ハ
銀
五
両
こ
て

近
年
ハ
金
百
疋
也

　
但
同
断
南
錬
壱
斤

両壱　壱　壱一一一一一
種荷　束　把本ツ膳膳膳

　
　
但
料
物
ナ
ラ
バ
青
銅
三
十
疋
也

右
之
通
御
児
両
人
共
同
断

　
棟
梁
江
之
祝
儀
覚

一
、

カ
キ
蕊
露
物
二
．
ア
入
魂
之
節
ハ

一
、

定
木

一
、

ソ
ツ
ク
イ
板

一
、

物
着

一
、

小
刀

一
、

挟
竹

一
、

ヘ
ラ

一
、

白
銀

弐壱壱四弐弐弐二
枚巴巴柄本枚本枚

一
、

伊
予
杉
原
但
料
物
ナ
レ
ハ
金
百
疋

一
、

青
銅
　
但
竹
葉
壱
荷
両
種
料

　
　

御
幣
部
屋
之
衆
中
江
祝
儀
之
覚

一
、

白
銀
　
但
延
紙
五
束
料
也

一

、
青
銅
　
但
壱
荷
両
種
料
也

　
　

右
之
通
五
人
分
棟
梁
方
へ
遣
ス
也

　
　
　

交
名
祝
儀
之
覚

、

御
幣
傘

、

青
銅

、

同
　
　
但
竹
葉
壱
荷
両
種
也

　
　

右
之
通
両
院
共
同
断

　
　
　

雇
僧
江
之
祝
儀

一
、

裏
頭
袈
裟

一
、

青
銅

一
、

青
銅
但
壱
荷
両
種
料

右
之
通
両
院
同
断

　
　

御
幣
出
し
祝
儀

、

青
銅

、

同
但
壱
荷
両
種
料

　
　

右
之
通
両
院
同
断

　
　
　

台
奉
行
祝
儀

、

青
銅

、

青
物

　
　
　
次
第
也
、
併
近
年
ハ
大
概
如
此

　
　

田
楽
宿
坊
祝
儀

一
、

白
銀

一
、

青
物

一
束

三
十

疋

弐
両

三

拾
疋

一
本

五
拾
疋

三

拾
疋

壱
條

五
拾
疋

三

拾
疋

百
疋

三

拾
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十

疋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
台

右
ハ
極
リ
タ
ル
事
ニ
ハ
非
ス
頭
人
ノ
心
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
台
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（欝
三
、

　
　
　
　
、一

、
一
、

一
、

一
、

一
、

　
　
　

右
同
断

　
近
年
者
色
ぺ
在
之
、
天
保
九
年
3
頭
役
之
節

　
学
賢
院
借
用
、
尤
挨
拶
金
百
疋
送
ル

　

上
分
之
祝
儀
大
概
如
此
、
中
分
以
下
ハ
別
帳
二
有
之
ル
也

、

今
日
者
役
人
不
残
跡
片
付
二
頭
屋
江
参
ル
事
ナ
リ

　

尤
昼
飯
酒
等
出
ス
也
、
是
ハ
献
立
ノ
極
タ
ル
事
ニ
ハ
ア
ラ
ズ

　

頭
人

ノ
心
次
第
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戻
）

一
、

ヒ
ブ
ツ
礼
ト
シ
テ
金
百
疋
添
御
師
江
向
ケ
モ
ト
ス
事

　
ナ
リ

一
、

今
日
天
気
後
日
御
能
有
之
候
ハ
・
惣
奉
行
江
口
切
と

　

し
て
酒
弐
升
樽
入
遣
ス
也
、
尤
下
行
米
三
斗
相
渡
ス
也
、
雨

　

天
二
而
能
無
之
時
者
口
切
井
下
行
米
等
不
遣
也

一
、

天
気
能
後
日
御
能
有
之
候
ハ
・
御
旅
所
江
小
休
幕
取

　

置
事
、
右
休
幕
へ
遣
ス
物
左
二
記
ス

、　、　、　、　、　、
竹莚瓶

子
打
銚
子

高
張

燭
台
金
輪
平
茶
碗

片
木

土
器

香
物

一
、

煮
〆
提
重

廿
五
本

五
枚

弐
ツ

弐
ツ

壱
張少舟十拾壱一

シ　　　ツ対

、　、、
、

幕
　
　
　
弐
張

長
畳
　
　
三
枚

槍
槌
　
　
一
荷

松
明
　
　
十
五
対

　
　
但
し
右
竹
二
而
前
辺
二

　
　
推
へ
置
也

一
、

手
燭

一
、

小
釜

一

、
塗
銚
子

一

、
茶

一
、

箸

一
、

白
飯

一
、

縄

弐
本

壱
ツ

ニ
ツ

少
シ

五
升
斗

但
塗
桶
二
入
レ
テ

少
シ

一
、

酒
　
　
　
六
升
斗
　
一
、
炭
　
　
　
少
シ

一
、

油
　
　
　
少
シ
　
　
一
、
割
木
　
　
〃

一
、

蝋
燭
　
十
五
本

　

右
之
通
御
旅
所
休
幕
へ
遣
ス
也
、
尤
後
日
御
能
之
跡

　
　
二
而
田
楽
庭
ノ
献
有
之
、
尤
暮
方
λ
惣
奉
行
休
幕
江

　

詰
居
ル
也
、
右
等
元
〆
方
心
得
之
事

、

廿
九
日
両
門
様
へ
参
殿
ス
、
右
者
廿
五
日
御
使
者
被
下
候

　

御
請
二
上
ル
、
尤
竹
葉
壱
荷
積
両
種
献
上
、
頭
人
用
事

　

在
之
ハ
名
代
二
而
も
不
苦
也

　
　
　
　
　

別
火
師
江
渡
物
之
覚

一
、

渋
椀
　
　
　
拾
五
具
　
　
　
一
、
木
皿
　
　
　
十
五

一

、
ト
ラ
折
敷
　
弐
拾
　
　
　
　
一
、
板
折
敷
　
　
十

一

、
天
ノ
川
桶
　
弐
ツ
　
　
　
　
一
、
三
イ
レ
コ
　
一
組

　
　
　
但
し
右
桶
白
米
五
升
宛
入
レ
遣
ス
也

一
、

火
打
箱
　
　
一
ッ

　
但
し
石
金
ホ
ク
チ
ト
モ

一
、

ホ
ウ
ロ
ク

一
、

大
土

ひ
れ

一
、

杓
子

　
　
（
柄
）

一
、

小
ひ
杓

一

、
手
拭

一
、

チ

リ
取

一
、

ユ
カ
タ
籠

一
、

手
洗

一
、

箸
紙
杉
原

一
、

ス

イ
ノ
ウ

一
、

セ

ッ

カ
イ

本ツツ
ニ
ツツ帖ツツツ

一
、

ス

リ
鉢
　
　
　
ツ

　
　
但
し
レ
ン
木
ト
モ

一
、

大
丸
火
鉢
　
一
ツ

一

、
土
風
呂
　
　
壱

一
、

杓
大
小
　
　
四
本

一
、

手
水
桶

一

、
水
桶

　
右
打
水
桶
也
、
但
し
板
共

一
、

居
風
呂

一
、

ユ
カ
タ

一
、

茶
碗

一
、

茶
袋

一
、

田
楽
串

一
、

上
茶

一一二
十

一
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一
、

蝋
燭

一
、

塩

一

、
油

一
、

炭

一
、

赤
土
器

一

、
引
盃

一

、
七
ツ
釜

一

、
イ
カ
キ
は

　
　
　
　
　
ノ

一

、
シ
キ
シ

一
、

燭
台

一
、

小
ジ
メ

一
、

ニ

ノ
足
打

一

、
鉄
キ
ウ

一

、
五
分
土
器

一
、

一
、

フ
ノ
リ

　
（
蘭
）

一

、
イ
草
履

一

、
火
箸

一

、
餅

弐一二五
　組十十

五
本

弐廿
本

ハ
サ

ビ
ヲ
ロ
シ
一

　
　
　
　
五
匁

　
　
　
　

二
足

　
　
　
　
　
一
膳

、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、

味
噌
醤
油
酢ッ

ケ
木

錫
　
　
　
　
一
対

積
重
箱
　
　
一
組

箒
　
　
　
　
一
本

　
　
　
（
盆
）

タ
バ
コ
ホ
ン
三
ツ

　
　
　
但
し
入
レ
子
ニ
ツ
ニ
入
釜
屋
λ
相
渡
ス

　

右
之
通
別
火
師
へ
相
渡
ス
事

　
　

肴
師
へ
渡
シ
物

一
、

五
升
釜
　
　
一
　
　
　
　
　
一
、

一
、

カ
ン
茶
瓶
　
一

　
　

右
之
通
肴
師
へ
相
渡
ス
也

　
　
　

素
麺
方
江
渡
物

ニ
イ
カ
キ
は
二
　
　
　
一
、

　
　
　
　
　
ノ

火
舎
手
燭
白
米
片
木
足
折

田
楽
火
鉢

コ

ト
ク
汰

　
　
　
4

料
理
鍋

荒
コ
モ

　
　
　
（
履
）

中
貫
草
リ

安
田

三
升
鍋

餅
桶

五二
本

五
膳

一二一十六
枚足

一二

一
、

壱
升
杓
　
一
本

一

、
莚
　
　
　
四
枚

　
　
　
　

飯
方
江
渡
物

一
、

中
杓
子
　
二
本

一

、
イ
カ
キ
は
ニ

　
　
　
　
　
ノ

一

、
壱
升
杓
　
一
本

一

、
新
桶
　
　
一

　
　
　
　
但
し
別
火
方
用

　
　
　
　
　
釜
屋
へ
渡
物

一
、

大
コ
シ
キ
一

一
、

四
ツ

組
桶
一
組

一
、

壱
升
杓
　
二
本

一
、

カ
イ
ゲ
　
ニ
本

一
、

杓
子
　
　
拾
本

〆

一
、

五
合
杓
　
　
一
本

一
、

素
麺
コ
シ
キ

一
、

小
杓
子
　
　
五
本

一

、
餅
桶
　
　
　
二

一

、
五
合
杓
　
　
一
本

一
、

小
ス

イ
ノ
ウ
　
一

一
、

餅
桶
　
　
　
三

一
、

イ
カ
キ
　
　
ニ

一
、

五
合
杓
　
　
二
本

一
、

ス

イ
ノ
ウ
難
林
三

一
、

御
飯
イ
カ
キ
　
ニ

　
但
し
簾
未
成
イ
カ
キ
ヨ
ロ
シ
キ
ナ
リ

　
　
　
　
　
惣
奉
行
江
渡
物

一

、
折
敷
　
　
一
膳
　
　
　
　
　
一
、
椀
　
　
　
　
一
見

一

、
茶
碗
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一
、
キ
セ
ル
　
　
一
本

一

、
タ
バ
コ

〆
一
、

春
日
座
大
工
井
木
挽
・
塗
屋
等
両
座
と
も
前
段
二
記
し
有

　
　
之
故
略
之

　
　
　
　
　
別
火
師
江
渡
物
覚

一
、

天
川
福
桶
　
二
　
　
　
　
　
一
、
切
バ
レ
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
二
百
文
也

一
、

包
丁

　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
、
餅
入
サ
イ
ト
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
料
二
百
文
也

一
、

折
敷
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
、
椀
　
　
　
　
一
具

一
、

茶
碗

　

　
　
一
　
　
　
　
一
、
キ
セ
ル
　
　
一
本

一

、
多
葉
粉
　
　
二
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一
、

一
、

一
、

〆〆一一一　　　　、　　　、　　　、
一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

、、、、、、
　
　
別
火
師
江
手
伝
へ
渡
切
物

板
折
敷
　
　
一
　
　
　
　
　
一
、

キ
セ
ル
　
　
一
本
　
　
　
　
一
、

茶
切
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

　
　
料
百
文
也

釜
屋
両
人
江
渡
切
物

折
敷
　
　
　
一

茶
碗
　
　
　
一

タ
バ
コ

椀タ
バ
コ

火
打
箱

一　
　
　
　
　
一
、
椀

一　
　
　
　
　
一
、
キ
セ
ル

　
　
鍋
釜
之
覚

大
釜
　
　
　
三

一
、

鍋

五
枚
鍋

右
大
釜
ニ
ツ
ハ
別
火
方
湯
釜
也
、

壱
ハ
直
し
釜
素
麺
方
也

　
　
古
器
之
覚

五
分
　
　
三
千
五
百
枚
　
但
料

ス
・
キ
　
弐
千
枚
　
　
　
同

ミ
ト
　
　
三
百
枚
　
　
　
同

　
　
米
酒
之
覚

酒餅小
豆

味
噌
八
百
方

塩
　
八
百
方

燈
し
油

別
火
坊

一
具

一二
具

二
本

七

枚

亦
壱
ハ
釜
屋
方
中

三

十
五
匁

六
百
文

百
五
十
文

　
　
（
酷
）

一

、
味
淋
酒

一
、

飯
米

一
、

醤
油
　
当
時
八
百
方

一
、

極
上
之
白
味
噌
八
百
方

一
、

上

ケ
油

　
　
　

頭
屋
人
数
割

一

、
惣
奉
行

一

、
板
元
　
　
　
　
　
三
人

一

、
別
火
配
膳
小
供
　
三
人

　
　
　
　
　
ぬ
　

一

、
配
膳
小
性
　
　
十
五
人

一

、
肴
師
　
　
　
　
　
一
人

一

、
肴
師
手
伝
　
　
　
三
人

一

、
蔵
奉
行
　
　
　
　
四
人

一

、
借
物
師
手
伝
　
　
一
人

一

、
茶
道
　
　
　
　
　
一
人

一
、

板
先
　
　
　
　
　
一
人

一

、
膳
方
　
　
　
　
　
四
人

一
、

湯
番
人
足
　
　
　
二
人

一
、

釜
屋

　
　
　
　
　
三
人

一
、

人

足
廻

シ
　
　
　
ニ
人

一
、

醤
油
蔵
　
　
　
　
一
人

一

、
味
噌
蔵
　
　
　
　
一
人

一

、
燭
台
方
　
　
　
　
一
人

一
、

洗
方
　
　
　
　
　
二
人

一
、

飯
方
　
　
　
　
　
三
人

一

、
油
方
　
　
　
　
　
一
人

一

、
ツ
ク
ネ
　
　
　
　
ニ
人

一
、

門
番
　
　
　
　
　
一
人

一
、

飯
番
　
　
　
　
　
一
人

　
　
（
肩
）

一
、

カ
タ
車
　
　
　
　
二
人

一
、

床
木
持
　
　
　
　
二
人

一
、

馬
長
侍
　
　
　
　
二
人

一

、
別
火
師

一
、

別
火
板
元

一
、

奏
者

　
　
（
姓
）

一
、

小
性
廻
シ

一
、

肴
師
板
先

一
、

従
僧

一
、

借
物
師

一
、

荒
神
供

一
、

台
所
板

一
、

献
方

一
、

下

ノ
膳
方

一
、

風
呂
番

一

、
玄
関
番

一

、
米
蔵

一

、
青
物
蔵

一
、

火
用
方

一
、

多
葉
粉
盆

　
同
心

一
、

公
人

配
膳
方

　
　
田
楽

一
、

素
麺
方

一
、

小
遣

一
、

水
汲

一

、
掃
除
方

一
、

一
、

一
、

一
、

田
楽
宿
坊
世
話
人

台
所
入
口
番

御
児
先
供

馬
長
大
童
子

一 十二　三三六二八廿一一二二二二三一一一一二二四一一
人人人　人人人人人一人人人人人人人人人人人人人人人人
　　　一　　　　　人
　　　人
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一
、

馬
長
世
話
人
　
　
一
人
　
　
　
　
一
、
馬
長
方
裁
　
　
三
人

一

、
玄
関
作
屋
目
附
　
一
人
　
　
　
　
一
、
上
ノ
洗
方
　
　
二
人

一

、
夜
番
　
　
　
　
　
二
人
　
　
　
　
一
、
台
所
目
附
　
　
三
人

一
、

元

〆
　
　
　
　
　
五
人

　
　
　
　
　
　
　

諸
役
人
割
人
数
近
年
大
概
如
此

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
下
行
米
之
覚

一
、

弐
百
六
十
弐
石
八
斗
弐
升
　
頭
屋
両
座
分

　
内
五
拾
石
者
祈
祷
・
δ
十
日
過
二
請
取
、
亦
五
十
石
十
一
日
・
δ
十
五
日
迄
二
請
取
、
百

　
石
ハ
会
合
・
5
廿
五
日
迄
請
取
、
残
リ
六
十
二
石
八
斗
二
升
ハ
廿
九
日
請
取

一
、

拾
石
　
　
　
　
　
　
　
還
リ
頭

一
、

五
拾
石
　
　
　
　
　
　
田
楽
新
・
本
両
座
分

　
　

内
石
二
付
六
升
引
、
正
米
四
十
七
石
相
渡
ス
也

一

、
七
石
五
斗
五
升
　
　
　
同
両
座
分
飯
米

一

、
弐
石
　
　
　
　
　
　
　
惣
奉
行
両
座
分

　

右
之
外
二
田
楽
ヨ
リ
壱
石
唐
院
蔵
ニ
テ
廿
九
日
二
受
取
、
尤
両

　

座
分
、
片
座
二
付
五
斗
宛

一
、

弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
大
盛
菓
子
料

　

右
一
答
二
付
壱
斗
宛
、
中
盛
菓
子
料
壱
答
二
付
七
升
、
其
外
小
折

　
　
弁
田
楽
方
足
無
し
両
様
共
壱
答
二
付
五
升
宛
也
、
右
ハ
時
ノ
人
数

　

程
申
付
、
乍
然
近
年
ハ
田
楽
方
頼
二
随
て
盛
菓
子
ナ
シ
、
右
者
料

　

物
二
而
遣
之
、
依
而
此
度
文
化
八
未
年
円
明
院
頭
屋
ヨ
リ
惣
奉
行

　

頼
二
依
テ
大
盛
菓
子
壱
答
二
付
二
斗
宛
、
中
壱
斗
四
升
二
増

　

遣
ス
也
、
尤
田
楽
方
盛
菓
子
無
之
故
、
以
前
之
通
田
楽
方
盛
菓

　

子
有
之
時
ハ
大
盛
・
中
共
、
以
前
之
通
可
相
渡
也

一

、
四
匁
五
分
　
　
　
　
　
亀
足
料

一
、

三

匁
五
分
　
　
　
　
　
積
交
料

　
　

但
一
合
二
付
テ
之
直
段
也
、
時
ノ
人
数
程
申
付
ル
事

一

、
三
匁
二
分
五
厘
　
　
　
（
酪
餉
ユ
泊
榊
也

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、二二ニー二二二二二二二二

弐三三三壱壱壱弐　壱弐
斗斗斗斗斗斗斗斗　斗斗

三

斗
　
　
　
　
　
　
（
雛
和
㎞
璽
付

五
升
宛
　
　
　
　
　
　
（
鱗
願
㎜
凧

　
但
石
二
付
六
升
引
也
、
併
引
不
引
者
頭
人
ノ
心
次
第
也

八
升
宛
　
　
　
　
　
力
者

　
但
装
束
無
之
者
ハ
三
升
引
相
渡
ス
也

弐
石
　
　
　
　
　
　
経
師
　
両
座
分

　
近
年
壱
石
六
斗

弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
従
僧
一
人

弐
石
四
斗
　
　
　
　
　
御
幣
大
工
両
座
分

　
但
近
年
カ
ン
ナ
ノ
代
ト
モ
本
器
二
石
也
、
当
時
一
石
二
而
よ
し

三
斗
　
　
　
　
　
　
　
同
木
挽
両
座
分

　
当
時

壱
石
　
　
　
　
　
　
　
同
塗
師
両
座
分

　
但
内
六
升
引
也
、
近
年
ハ
不
引

壱
斗
宛
　
　
　
　
　
　
御
児
供
ノ
仕
丁

　
但
人
数
ハ
頭
人
ノ
心
次
第
也
、
併
近
年
ハ
七
・
八
人
欺

　
　
　
　
　
　
　
　

別
火
師

同
手
伝

肴
師
借
物
師

同
手
伝

楽
器
彩
色
料

コ

イ
ワ
料

釜
屋
白
飯
方

赤
飯
方

素
麺
方
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〆　
　
　

諸
書
物
之
覚

　
祈
祷
廻
章
案
文

不
動
院
法
印
大
僧
都
　
勧
修
坊
々
々
々
々
々
々

来
何
日
転
読
大
般
若
経
、
恐
申
度
候
、
辰
之
貝
定
於
何
院

辺
御
来
臨
所
仰
候
而
巳

　
十
一
月
　
日

右
廻
章
中
奉
書
横
折
也
、
尤
濁
稜
ハ
不
叶
、
鵬
分
者
裁
テ

モ

不
苦
也
、
表
包
美
濃
紙
也
、
但
中
臨
迄
ハ
院
号
、
以
下
ハ
仮

名
也
同
シ
シ
会
有
之
候
節
別
廻
章

来
何
日
祈
祷
之
儀
二
付
、
以
内
讃
之
儀
、
無
菜
之
日
中

飯
進
申
度
候
、
巳
貝
定
於
何
院
辺
御
来
儀
所
仰
候

以
上
　
十
一
月
日

　
何
院

　
何
院

　
同
服
者
別
廻
章
ノ
案
文

来
何
日
祈
祷
之
儀
二
付
、
無
菜
之
日
中
飯
進
申
度

候
、
巳
貝
定
於
何
院
辺
御
来
儀
所
仰
候
以
上

　
十
一
月
日

　
何
院

　
何
院

　
如
此
中
奉
書
横
折
二
相
認
メ
上
包
美
濃
紙
也

　
同
唐
院
・
新
坊
・
奉
行
へ
遣
ス
廻
章
案
文

来
何
日
祈
祷
之
儀
二
付
無
菜
之
日
中
飯
申
付
候
、
巳
貝
定

於
何
院
辺
入
来
待
申
候
以
上

　
　
十
一
月
　
　
　
　
　
　
何
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
　
道
益
房
　
　
　
　
　
　
玄
中
坊

　
　
々
々
々
　
　
　
　
　
　
　
　
々
々
々

此
如
中
奉
書
力
小
奉
書
力
不
苦
、
横
折
表
包
前
同
紙

　
　
祈
祷
木
札
書
様
左
之
通

　
　

日
出
山
対
馬
守
λ
例
年
御
幣
作
小
刀
相
納
候
節
意

　
　
趣
書

　
　

奉
献
打
物
之
事

一
、

御
幣
作
御
刀
　
一
対

一
、

同
御
用
小
刀
　
一
対

　

右
者
御
当
社
御
祭
礼
御
用
之
御
刃
物
奉
献
之
条
志
願
之

　

意
趣
者
愚
家
之

　

先
祖
当
　
御
神
明
之
蒙
　
御
神
慮

　

鍛
冶
之
妙
道
学
伝
子
孫
家
族
愛
示
本
家
之
嫡
流

　

右
為
平
城
住

　

天
帝
之
御
鍛
冶
職
を
司
、
日
本
鍛
冶
宗

　

匠
三
品
伊
賀
守
藤
原
朝
臣
号
令
道
先
祖
之
顕

　

銀
徳
遠
国
所
ミ
ニ
至
迄
広
太
成
類
葉
然
ル
ニ
某

　

当
前
所
居
住
其
術
を
学
伝
故
為
　
御
神
息
歳
々

　

御
祭
礼
御
用
之
御
打
物
奉
献
者
也
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南
都
鍛
冶
所

　
　
　
文
政
二
乙
卯
年
十
一
月
　
日
出
山
対
馬
守

　
　
　
御
頭
役
　
　
　
　
　
　
　
金
永
書
判

　
　
　
　
何
院
様

　
　
　
　
　
御
代
官
中
様

　
如
此
中
奉
書
二
相
認
メ
表
包
同
紙
表
書
二
日
出
山
対

　
馬
守
金
永
ト
斗
リ
相
認
メ
有
之

　
　
　
同
当
方
λ
遣
ス
意
趣
書
案
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
都
鍛
冶
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
馬
守
藤
原
金
永

　
往
昔
依
春
日
社
霊
感
因
縁
若
宮
祭
礼
之
棚
例

　
霜
鉄
四
柄
寄
納
之
事
、
偏
家
内
繁
栄
之
奉
仰
神
慮

　
擁
護
者
也
、
伍
如
件

　
　
年
　
月
　
日

　
蓮
成
院
官
位
実
名
書
判

右
之
通
中
奉
書
二
枚
重
二
認
メ
上
包
同
紙
一
枚
左
之
通

何
院
内

　
　
名
字
誰

　
衆
中
λ
来
ル
状
案
文

　
当
年
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
事
、
以
御
敬
神
之

　
儀
、
如
先
規
両
頭
被
勤
仕
候
得
者
、
可
為
珍
重
之
旨
、

　
集
会
評
定
候
也
、
恐
、
謹
言

　
　
十
一
月
十
七
日
　
　
沙
汰
衆
等

　
　
実
名
官
位
御
房

右
之
通
大
奉
書
二
枚
重
切
封
し
上
包
同
紙
壱
枚
表

書
左
之
通

　
実
名
官
位
御
房
　
沙
汰
衆
等

衆
中

　
　
但
裏
二
衆
中
ト
有
之
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
同
頭
人
λ
返
状
案
文

当
年
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
事
、
両
頭
可
令
勤
仕
之
由

得
其
意
候
、
難
可
為
如
形
之
式
、
可
令
調
法
候
旨
出
御
集
会

可
預
御
披
露
候

　
　
　
　
　
　
恐
、
謹
言

　
　
十
一
月
十
七
日
　
　
　
仮
名
官
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
名

衆
中
沙
汰
衆
御
中

　
如
此
大
奉
書
二
枚
重
切
封
之
上
包
同
紙
壱
枚
表
書
左
之

　
通
り

衆
中
沙
汰
衆
御
中

実
名

　
　
但
此
裏
ニ
ケ
名
官
位
書
之

　
精
進
入
廻
章
案

来
廿
日
精
進
入
之
儀
二
付
無
菜
之
夕
飯
進
申
度
候

未
之
刻
於
　
　
何
院
辺
御
来
駕
所
仰
候
以
上

　
　
十
一
月
　
仮
名
官
位

　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
不
動
院
法
印
大
僧
都

　
勧
修
坊
法
印
大
僧
部

　
妙
喜
院
々
々
々
々
々

　
何
　
　
　
　
　
　
院

　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
注
）

如
此
中
奉
書
横
折
（
四
ツ
折
）
上
包
美
の
紙
、
尤
右
廻
章

ハ

シ
シ
会
井
服
者
等
有
之
候
共
別
廻
章
ニ
ハ
不
及
也

　
　
　
同
唐
院
部
坊
奉
行
へ
廻
章
案

来
廿
日
精
進
入
二
付
無
菜
之
夕
飯
申
付
候
、
未
之

刻
於
何
院
辺
来
儀
待
入
候
以
上
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院
号

　
　
十
一
月
日
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
　
道
益
坊
　
玄
仲
房

　
　
く
　
ペ
　
ミ
　
　
　
ペ
　
、
　
ぺ

　
如
此
中
奉
書
横
折
表
包
美
濃
紙
也

　
　
　
　
　
板
元
廻
章
案
文

　
　
　

装
束
包
廻
章
案
文

　
不
動
院
法
印
大
僧
都
　
何
院
－
，
－
－
－
－
－
－
－
－
：

　
何
院
－
－
ー
－
－
－
：
－
ー
　
何
　
　
　
　
　
　
院

来
廿
五
日
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
装
束
裏
一

献
如
形
致
其
沙
汰
候
、
午
貝
定
於

何

院
辺
入
御
前
仰
候
而
巳

　
　
　
十
一
月
　
日

如
此
中
奉
書
横
折
上
包
美
濃
紙
、
尤
右
廻
章
ハ
方

、

相
分
ケ
一
通
者
菩
提
山
ノ
方
、
今
一
通
ハ
寺
内
登
大
路

方
以
上
両
通
認
置
也

　
　
　
同
唐
院
新
坊
へ
廻
章
案

来
廿
五
日
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
装
束
裏
一
献
致

其
沙
汰
候
、
午
之
刻
於
何
院
辺
来
儀
待
入
候
以
上

　
　

十
一
月
日
　
　
何
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
　
　
　
道
益
房
　
玄
仲
房

此
如
中
奉
書
又
ハ
小
奉
書
二
而
も
不
苦
、
横
折
表
包
美

濃
紙
也

　
　
直
垂
着
井
上
下
着
廻
章

　
　
　
就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
来
廿
五
日
上
下
着
、
廿

　
　
　
六

日
・
廿
七
日
直
垂
着
座
申
度
候
、
無
相
違
被
召
具
被

　
　
　
下

候
ハ
・
可
恭
候
由
、
得
其
意
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
く
謹
言

　
　
　
　
十
一
月
　
　
　
　
　
　
ケ
名
官
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
　
　
　
不
動
院
　
御
坊
中

　
　
　
　
何
院
　
御
坊
中

如
此
中
奉
書
二
相
認
メ
表
包
美
濃
紙
、
尤
中
膓

迄
也
、
以
下
ハ
廻
章
二
不
載
事

　
　
　
馬
場
還
リ
廻
章
案

　
不
動
院
法
印
大
僧
都
　
何
院

　
何

院
　
　
　
　
　
　
何
院

　
、
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ペ

　
来
廿
七
日
若
宮
祭
礼
馬
場
還
於
何
院
辺
入

　

御
前
仰
候
4

　
　
　
十
一
月
　
日

　
如
此
中
奉
書
二
相
認
メ
横
折
、
尤
方
く
相
分
ケ
両
通
ナ
リ

　
装
束
包
廻
章
ト
同
断
上
包
美
濃
紙
也

　
　
　
西
大
寺
唐
院
江
之
状
案

　
就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
明
後
従
廿
五
日
至

廿
七

日
三
ケ
日
間
、
西
大
寺
愛
染
明
王
開
帳
仕
候
、
伍
而

可
為
御
捧
物
鳥
目
三
拾
疋
送
致
進
入
候
、
被
得
其
意
候
ハ
、

　
可
為
本
望
候
、
恐
ぺ
謹
言

　
　
　
十
一
月
廿
三
日

　
　
　
如
此
中
奉
書
堅
紙
左
之
通
リ
　
弐
枚
重
ね
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西
大
寺

〆　
　
唐
院

実
名

裏
二
興
福
寺
何
院
ト
書
候
、
尤

興
福
寺
バ
カ
タ
ガ
キ
也

　
三
方
神
人
江
遣
ス
状
案

就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
赤
飯
壱
石
吉
酒
五

斗
肴
三
種
令
備
進
候
、
於
神
前
御
祈
念
頼
申
候

恐
ぺ

謹
言

　
　
十
一
月
廿
五
日
　
　
　
何
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
三
方
神
人
中

　
　
　
中
奉
書
横
折
上
包
美
濃
紙
返
事
、
上
包
無
之

　
　
　
拝
殿
惣
ノ
市
へ
之
状
案

　
　
　
　
　
（
田
楽
）

若
宮
さ
い
礼
て
ん
か
く

と
う
屋
之
き
二
付
あ
か
飯
五
斗

酒
弐
斗
肴
三
し
ゅ
お
く
り

　
　
（
拝
殿
）

た
く
は
い
て
ん
二
お
ゐ
て

御
き
ね
ん
た
の
み
た
く

め

て

た
く
か
し
く

　
　
十
一
月
廿
五
日

　
　
　
　
中
奉
書
二
枚
重
切
封
し
上
包
な
し

　
表
二
　
は
い
で
ん

　
　
　
　
　
惣
の
市
と
の
へ
　
実
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
ニ
ケ
名

　
　
　
両
門
様
江
贈
膳
状
案

就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
乍
揮
御
杉
重
壱
組

御
盃
台
一
膳
・
亀
足
小
折
壱
答
・
盛
菓
子
壱
答
・
御
樽

壱
荷
、
献
上
仕
候
洩
御
披
露
所
仰
候
、
恐
ミ
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仮
名
官
位

　
　
十
一
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
　
　
誰
法
印
御
房

大
奉
書
横
折
上
包
美
濃
紙
、
尤
時
ノ
坊
官
上
席
名
当

二

而
遣
ス
也

　
院
家
江
之
状
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
）

就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
乍
揮
寄
御
一
献

壱
通
・
金
銀
極
彩
色
盃
台
人
形
三
壱
膳
・
積
交

小
折
壱
答
・
盛
菓
子
壱
答
・
御
樽
壱
荷
、
致
進
上

候
、
誠
二
表
御
祝
儀
迄
二
御
座
候
、
恐
、
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
假
名
官
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
名

　
十
一
月
廿
五
日

　
　
何
院
殿

　
　
　
奉
行
所
江
目
録
状
案

　
　
　
　
目
　
録

　
　
一
、
御
杉
重
　
　
壱
組

　
　
一
、
金
銀
極
彩
色
盃
台
　
壱
膳

　
　
一
、
積
交
小
折
　
壱
答

　
　
一
、
盛
菓
子
　
　
壱
答

　
　
一
、
御
樽
　
　
　
壱
荷

　
　
　
　
　
　
　
以
上

右
大
奉
書
横
折
ニ
メ
折
中
之
段
二
音
物
書
、
近
年
ハ
目
録
二

候
得
共
前
く
ハ
書
状
之
趣
古
記
二
相
見
江
候
、
依
之
為
覚

（悟
）語
記
シ
置
也

就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
乍
揮
御
杉
重
壱
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組
・
御
盃
台
壱
膳
・
亀
足
小
折
壱
答
・
盛
菓
子
壱
答
・
御
樽
壱
荷
、
進
覧
仕
候

誠
二
表
寸
志
迄
二
御
座
候
、
恐
ぺ
謹
言

　
　
十
一
月
日
　
　
　
何
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
名
書
判

　
　
中
坊
誰
殿

　
　
　
　
唐
院
持
主
坊
へ
書
状
案

就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
一
献
一
銚
子
贈

致
進
入
候

　
　
　
　
　
恐
、
謹
言

　
十
一
月
廿
五
日

　
　
中
奉
書
堅
紙
左
ノ
通
壱
枚
也

〆
唐
院

実
名

裏
二
何
院
ト
書
也

饗
対
日
記
書
様
之
事

饗
対
記

一
、

楽
頭
衣

一
、

幣
持
衣

一

、
笛
水
干

一

、
笛
指
貫

一
、

平
水
干

一
、

平
指
貫

一
、

強
帷

一
、

単
帷

一

、
出
腰

一

、
裏
絹

　　　　　　　　　袴竪

拾拾拾拾拾拾一一一一
五二三三二弐具具具具
　筋具具具具

、、、、、、、、、、、、、、、、石
帯
鼻
紙

扇
子
笛
笠

綾
藺
笠

太
鼓
同
援

腰
皮
高
足
同
布
傘足
駄

御
幣
傘

頭
上
絹
輻

編
木

檸　
　
以
上

壱
筋
拾
五

拾
五
本

一
ツ

拾
二

五
ツ

拾
本

五
ツ

ニ
本
弐
筋
拾
五
本

壱
足
壱
本

六
筋

六
ツ

壱
本

右
之
通
御
幣
紙
横
折
新
・
本
両
座
分
二
通
リ
認
ル
也
、
時

λ
田
楽
被
申
請
帰
ル
也

　
　
　
　
田
楽
交
名
書
様
之
事

　
　
　
　
新
座
田
楽
交
名
之
事

　
楽
頭
法
師

　
幣
持
法
師

　
市
松
法
師

　
藤
松
法
師
　
二
臨
装
束
渡
笛
笠
相
渡
ス
也

　
時
若
法
師

　
く
　
、
　
ぺ
　
く
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＜
　
ミ
　
ミ
　
、

　
　
　
　
　
右
交
名
目
分
モ
過

一
鵬
法
師
楴
認
置
、
是
ハ
装
束

　
　
　
　
　
渡
之
節
心
エ
ル
也

二

鵬
法
師

三

閲
法
師

　
　
以
上

如
此
御
幣
紙
横
折
二
新
・
本
両
座
分
二
通
認
、
尤
口
書
之
処
本
座
ハ

本
座

ト
書
キ
、
新
座
ハ
新
座
ト
書
、
尤
其
年
之
交
名
二
引
合
書
也

　
　
　
　
　
田
楽
装
束
札
書
様

如
此
楽
頭
法
師
λ
田
楽
不
残
年
之
交
名
ト
引
合
認
ル
事

　
　
　
入
日
記
書
様
之
事

　
　
　
　
入
日
記

一
、

楽
頭
衣

一
、

幣
持
衣

一

、
笛
水
干

一
、

同
指
貫

一
、

平
水
干

一

、
同
指
貫

一
、

強
帷

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

袴同袴同

重重

単
帷
内
＋
二
具
ハ
金
ノ
丸
ア
リ

出
腰
裏
絹

石
帯

鼻
紙
壱
人
前
二
六
枚
四
折
也

二
具

二
具

二
具

二
具

二
十
四
具

二
十
四
具

二
十
六
具

二
十
六
具

二
十
二
筋

三
十

二
筋

三
十

扇
子
内
四
本
ハ
力
玉
丸
ノ
銀
ノ
丸
三
十
本

笛
笠
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ツ

一
、

綾
藺
笠

一

、
太
鼓

一
、

同
援

一
、

笛
笠

一

、
腰
皮

一
、

高
足

一
、

同
布

一

、
足
駄

一
、

傘

一
、

御
幣
傘

一
、

頭
上

ノ
絹

一
、

編
木

一
、

檸

一

、
楽
頭
衣
布

一

、
チ
サ
カ
ノ
シ
ツ
ケ

一
、

皆
水
精
念
珠

一

、
長
絹
規

一

、
白
五
條

一
、

金
末
広

一
、

金
入
醤

一
、

ア

コ

メ
ノ
柏

一

、
降
帯

一
、

足
袋

一
、

板
床
木

一
、

田
楽
手
拭

一
、

羅
箱
蓋

一
、

ヒ
サ
ツ
キ
布

四弐四弐弐二弐弐弐弐弐弐二二四十妥笛二三二四四十二二十二
筋　筋　足筋　　本帖具連腰筋筋二干禾本十足筋本　ッ十　十
　　　　　　　　　　　　　　　　四　　本　　　　　　　　四
　　　　　　　　　　　　　　　　筋　　　　　　　　　枚
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一
、

掛
絹

一
、

ハ
チ

マ
キ

一
、

鈍
色
白
五
條

一
、

衣
帯

一
、

金
中
啓

一
、

吉
野
杉
原
離

一
、

同
田
楽
方

一
、

惣
奉
行
頭
巾

　
　
　
　
　
唐
紙
二

一
、

ヒ
ブ
ツ
　
ス
リ
ハ
リ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
エ

　
　
　
　
　
　
コ
シ
刀
刀
二

　
　

以
上

二
巻

二
筋

二
通

二
筋

一
本

四
帖
弐
帖

壱以
上
六
ツ

如
此
中
奉
書
弐
枚
二
而
も
三
枚
二
而
も
、
と
じ
て
認
ル
事

頭
屋

ヨ
リ
別
会
伍
師
江
遣
ス
、
田
楽
交
名
書
様
之
事

如
此
鬼
杉
原
二
枚
重
横
折
二
し
て
三
ツ
折
遣
ス
、
或
者

福
寿
万
寿
ト
書
テ
モ
不
苦
也

　
廿
六
日
田
楽
江
之
掛
物
書
様

　
左
之
通

百（
匹疋　）

　
　
　
　
⌒
原
）

如
此
鬼
杉
は
ら
横
折
目
録
ト
モ

以
上

ト
モ
書
事
不
入
三
ツ
斗
リ
認
ル
事

献
立
之
書
様

　
初
献

ス

エ
サ

カ
ナ

サ
ウ
ニ

セ

キ
ハ
ン

　
　
　
　
第
二
献

サ

ウ
メ
ン
㍑
諺

　
　
引
ソ
エ

　
　
　
　
第
三
献

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
セ
ン

　
　
　
シ
イ
タ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
リ
チ
セ
ン

　
　
　
　
ク
ワ
シ

　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
）

　
　
　
如
此
鬼
杉
原
を
つ
き
認
ル
な
り

　
　
　
　
　
張
帳
書
様

　
　
　
　
　
　
経
営
衆

ス

エ
サ

カ
ナ

セ

キ
ハ
ン

サ
ウ
ニ

ソ
ウ
メ
ン

引
ソ
ヘ

ス

ヰ
セ
ン

板
元
別
火
師

肴
師

借
物
師

奏
者

　
（
姓
）

小
性
廻

釜
屋
飯
方

人
足
廻

玄
関
番

治
郎
太
夫

武
平
六

喜
　
平

午
礼
岸

源
九
八

長
平

冶

㌢
太

織
太
源
太
元
八

元
七
織
助

平
三
平
治
軍
内

小
六

信
八
夜
鉄
村
田
米
助
百
助
道
礼
平
太
礼
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門
番
茶
道
蔵
奉
行

元
〆

惣
奉
行

〆
蔵
茶
礼
七

談
八
内
記
左
近
右
近
元
閑
重
蔵

　
　
如
此
鬼
杉
原
ヲ
ツ
キ
認
ル
事
、
尤
夫
、
ノ
人
数
者
頭

　
　
人

ノ
心
次
第

　
　
　
唐
院
公
物
江
借
物
之
書
状
案
文

就
若
宮
祭
礼
田
楽
頭
役
之
儀
、
公
物
金
屏
風
何
双
・
風

呂
釜
・
茶
碗
台
・
下
水
水
桶
何
荷
・
大
台
子
壱
通
、
借

用
申
度
候
、
無
相
違
被
仰
付
被
下
候
ハ
・
可
恭
候
、
恐
、
謹
言

　
　
十
一
月
　
日
　
　
　
　
　
　
実
名

　
　
別
会
伍
師

　
　
　
　
　
　
御
坊
中

　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
如
此
堅
昏
也
表
書
左
之
通
リ

　
　
右
借
用
之
品
、
前
辺
二
能
、
致
吟
味
置
事

　
　
　
　
　
頭
屋
下
行
米
請
文
書
様

　
　
　
　
　
請
取
申
頭
屋
米
之
事

　
　
　
　
　
　
合
何
拾
石

　
　
　
　
右
所
請
之
状
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
院

　
　
　
　
　
年
号
月
日
　
　
　
　
　
実
名
判

　
　
　
　
　
唐
院

　
　
　
　
　
　
　
御
奉
行
所

　
　
　
　
　
（
カ
）

　
　
　
如
此
堅
紙
二
認
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
節
）

一
、

御
幣
串
仕
立
ケ
寸
法
吉
野
木
ふ
し
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
分
）

　

長
寸
八
尺
五
寸
厚
サ
六
歩

　
　
　
　
　
＠

　

幅
入
歩
旦
引
掛
ケ
金
尺
二
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
尺
四
寸

一

、
祈
祷
前
日
中
門
御
幣
木
諾
リ
様

御
幣
紙
色
此
紙
ハ
ト
ン
ボ
用
　
　
左
紙
バ
ク
ツ
マ
キ
用

人

人
∠
へ

人
　
　
　
人
ん

へ

く
　
λ
ぺ

、、，｝r－
、℃＿、w輪，

、1、、、、

い一1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
尋
）

一
、

御
幣
キ
ン
カ
イ
シ
メ
長
サ
七
ヒ
ロ
余
也

　

天
保
入
年
十
一
月
廿
三
日

一
、

奉
行
所
λ
呼
来
承
仕
宗
廣
被
出
候
処
、
与
力
羽
田
鎌
左

　

衛
門
被
出
達
、
当
年
奉
行
初
而
之
義
二
付
、
例
年
之
通
来
廿

　

六

日
田
楽
頭
役
式
拝
見
候
、
宿
坊
江
被
参
候
間
、
先
例
之
通
御

　

取
斗
可
在
之
旨
、
御
職
中
江
達
也
、
引
段
内
、
二
而

　

天
保
二
年
摩
尼
珠
屋
井
円
明
屋
二
於
頭
坊
之
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姓
）

　

御
供
頭
壱
人
御
近
習
壱
人
ハ
中
小
性
弐
人
、
御
案
内
弐
人
是
迄

　

支
度
差
出

　

従
工
以
下
ハ
普
賢
院
二
而
休
足
、
一
統
江
組
従
工
以
下
御
手
廻
リ

　

弐
拾
弐
人
江
酒
五
升
・
豆
腐
五
丁
出

　

右
之
義
手
廻
リ
弐
十
弐
人
江
麓
柄
茶
横
二
而
モ
出
呉
候
様
内
ぺ

　

頼
在
之
宗
廣
心
得
ヲ
以
断
申
入
候
処
、
御
尤
之
儀
左
様
候
ハ
・

　

献
一
ツ
宛
成
共
遣
也
、
是
非
頼
二
付
其
儀
候
ハ
・
五
師
中
也
、
可
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申
入
旨
、
罷
帰
リ
五
師
中
江
申
入
之
処
、
頭
坊
其
外
相
談
之

庭
、
当
年
遣
候
而
ハ
先
例
二
も
被
成
候
間
断
申
入
、
可
然
候
間
読

天
保
十
一
年

仙
洞
様
崩
御
被
為
在
、
右
頭
屋
田
楽
庭
之
式
立
合
祝

意
能
等
無
之
、
打
入
狂
言
在
之
、
若
分
衆
評
定
之
処
、
右
治

定
先
年
も
同
様
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
憲

『庁
中
漫
録
』
三
四
「
春
日
若
宮
祭
礼
記
」
よ
り
田
楽
頭
関
係
記
事
抜
粋

（
一
一
丁
裏
よ
り
）

　
　
田
楽
頭
屋
坊
乃
下
行
弐
百
六
十
二
石
八
斗
弐
升
な
り
、
興
福
寺
乃
唐
院
よ
り
出

　
　
る
也
、
或
説
に
此
下
行
米
の
根
元
ハ
大
和
亜
相
公
米
を
給
バ
リ
、
其
利
債
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ル

　
　
て
到
干
今
米
相
渡
る
と
い
へ
り
、
此
説
レ
不
足
レ
用
、
い
に
し
へ
九
月
十
七
日
祭

　
　
礼
あ
り
と
い
へ
と
も
其
年
の
米
い
ま
た
皆
済
な
し
、
祭
礼
ハ
新
を
元
と
す
故
に

　
　
新
米
成
就
の
上
に
て
執
行
せ
ん
た
め
に
十
一
月
廿
七
日
ま
て
延
引
す
と
い
へ

　
　
り
、
右
い
つ
れ
も
俗
説
と
い
へ
と
も
古
老
の
伝
へ
な
れ
は
書
記
も
の
な
り
し

　
　
寛
文
十
一
戌
年
ま
て
ハ
頭
坊
も
両
院
に
て
執
行
す
、
さ
れ
と
も
今
ハ
衆
僧
す
く

　
　
な
く
な
り
た
る
に
よ
り
寛
文
十
一
亥
年
よ
り
ハ
一
院
に
て
執
行
あ
り
　
御
幣
ハ

　
　
双
人
頂
戴
す
、
し
か
あ
れ
と
も
先
ハ
頭
坊
の
主
人
こ
れ
を
い
た
・
き
奉
る
事
第

　
　
一
也
、
御
寺
務
よ
り
御
奉
所
へ
御
と
・
け
あ
り
て
十
五
年
の
間
ハ
一
院
に
て
打

　
　
込
、
十
六
年
目
よ
り
又
い
に
し
へ
の
こ
と
く
両
院
に
て
執
行
な
る
と
か
や

　
　
九
月
よ
り
頭
坊
の
修
覆
其
外
用
意
等
第
一
と
す

　
　
（
中
略
）

一
、

十
一
月
朔
日
祭
礼
田
楽
頭
屋
へ
新
座
・
本
座
及
田
楽
両
人
編
木
太
鼓
高
足
差
二

　
　
上
之
↓

　
　
（
中
略
）

一

、
十
一
月
十
七
日
自
二
衆
中
一
田
楽
頭
屋
へ
書
帖
到
来
返
報
有
レ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

一

、
十
一
月
中
旬
の
内
、
於
二
田
楽
．
頭
屋
ハ
寺
中
老
若
の
僧
侶
参
り
集
、
祭
礼
諸
色
相

　

談
有
之
、
此
会
合
を
俗
に
頭
屋
振
舞
と
云

　
　
（
中
略
）

一

、
廿
六
日
未
明
田
楽
頭
屋
へ
児
両
人
満
寺
乃
老
若
出
仕
、
対
乃
屋
衆
徒
、
中
門
白

　

衣
、
庭
上
仕
丁
列
座
、
其
後
新
座
・
本
座
の
田
楽
廿
六
人
参
集
、
田
楽
法
師
壱

　

人
宛
交
名
呼
出
装
束
給
之
、
其
後
芸
能
始
之
、
及
申
剋
白
妙
の
御
幣
二
本
奉
出

　

之
、
頭
人
両
人
拝
之
、
田
楽
一
鵬
請
取
之
、
奉
幣
後
若
宮
の
御
殿
奉
納
之
、

　

頭
屋
之
児
夜
宮
参
寺
中
の
老
若
衆
徒
供
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　

御
幣
乃
事
五
社
と
も
依
レ
奉
二
勧
請
「
五
社
と
も
へ
新
座
・
本
座
乃
御
幣
奉

　
　

納
之

　
　

田
楽
法
師
給
装
束
之
覚

一

、
笛
装
束
狩
衣
金
欄
袴
段
子

一

、
平
装
束
狩
衣
段
子
袴
平
衣

一

、
筆
帷

　
コ
ハ

一

、
強
帷

一

、
笛
笠
花
人
形
有
之

一
、

平
笠

→

、
出
腰

一
、

扇
子

一
、

鼻
紙

一
、

手
拭

一
、

裏
絹

一
、

高
足
布

一
、

腰
皮

一

、
太
鼓

一

、
棒

四六拾四廿廿廿廿廿廿二廿廿廿二
　　　　六六六六六四　六六四具
　　　　　　折本　枚　具具具
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一

、
傘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廿
六
本

一

、
足
駄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヅ
ケ

　

右
之
外
自
二
一
腹
一
至
二
三
鵬
一
被
物
被
レ
曳
レ
之
、
田
楽
法
中
中
間
江
槙
米
五
十
石

　

余
給
之
、
右
之
分
田
楽
頭
屋
之
坊
よ
り
遣
之

　
　
　
　

本
座

田
楽
装
束
人
数
事

　
　
　
　
カ
ト
ウ

．
御
幣
持
ヲ
楽
頭
ト
云
白
木
綿
衣
物
井
白
コ
ロ
モ
重
衣
ナ
リ
外
二
人
都
合
三
人

森
松
法
師

藤
千
代
法
師

梅
千
代
法
師

智
菊
法
師

菊
松
法
師

松
千
法
師

吉
松
法
師

長
松
法
師

市
松
法
師

千
菊
法
師

梅
松
法
師

竹
千
世
法
師

亀
松
法
師

　
　
以
上

　
　
編
木

　
　
笛

　
　
小
鼓

鯉
渠

鯉
編
木

　
　
編
木

　
　
編
木

　
　
編
木

　
　
太
鼓

　
　
太
鼓

　
　
太
鼓

　
　
太
鼓

　
　
太
鼓

　
　
　
　
新
座

田
楽
装
束
人
数
事

御
幣
持
右
同
前
春
千
世
法
師

菊
松
法
師

藤
松
法
師

福
松
法
師

千
松
法
師

　
　
編
木

　
　
笛

　
　
小
鼓

殼
渠

霞
編
木

鶴
千
世
法
師

鶴
松
法
師

亀
松
法
師

清
正
法
師

千
世
松
法
師

藤
千
世
法
師

竹
松
法
師

千
世
若
法
師

　
　
以
上

太太太太太編編編
鼓鼓鼓鼓鼓木木木

　
田
楽
法
師
乃
本
座
新
座
相
替
り
能
を
つ
と
む

　
　
菊
水
　
　
　
　
　
松
と
も
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
郡
）

　
　
経
政
　
　
　
　
　
　
ふ
る
か
う
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
浦
）

　
　
し
の
ふ
　
　
　
　
　
か
つ
ほ

元
禄
十
三
年
庚
辰
年
番
付

　
　
箱
崎
　
　
雪
鬼
　
　
常
政
　
　
ふ
る
こ
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
か
し
わ
　
か
つ
ほ

　
　
　
狂
言
　
御
福
田
　
く
ら
ま
参
　
山
行

　
如
此
数
多
し
能
狂
言
い
つ
れ
も
お
か
し
な
る
わ
ら
ひ
奉
な
り

　
田
楽
開
ロ
其
後
各
一
献
あ
り
一
献
相
済
、
田
楽
能
狂
言
有

　
盃
台
　
積
交
　
亀
足
　
酒
出
る

　
剋
限
七

ツ
過
　
白
幣
出
御
頭
坊
頂
戴
田
楽
う
け
と
り
、
庭
に
て
捧
幣
有
之
、
此

　
白
体
乃
御
幣
ハ
田
楽
法
師
頭
屋
の
児
の
先
に
立
て
　
春
日
夜
宮
参
り
す
、
此
御
幣

　
ハ
若
宮
神
主
方
江
取
之

　
　
　
　

（中
略
）

　
田
楽
之
能
番
数
多
し
唯
今
南
大
門
に
て
勤
む
る
芸
を
中
門
口
と
云
、
道
具
一
膓
の

　
持
候
物
サ
・
ラ
ギ
ト
云
、
世
間
に
ヒ
ン
ヅ
ロ
と
云
ハ
高
足
な
り
、
此
書
付
ハ
衆
徒

　
記
録
ノ
趣
な
り
、
嶋
田
師
よ
り
差
越
な
り
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廣
　
縁

封
の
屋
二
間
四
方
衆
徒
出
仕

假
屋

縁

楽
頭
法
師
幣
持
法
師
新
座
．
田
楽
楽
頭
法
師
幣
持
法
師
本
座
．
田
楽

×
×
×
×
×
×

　
仕
丁
　
　
　
　
　
　
薬
医
門
　
　
仕
丁

⊇　出篇
御
幣
朋

縁

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

白
衣
出
仕
中
門
一
間
二
二
間

　
奉
　
行
假
屋
一
間
二
一
二
間

　
　
右
ハ
会
所
ノ
升
ト
云
升
ナ
リ
、
当
時
無
之
二
付
重
器
ト
云
升
ナ
リ
、
是
モ
今

　
　
ハ
無
之
六
合
升
ナ
リ
、
六
合
ノ
積
リ
ニ
テ
渡
ス
、
頭
坊
蔵
ニ
テ
十
一
月
廿
六

　
　
日
ノ
晩
二
渡
ス
、
是
ヲ
田
楽
労
米
ト
云
也
、
今
升
合
八
石
三
斗
四
升
欺

　
　
　
　
廿
九
日
二
唐
院
ニ
テ
惣
奉
行
書
立
ヲ
以
テ
渡
ス
分

、

五

十
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
楽
両
座
へ

　
　
是
ハ
唐
院
ヨ
リ
石
六
升
宛
引
テ
渡
ス
先
規
ナ
リ
、
請
取
所
ハ
四
十
七
石
ナ
リ

　
　
右
ノ
内
ヨ
リ
惣
奉
行
へ
五
斗
、
両
度
楽
頭
幣
持
へ
五
斗
田
楽
ヨ
リ
渡
ス

一
、

十
一
月
二
十
七
日

　

田
楽
本
座
・
新
座
乃
両
座
頭
屋
へ
参
リ
先
一
献
出
し
、
そ
れ
よ
り
金
銀
乃
御
幣

　

出
行
、
其
后
寺
僧
各
一
献
こ
れ
あ
り
、
巳
乃
剋
に
御
旅
所
へ
参
り
、
直
に
松
乃

　

下
へ
裏
頭
い
た
し
候
、
頭
坊
の
僧
位
ハ
近
年
擬
講
と
申
候
官
位
に
て
勤
申
也

　

若
宮
御
祭
礼
始
ハ
　
崇
徳
院
御
宇
保
延
二
丙
辰
年
九
月
十
七
日
に
て
勿
論
頭
坊

　

も
此
時
に
始
る

　
　

頭
屋
諸
下
行
之
覚

ス．

指
石

返

り
頭
人
へ
拾
石
・
手
形
遣
之
　
頭
代
米

一
、

六

斗
宛
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
楽
新
座

一
、

五
斗
宛
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
本
座

一
、

四
斗
宛
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
座
一
鵬
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此
客
殿
ノ
踏

脱
ヨ
リ
昇
殿

ス

ル

者
ハ
田

楽
ノ
外
壱
人

モ

無
之
、
附

而
者
田
楽
人

召
出
之
時
、

正

面
λ
御
簾

之

中
へ
通

リ
、
伍
師
方

ト
対
座

御
盃
式
ノ
次

第
ヲ
初
テ
奉

行
出
張
ノ
時

是
ヲ
見
テ
実

二

驚
キ
被
居

候
事

奈
良
奉
行
二
附
随
ノ
者
、
亦
馬
鎗
井
二
人
夫
道
具
ハ
隣
院
へ
控
居
、
此
所
へ
入
ヲ
不
許

門
中

方

御

　
　
　
　

楽頭　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
同
⇔
本
座
田
楽
人
＋
三
人
着
床
＝
⇔
　
　
　
　
新
座
田
楽
人
十
三
人
着
床

圃
同
人
二
人
（
但
し
土
間
）
　
　
　
　
　
三
ツ
道
具

内
雌
対
雑

方

方跡門
御

宮
門
跡
様
方
ノ
僕
ノ
輩
ハ
何
レ
モ
隣
院
二
控
ヘ
サ
セ
此
所
へ
入
ヲ
不
又
衆
徒
ノ
僕
モ
同
断

此
所
板
ノ
間
ナ
リ

御番所

土塀切抜
通
用
門

田楽頭屋客殿ノ図「田楽勤務式順実記」（伊藤家文書より）図1
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頭坊宵宮詣（「春日神幸図」第2冊）図7

頭屋における装束給の儀（「春日神幸図」第1図8
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